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このマニュアルについて
このマニュアルには、 Pervasive PSQL v11 SP3 ソ フ ト ウ ェア開発キ ッ ト

（SDK） の一部と して提供される  Pervasive PSQL Distributed Tuning Interface
コンポーネン トに関する情報が含まれています。
xxiii



このマニュアルの読者

このマニュアルは、 Pervasive PSQL に精通し、 Distributed Tuning Objects を
使用して管理レベルのアプリ ケーシ ョ ンを開発したいユーザー向けにデザ

インされています。

本ソフ ト ウェアの全般的な使用手順やほかのデータベース  アクセス方法

については説明していません。Ditributed Tuning Interface の使用法のリ ファ

レンスを提供します。 
xxiv



このマニュアルの構成

この 『Distributed Tuning Interface Guide』 では、 まず新機能の概要を述べ、

次にその詳細が記載される章へのリ ンクを示します。 章の構成は以下のと

おりです。

第 1 章 「Distributed Tuning Interface ガイ ド」

この章では、 Distributed Tuning Interface の手順に関する情報を提供し

ます。

第 2 章 「Distributed Tuning Interface のリ ファレンス」

この章では、 Distributed Tuning Interface の関数について説明します。

このマニュアルの巻末には索引が用意されています。
xxv



表記上の規則

特段の記述がない限り、 コマンド構文、 コード、 およびコード例では、 以下の

表記が使用されます。

大文字小文字の

区別

通常、 コマンド と予約語は、 大文字で表記されます。 本書で

別途記述がない限り、 これらの項目は大文字、 小文字、 ある

いはその両方を使って入力できます。 た とえば、 MYPROG、
myprog、 または MYprog と入力するこ とができます。

太字 太字で表示される単語には次のよ う なものがあ り ます。 メ

ニュー名、 ダイアログ ボッ クス名、 コマンド、 オプシ ョ ン、

ボタン、 ステート メン ト など。

固定幅フォン ト 固定幅フォン トは、 コマンド構文など、 ユーザーが入力する

テキス トに使われます。

[ ] 省略可能な情報には、 ［log_name］ のよ うに、 角かっこが使

用されます。角かっこで囲まれていない情報は必ず指定する

必要があ り ます。

| 縦棒は、 [file name | @file name] のよ うに、 入力する情報の選

択肢を表します。

< > ＜＞ は、 /D=<5|6|7> のよ うに、 必須項目に対する選択肢

を表します。

ïœêî file name のよ うに斜体で表されている語は、適切な値に置き

換える必要のある変数です。

. . . ［parameter. . .］ のよ うに、情報の後に省略記号が続く場合は、

その情報を繰り返し使用できます。

::= 記号 ::= は、 ある項目が別の項目用語で定義されているこ と

を意味します。たとえば、 a::=b は、項目 a が b で定義されて

いるこ とを意味します。
xxvi



1
Distributed Tuning Interface ガ
イ ド
この章では、 Pervasive の Distributed Tuning Interface について説明します。

以下の項目が含まれます。

「Distributed Tuning Interface の概要」

「DTI の基本的な使用法」

「DTI のサンプル プログラム」

「DTI を使用する一般的なタスク」
1



Distributed Tuning Interface ガイ ド
Distributed Tuning Interface の概要

Distributed Tuning Interface （DTI） の目的は、 Pervasive コンポーネン トの設

定、監視、および診断のためのアプリ ケーシ ョ ン プログラ ミ ング インター

フェイスを提供するこ とにあ り ます。

メ モ  簡潔にする ため、 本マニュ アルのこれ以降、 全体を通し て

Distributed Tuning Interface は DTI と記載します。

文字列引数のエン コー ド

ユーザー アプ リ ケーシ ョ ンは、 API レベルではク ラ イアン ト の OS エン

コードを使用します。 DTI は、 サーバーおよびク ライアン ト上の OS エン

コード間の相違について内部的に対処します。

古いバージ ョ ンのク ラ イアン ト がサーバーと通信している場合、 データ

ベース  エンジンでは、そのク ライアン トで使用しているエンコード とサー

バーで使用可能なエンコードに互換性があるものと想定しています。

API カテゴ リ

利用可能な API のカテゴ リは、表 2 の 「DTI 関数グループ」 に要約されて

います。

実行権限 
通常、 DTI アプリ ケーシ ョ ンでしたいこ と と言えば、 DTI 関数のいずれか

を呼び出すこ と と、 すべての設定を表示したり変更したりするこ とでし ょ

う。このフル アクセスを確保するには、サーバー マシン上で管理者レベル

の権限を持つユーザーの名前とパスワード を提供する こ とによ り、 サー

バーに接続します。 これは、 DTI アプリ ケーシ ョ ンがターミナル サービス

セッシ ョ ンを介してローカルで実行されている場合、 あるいはリモートで

実行されている場合に適用されます。 ローカルで実行されているアプ リ

ケーシ ョ ンでは、 ユーザー名とパスワードを省略できます。 省略しても、

任意の DTI 関数の呼び出しや、 すべての設定の表示および変更は行えま

す。 「DTI を使ってサーバーへの接続を行う」 を参照して ください。

管理者レベルの権限がない場合、ターミナル サーバー セッシ ョ ンを介して

ローカルで実行されているアプリ ケーシ ョ ンやリモートで実行されている

アプリ ケーシ ョ ンは、ほとんどの DTI 関数に対してアクセス  エラーを返し

ます。関数のサブセッ トのみが動作します。 たとえば、 フル アクセスが許

可されている場合に設定を変更できる関数の多くは、 読み取り専用のアク

セスに制限されます。
2



DTI の基本的な使用法
DTI の基本的な使用法

ヘ ッ ダー フ ァ イル

DTI 関数は次のヘッダー ファ イルに定義されています。

btitypes.h

catalog.h

config.h

connect.h

ddf.h

dticonst.h

dtilicense.h

monitor.h

リ ン ク  ラ イブ ラ リ

次の表は、 DTI のリ ンク  ライブラ リ と、 そのライブラ リが最初に利用でき

るよ うになった Pervasive PSQL のバージ ョ ンの一覧です。 表で定義されて

いるよ うに、 アプリ ケーシ ョ ンを適切なライブラ リに リ ンク します。

DTI の関数については、 「Distributed Tuning Interface のリ ファレンス」 で説

明します。

表 1  Windows および Linux 用の DTI リ ン ク  ラ イブラ リ

ラ イブ ラ リ 1 Windows Linux Pervasive PSQL ラ イブ ラ リ を最初

に利用可能なバージ ョ ン

w3dbav90.lib2 32 ビッ ト Pervasive PSQL v9.0

w64dba.lib 64 ビッ ト Pervasive PSQL v10.0

w3dbav80.lib2 32 ビッ ト Pervasive.SQL V8.0

w3dbav78.lib2 32 ビッ ト Pervasive.SQL 2000i (SP3)

w3dbav75.lib2 32 ビッ ト Pervasive.SQL 2000

libpsqldti.so 32 ビッ ト  Pervasive.SQL V8.6

libpsqldti.so 64 ビッ ト Pervasive PSQL v10 SP1

1 ライブラ リはすべて Microsoft Visual Studio 2005 でコンパイルされています。

2 各 32 ビッ ト  ラ イブラ リは、それ以前のライブラ リの上位集合です。たとえば、

w3dbav90.lib は w3dbav75.lib、w3dbav78.lib、および w3dbav80.lib の上位集合です。
3



Distributed Tuning Interface ガイ ド
関数を呼び出す前に

DTI を呼び出す場合は、 まず 「PvStart()」 関数を呼び出す必要があ り ます。

その後、セッシ ョ ンを終了するまでに複数の DTI 関数を呼び出すこ とがで

きます。

セッシ ョ ンを終了する と きは、 「PvStop()」 関数を呼び出してセッシ ョ ンを

閉じる必要があ り ます。
4



DTI のサンプル プログラム
DTI のサンプル プログラム

DTI アクセス方法のためのランタイム ファ イルは、デフォルトで Pervasive
PSQL データベース  エンジンおよび Pervasive PSQL ク ライアン ト と一緒に

インス トールされます。 DTI アプリ ケーシ ョ ンを作成するためには、 少な

く と も  Pervasive PSQL ク ラ イアン トが必要です。

ヘッダー ファ イルとサンプル ファ イルは AG-TECH PSQL Library からダウ

ンロードできます。特定の開発環境に関するサンプル ファ イルは、次の表

に示すよ うに別々のディ レク ト リにインス トールされます。

詳細については、 Pervasive PSQL データベース  エンジンでインス トールさ

れる  DTI 用の readme ファ イル （readme_dti.htm） を参照してください。

開発環境 場所

MS Visual C++ 8 ＜インス トール ディレク ト リ＞ \SAMPLES\MSVC2005

MS Visual C++ 7 ＜インス トール ディレク ト リ＞ \SAMPLES\MSVC2003

MS Visual C++ 6 ＜インス トール ディレク ト リ＞ \SAMPLES\MSVC

Delphi 5 ＜インス トール ディレク ト リ＞ \SAMPLES\DELPHI5
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Distributed Tuning Interface ガイ ド
DTI を使用する一般的な タ スク

こ こでは、 DTI でよ く使用される主要なタスクを説明します。

DTI を使ってサーバーへの接続を行う

サーバーへの接続ハンドルを取得する手順を説明します。多くの DTI 関数

にとって、 これは最初の手順です。

サーバーへの接続ハン ドルを取得するには

1 DTI セッシ ョ ンの開始

// 返されるステータス コードを初期化する

BTI_LONG status = 0;

// 予約済みのパラ メーターを使って PvStart 関数を

// 呼び出す

status = PvStart(0);

2 サーバーへの接続

// 変数を初期化する

BTI_LONG status = 0;

BTI_CHAR_PTR uName = "jsmith";

BTI_CHAR_PTR pword = "123";

BTI_CHAR_PTR svrName = "myserver";

BTI_LONG hConn = 0xFFFFFFFF;

// 実行後、 hConn にはほかの関数へ渡すための

// 接続ハンドルが格納される

status = PvConnectServer(svrName, uName, pword, 
&hConn);

// status が 0 でない場合は、 こ こでエラー処理を行う

接続ハンドルは多くの DTI 関数で必要となり ます。同時に複数の接続を開

く こ と がで き ます。 ただ し、 それぞれの接続ま たは関数について、

PvDisconnect() 関数を呼び出してハンドルを解放する必要があ り ます。

status = PvDisconnect(phConn);

DTI を使って設定 ID を取得する

設定関数の多くは、 パラ メーターと して設定 ID を使用します。 次の手順

は、 設定 ID を取得するために必要不可欠な関数について説明します。
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DTI を使用する一般的な タ スク
特定の設定の ID を取得するには

1 接続ハンドルを取得するために、「DTI を使ってサーバーへの接続を行

う」 の手順を実行します。

2 「PvConnectServer()」 で 返 さ れ た 接 続 ハ ン ド ル を 使 っ て

「PvGetCategoryList()」 を呼び出し、 カテゴ リの一覧を取得します。

3 各 カ テ ゴ リ につい て、 設定の一覧お よ び設定数 を そ れぞれ

「PvGetSettingList()」 と  「PvGetSettingListCount()」 を使って取得します。

4 必要な設定を精査します。

5 「PvGetSettingInfo()」 を使って、 設定についての情報を取得します。

6 完了したら、 「PvDisconnect()」 を呼び出してサーバーから切断します。

7 「PvStop()」 を呼び出して DTI セッシ ョ ンを終了します。

DTI 構造体をパラ メ ーターと し て渡す

多くの関数で、関数呼び出しを行う と きに DTI 構造体を渡すこ とが要求さ

れます。以下のサンプル コードでは、構造体を含む関数呼び出しの例を示

します。DTI 構造体の詳細については、「DTI 構造体」 を参照して ください。

WORD rValue = P_OK;
「TABLEMAP」 * tableList;
WORD tableCount;
rValue = PvGetTableNames(m_DictHandle, &tableList, 

&tableCount);
7
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2
Distributed Tuning Interface の
リ フ ァ レンス
DTI の目的は、 Pervasive コンポーネン トの設定、 監視、 および診断を行う

ためのインターフェイスを提供するこ とにあ り ます。 DTI によって、 お使

いのアプ リ ケーシ ョ ンから  Pervasive ユーティ リ テ ィの機能を利用できる

よ うにな り ます。

この章では、 以下の項目について説明します。

「DTI 関数リ ファレンスの使い方」

「DTI 関数グループ」

「DTI エラー メ ッセージ」

「DTI 構造体」

「DTI 呼び出しの順序」

「DTI 関数の定義」
9



Distributed Tuning Interface のリ フ ァ レンス
DTI 関数リ フ ァ レンスの使い方

各関数に関して、 以下の情報を提供します。

簡単な説明 - 関数について簡単に説明します。

構文 - 関数の C プロ ト タイプ構文を示します。

引数 - 関数の引数について詳し く説明し、 関数によって変更される値

を示します。 「in」 とマーク されているパラ メーターは入力のみです。

関数によって変更されません。「out」 とマーク されているパラ メーター

には、 関数によって変更される値を格納します。 「in/out」 とマーク さ

れているパラ メーターには、 関数によって入力と して使用され、 かつ

変更される値を格納します。

戻り値 - 返される可能性のある値とその意味を一覧表示します。

備考 - 関数のパラ メーター、 結果、 使用法についての補足説明をしま

す。

例 - 関数の使用法を説明するサンプル コードを示します。

関連項目 - 関連する関数と ト ピッ クの一覧です。
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DTI 関数グループ
DTI 関数グループ

Distributed Tuning Interface はいくつかの関数グループに分けられています。

グループ分けの要約については、 次の表を参照して ください。 それぞれの

関数の説明は、 後述のセクシ ョ ンでアルファベッ ト順に示します。

表 2  DTI 関数グループ

関数グループ 用途 関数の一覧

カタログ

catalog.h
データベース  カタログ情報を管理します。たとえ

ば、名前付きデータベースを作成、開く、 コピー、

閉じる こ とや、 データ  ソース名 （DSN） を作成、

変更、 削除するこ となどを行います。

「PvCheckDbInfo()」
「PvCloseDatabase()」
「PvCopyDatabase()」
「PvCountDSNs()」
「PvCreateDatabase()」 
「PvCreateDatabase2()」 
「PvCreateDSN()」 （非推奨）

「PvCreateDSN2()」 （非推奨）

「PvDeleteDSN()」 （非推奨）

「PvDropDatabase()」 
「PvFreeDbNamesData()」 
「PvGetDbCodePage()」 
「PvGetDbDataPath()」 
「PvGetDbDictionaryPath()」 
「PvGetDbFlags()」 
「PvGetDbName()」 
「PvGetDbNamesData()」 
「PvGetDbServerName()」 
「PvGetDSN()」 （非推奨）

「PvGetDSNEx()」 （非推奨）

「PvGetDSNEx2()」 （非推奨）

「PvGetEngineInformation()」
「PvListDSNs()」 （非推奨）

「PvModifyDatabase()」 
「PvModifyDatabase2()」 
「PvModifyDSN()」 （非推奨）

「PvModifyDSN2()」 （非推奨）

「PvOpenDatabase()」
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Distributed Tuning Interface のリ フ ァ レンス
構成

config.h
データベース  エンジン、通信マネージャー、およ

びローカル リ クエスター コンポーネン ト の設定

を制御します。

「PvCountSelectionItems()」
「PvGetAllPossibleSelections()」
「PvGetBooleanStrings()」
「PvGetBooleanValue()」
「PvGetCategoryInfo()」
「PvGetCategoryList()」
「PvGetCategoryListCount()」
「PvGetLongValue()」
「PvGetSelectionString()」
「PvGetSelectionStringSize()」
「PvGetSelectionValue()」
「PvGetSettingHelp()」
「PvGetSettingHelpSize()」
「PvGetSettingInfo()」
「PvGetSettingList()」
「PvGetSettingListCount()」
「PvGetSettingMap()」
「PvGetSettingUnits()」
「PvGetSettingUnitsSize()」
「PvGetStringType()」
「PvGetStringValue()」
「PvGetStringValueSize()」
「PvGetValueLimit()」
「PvIsSettingAvailable()」
「PvSetBooleanValue()」
「PvSetLongValue()」
「PvSetSelectionValue()」
「PvSetStringValue()」

接続

connect.h
DTI セッシ ョ ンの開始と終了、サーバーへの接続、

接続されたサーバーの名前の取得、 およびサー

バーからの切断を行います。

「PvConnectServer()」 
「PvDisconnect()」 
「PvGetServerName()」
「PvStart()」
「PvStop()」 

表 2  DTI 関数グループ

関数グループ 用途 関数の一覧
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DTI 関数グループ
辞書

ddf.h
辞書 （DDF） の作成およびクローズと、テーブル、

インデッ クス、 ユーザー、 グループの作成および

削除を行います。

「PvAddIndex()」
「PvAddTable()」
「PvAddUserToGroup()」
「PvAlterUserName()」
「PvAlterUserPassword()」
「PvCloseDictionary()」
「PvCreateDictionary()」 （非推奨）

「PvCreateGroup()」
「PvCreateUser()」
「PvDropGroup()」
「PvDropIndex()」
「PvDropIndexByName()」
「PvDropTable()」
「PvDropUser()」
「PvFreeTable()」
「PvFreeTableNames()」
「PvGetError()」
「PvGetTable()」
「PvGetTableNames()」
「PvGetTableStat()」
「PvGetTableStat2()」
「PvOpenDictionary()」 （非推奨）

「PvRemoveUserFromGroup()」

ラ イセンス管理

dtilicense.h
キーの認証や認証解除、 キーに関する情報の取得

など、 ライセンス管理を行います。

「PvAddLicense()」
「PvValidateLicenses()」
「PvDeleteLicense()」
「PvGetProductsInfo()」

表 2  DTI 関数グループ

関数グループ 用途 関数の一覧
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Distributed Tuning Interface のリ フ ァ レンス
監視と診断

monitor.h
ファ イル、 ク ラ イアン ト、および SQL 接続につい

て、 ト ランザクシ ョナル インターフェイスの以下

のよ う な情報を監視します。

アクティブ ファイル - 開いているファイルの数と

一覧の取得、 ファ イルが開いているかど うかの照

会、 ファ イルを開いた、 も し くはロ ッ ク したユー

ザーの照会、 ページ サイズ、 リードオン リー フ
ラグ、 レコード  ロ ッ ク、 ト ランザクシ ョ ン ロ ッ

ク、 およびハンドル数の取得、 各ハンドルのハン

ドル情報の取得。

アクティブ ク ライアン ト  - ク ラ イアン トの数と一

覧の取得、アクティブ ハンドルの照会、 ク ラ イア

ン ト情報の取得、 ハンドル情報の取得、 ク ラ イア

ン トおよび全ク ライアン ト機能の切断。

リ ソース使用状況 - ファ イル数、 ハンドル数、 ク

ライアン ト数、 ワーカ スレッ ド数、使用中ライセ

ンス数、 ト ランザクシ ョ ン数、 ロ ッ ク数を含む、

データの現在値、ピーク値、および最大値の取得。

通信統計情報 - すべての通信統計情報、 つま り、

通信に関するデータの合計値、 増加値、 現在値、

ピーク値、最大値の取得、増加値のリセッ ト機能。

「PvDisconnectMkdeClient()」 
「PvDisconnectSQLConnection()」 
「PvFreeMkdeClientsData()」 
「PvFreeOpenFilesData()」 
「PvFreeSQLConnectionsData()」 
「PvGetFileHandlesData()」 
「PvGetFileHandleInfo()」 
「PvGetFileInfo()」 
「PvGetMkdeClientId()」 
「PvGetMkdeClientInfo()」 
「PvGetMkdeClientHandlesData()」 
「PvGetMkdeClientHandleInfo()」 
「PvGetMkdeClientsData()」 
「PvGetMkdeCommStat()」
「PvGetMkdeCommStatEx()」
「PvGetMkdeUsage()」 
「PvGetMkdeUsageEx()」
「PvGetMkdeVersion()」
「PvGetOpenFilesData()」 
「PvGetOpenFileName()」 
「PvGetSQLConnectionsData()」 
「PvGetSQLConnectionInfo()」 

セキュ リティ

security.h
データベース  セキュ リティの有効化 / 無効化、 ま

たはセキュ リ ティ状態の照会

「PvIsDatabaseSecured()」
「PvSecureDatabase()」
「PvUnSecureDatabase()」

表 2  DTI 関数グループ

関数グループ 用途 関数の一覧
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DTI エ ラー メ ッ セージ
DTI エラー メ ッ セージ

定義されているステータス  コードについては、 dticonst.h および ddfstrct.h
を参照して ください。
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Distributed Tuning Interface のリ フ ァ レンス
DTI 構造体

DTI で使用される構造体について、 以下に説明します。 各構造体グループ

では、 含まれる構造体のタイプ、 および必要となる設定や引数について詳

細に説明します。 構造体は以下のファイルに格納されています。

CONFIG.H

DDFSTRCT.H

MONITOR.H

各構造体に固有の情報については、その構造体に対応するヘッダー ファ イ

ルを参照して ください。

CONFIG.H 構造体

以下に CONFIG.H に含まれる構造体の一覧を示します。 これらの構造体の

詳細については、 config ヘッダー ファ イルを参照してください。

PVCATEGORYINFO

PVSETTINGINFO

DDFSTRCT.H 構造体

以下に DDFSTRCT.H に含まれる構造体の一覧を示します。 これらの構造

体の詳細については、 ddf ヘッダー ファ イルを参照してください。

TABLEMAP

TABLEINFO

TABLEINFO フラグ

B_FLAG_TRUE_NULLABLE = 64 

テーブルは真のヌル値を許可します。 テーブルが作成される と き、 ヌ

ル値を許可する各列の前に 1 バイ ト のヌル インジケーターが追加さ

れます。

TABLESTAT

TABLESTAT2

COLUMNMAP

COLUMNMAP フラグ

B_FLAG_CASE_SENSITIVE = 1 

列の値は、比較する際、つま り インデッ クス  セグメン トの一部と して

比較する際に大文字と小文字が区別されます。

B_FLAG_NULLABLE = 4 
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DTI 構造体
真のヌル値を許可するよ うにテーブルを作成する と、 列の値がヌルで

あるかど うかを示すために、列の値の前に 1 バイ トのヌル インジケー

ターが追加されます。

B_FLAG_BINARY = 4096 

列が B_TYPE_STRING または B_TYPE_BLOB と して作成されている

場合、 データは文字データではなくバイナリ と して扱われます。

COLUMNMAP データ型

COLUMNMAP データ型は以下の値を取り ます。

B_TYPE_STRING = 0,

B_TYPE_INTEGER = 1,
B_TYPE_FLOAT = 2,

B_TYPE_DATE = 3,

B_TYPE_TIME = 4,
B_TYPE_DECIMAL = 5,

B_TYPE_MONEY = 6,

B_TYPE_LOGICAL = 7,
B_TYPE_NUMERIC = 8,

B_TYPE_BFLOAT = 9,

B_TYPE_LSTRING = 10,
B_TYPE_ZSTRING = 11,

B_TYPE_NOTE = 12,

B_TYPE_LVAR = 13,
B_TYPE_BINARY = 14,

B_TYPE_AUTOINC = 15,

B_TYPE_BIT = 16,
B_TYPE_NUMERSTS = 17,

B_TYPE_NUMERSA = 18,

B_TYPE_CURRENCY = 19,

B_TYPE_TIMESTAMP = 20, 
B_TYPE_BLOB = 21,

B_TYPE_GDECIMAL = 22,

B_TYPE_WSTRING = 25,
B_TYPE_WZSTRING = 26,

B_TYPE_GUID = 27,

B_TYPE_DATETIME = 30

INDEXMAP

INDEXMAP フラグ

B_FLAG_DUPLICATES = 1 

インデッ クスでの重複を許可します。
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Distributed Tuning Interface のリ フ ァ レンス
B_FLAG_MODIFIABLE = 2 

インデッ クスの変更が可能です。

B_FLAG_SORT_DESCENDING = 64 

インデッ クスを降順にソート します。

B_FLAG_PARTIAL = 512 

インデッ クスは部分的です。セグメン ト上の部分インデッ クス  フラグ

がインデッ クスの最後のセグメン トではない場合、 その部分インデッ

クス  フラグは無視されます。部分インデッ クスが適用されるのは、 イ

ンデッ クスの最後のセグメン トのみです。

TABLESTAT2 と  TABLESTAT の相違点

新しい TABLESTAT2 構造体と  TABLESTAT 構造体との間の以下の相違点

に注意してください。

tableName および tableLocation のフ ィールドでは以前よ り多い文字

数が使用できます。

numberOfRecords フ ィールドは 16 ビッ トから  32 ビッ トに増大しま

した。

ファ イル属性フ ィールドは、 以前は "Y" または "N" の値を持つ文字

フ ィールドで、 属性が存在するかしないかを示していました。 現在の

属性フ ィールドは、 1 または 0 の値を持つ 1 バイ トの整数です。 値 1
は属性が存在するこ とを意味します。

freespaceThreshold フ ィールドは整数データ型になり ました。

fileVersion フ ィールドは、 浮動小数点数型ではなくな り ました。 現在

は 1 バイ トの整数で、 Btrieve の STAT オペレーシ ョ ンが返すのと同じ

値を保持します。 9.5 ファ イル形式では、 この値は 0x95 を返します。

新しいフ ィールドの pageCompression は、 テーブルに関連付けられ

ている物理ファイルに圧縮ページがあるかないかを示します。

以前の dataCompression および systemDataKey は、 それぞれ

recordCompression および systemData という名前に変更されました。

以前のバージ ョ ン との互換性

Pervasive PSQL ク ライアン トは、 今までどおりデータベース  エンジンへの

PvGetTableStat 呼び出しを行う こ とができます。データベース  エンジンは、

ク ラ イアン ト のバージ ョ ンに基づいて、 応答メ ッセージを  TABLESTAT2
構造体または TABLESTAT 構造体に変換します。

Pervasive PSQL v11 SP3 ク ライアン トは、 接続しているデータベース  エン

ジンのバージ ョ ンを特定します。 データベース  エンジンのバージ ョ ンが
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DTI 構造体
Pervasive PSQL v11 SP3 よ り前の場合、 PvGetTableStat2 は TABLESTAT 構
造体を返し、 pageCompression が返す値に 0 を設定します。

MONITOR.H 構造体

以下に MONITOR.H に含まれる構造体の一覧を示します。 これらの構造体

の詳細については、 monitor ヘッダー ファ イルを参照してください。

PVDATETIME

PVFILEINFO

PVFILEHDLINFO

PVCLIENTID

PVMKDECLIENTINFO

PVMKDECLIENTHDLINFO

PVMKDEUSAGE

PVMKDEUSAGEEX

PVVERSION

PVCOMMSTAT

PVCOMMSTATEX

PVCOMMPROTOCOLSTAT

PVSQLCONNINFO

PVSQLCONNID
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DTI 呼び出しの順序

すべての Distributed Tuning Interface 呼び出しは、 まず PvStart() を呼び出す

こ とによって DTI セッシ ョ ンを初期化しておく必要があ り ます。

status = PvStart(0);

    // こ こに、 複数の DTI 関数呼び出しを挿入します

status = PvStop (0);

各関数の備考には、 その特定の関数に対し、 実行前および実行後に必要と

なる条件が挙げられています。
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DTI 関数の定義
DTI 関数の定義

以下のセクシ ョ ンでは、 DTI 関数のリ ファレンスをアルファベッ ト順に説

明します。
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Distributed Tuning Interface のリ フ ァ レンス
PvAddIndex() 

indexList で指定される インデッ ク スを、 既存のテーブルおよび基となる

データ  ファ イルに追加します。

ヘッダー ファ イル ： ddf.h （「ヘッダー ファ イル」 も参照）

関数が最初に利用可能にな る ラ イ ブ ラ リ ： w3dbav75.dll （Windows） 、

libpsqldti.so （Linux） （「 リ ンク  ラ イブラ リ 」 も参照）

構文 PRESULT PvAddIndex(
WORD dictHandle,
LPCSTR tableName,
INDEXMAP* indexList,
WORD indexCount);

引数

戻り値

備考 まず 「PvOpenDatabase()」 を使用して、辞書を正常に開く必要があ り ます。

tableName によって指定されたテーブルが、dictHandle で指定された辞書の

中になければなり ません。

インデッ クスの説明に使用する  「INDEXMAP」 配列を割り当てて解放する

必要があ り ます。

In dictHandle 「PvOpenDatabase()」 によって返される、開いている

辞書のハンドル。

In tableName インデッ クスが追加されるテーブル名。

In indexList インデッ クス定義の配列。

In indexCount indexList 配列内のインデッ クスの数。

PCM_Success 操作は正常に終了しました。

PCM_errFailed 操作は正常に終了しませんでした。

PCM_errInvalidDictionaryHandle 指定された辞書ハンドルは存在しません。

PCM_errTableNotFound 指定されたテーブルが見つかり ません。

PCM_errMemoryAllocation メモ リの割り当て中にエラーが発生しました。

PCM_errInvalidIndexName 指定されたインデッ クス名は無効です。

PCM_errColumnNotFound 指定された列がテーブル内に見つかり ません。
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DTI 関数の定義
関連項目 「PvStart()」
「PvOpenDatabase()」
「PvDropIndex()」
「PvDropIndexByName()」
「PvCloseDictionary()」
「PvStop()」
23



Distributed Tuning Interface のリ フ ァ レンス
PvAddLicense() 

接続によって示されるコンピューターの指定したライセンスを適用（認証）

します。

ヘッダー ファ イル ： dtilicense.h （「ヘッダー ファ イル」 も参照）

関数が最初に利用可能にな る ラ イ ブ ラ リ ： w3dbav80.dll （Windows） 、

libpsqldti.so （Linux） （「 リ ンク  ラ イブラ リ 」 も参照）

構文 BTI_API PvAddLicense(
BTI_LONG hConnection,
BTI_CHAR_PTR license);

引数

戻り値

備考 以下の前提条件を満たす必要があ り ます。

「PvStart()」 呼び出しによって DTI セッシ ョ ンが開始されている。

「PvConnectServer()」 によって接続が確立している。 ただし、 ローカル

マ シ ン で 操 作 を 実 行 す る 場 合 は、 接 続 ハ ン ド ル と し て

P_LOCAL_DB_CONNECTION を使用できます。

例 BTI_CHAR_PTR add_lic = "ERXVD3U4ZS9KR94QPDHV5BN2";
status = PvAddLicense(P_LOCAL_DB_CONNECTION, add_lic);

関連項目 「PvValidateLicenses()」
「PvDeleteLicense()」
「PvGetProductsInfo()」

In hConnection サーバーを識別する接続ハンドル。接続ハンドルは

「PvConnectServer()」 関数によって取得されます。

In license 適用 （認証） するライセンス。

P_OK 操作は正常に終了しました。

P_E_FAIL 操作は正常に終了しませんでした。

P_E_LIC_ALREADY_INSTALLED ライセンスは既に適用されています。

P_E_LIC_INVALID 指定されたライセンスが不正です。

ライセンス管理または認証に関する

ステータス コード

「License Administrator のステータス  コード」

および 「認証ステータス  コード」は、『Status
Codes and Messages』 を参照してください。
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DTI 関数の定義
「PvStop()」
「PvStart()」
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Distributed Tuning Interface のリ フ ァ レンス
PvAddTable() 

既存の辞書とデータ  ファ イルの、 テーブル プロパティで指定された位置

に、 新規のテーブルを作成します。

ヘッダー ファ イル ： ddf.h （「ヘッダー ファ イル」 も参照）

関数が最初に利用可能にな る ラ イ ブ ラ リ ： w3dbav75.dll （Windows） 、

libpsqldti.so （Linux） （「 リ ンク  ラ イブラ リ 」 も参照）

構文 PRESULT PvAddTable(
WORD dictHandle,
TABLEINFO*  tableProps,
COLUMNMAP*  columnList,
WORD columnCount,
INDEXMAP* indexList,
WORD indexCount);

引数

戻り値

In dictHandle 「PvOpenDatabase()」 によって返される、開いている

辞書のハンドル。

In tableProps テーブル情報を含む構造体。

In columnList テーブルに定義された列の配列。

In columnCount columnList 内の列数。

In indexList インデッ クス定義の配列。

In indexCount indexList 配列内のインデッ クス数。

PCM_Success 操作は成功しました。

PCM_errFailed 操作は成功しませんでした。

PCM_errInvalidDictionaryHandle 指定された辞書ハンドルは存在しません。

PCM_errTableNotFound 指定されたテーブルが見つかり ません。

PCM_errMemoryAllocation メモ リの割り当て中にエラーが発生しました。

PCM_errInvalidColumnName 指定された列名は無効です。

PCM_errInvalidDataType 指定されたデータ型は無効です。

PCM_errDuplicateColumnName この列名は既にテーブルに存在します。

PCM_errInvalidDataSize データ  サイズが無効です。
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DTI 関数の定義
備考 まず 「PvOpenDatabase()」 を使用して、辞書を正常に開く必要があ り ます。

この関数にはテーブル情報、 列、 インデッ クスの入力が必要です。 テーブ

ルの作成にインデッ ク スは必要ないため、 indexCount と  indexList はオプ

シ ョ ンのパラ メーターです。

同じ名前のテーブルが指定された辞書に既に存在している場合、 この関数

は失敗します。

テーブル プロパティは正し く設定する必要があ り、少なく と も  1 列の配列

を渡さなければなり ません。

テーブルの説明に使用する  「COLUMNMAP」 、 「INDEXMAP」 配列と

「TABLEINFO」 構 造 体 を 割 り 当 て て 解 放 す る 必 要 が あ り ま す。

「COLUMNMAP フラグ」 も参照して ください。

「PvGetTable()」 関数で、 行内でのフ ィールドのオフセッ トにアクセスでき

ます。 ddfstrct.h の COLUMNMAP 構造体は変更されて、 この追加情報を持

つよ う にな り ま した。 この新しいフ ィールドは、 「PvAddTable()」 および

「PvFreeTable()」関数を呼び出すと きは無視されます。ddfstrct.h および ddf.h
を参照して ください。

関連項目 「PvStart()」
「PvOpenDatabase()」
「PvGetTableNames()」
「PvFreeTableNames()」
「PvDropTable()」
「PvCloseDictionary()」
「PvStop()」

PCM_errInvalidIndexName インデッ クス名が無効です。

PCM_errColumnNotFound セグメン トに指定された列が見つかり ません。
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Distributed Tuning Interface のリ フ ァ レンス
PvAddUserToGroup() 

既存ユーザーをデータベースの既存グループに追加します。

ヘッダー ファ イル ： ddf.h （「ヘッダー ファ イル」 も参照）

関数が最初に利用可能にな る ラ イ ブ ラ リ ： w3dbav90.dll （Windows） 、

libpsqldti.so （Linux） （「 リ ンク  ラ イブラ リ 」 も参照）

構文 PRESULT DDFAPICALLTYPE PvAddUserToGroup(
BTI_WORD dbHandle,
const BTI_CHAR* user,
const BTI_CHAR* group);

引数

戻り値

備考 この関数は、 指定したグループまたはユーザーがデータベースにあらかじ

め存在していない場合や、 ユーザーが別のグループのメンバーである場合

は失敗します。

以下の前提条件を満たす必要があ り ます。

まず "Master" ユーザーと して 「PvOpenDatabase()」 を使用し、 データ

ベースを正常に開いておく。

関連するデータベースはデータベース  レベルのセキュ リティが有効

である。

In dbHandle 「PvOpenDatabase()」 によって返される、開いている

辞書のハンドル。

In user データベース  ユーザー名

In group データベース  グループ名

PCM_Success 操作は成功しました。

PCM_errFailed 操作は成功しませんでした。

PCM_errInvalidAccountName 指定されたアカウン ト またはユーザー名は存

在しません。

PCM_errUserAlreadyPartOfGroup ユーザーは既にグループの一員です。

PCM_errDatabaseHasNoSecurity データベースにはセキュ リ テ ィが設定されて

いません。

PCM_errSessionSecurityError 不十分な権限でデータベースが開かれました。
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DTI 関数の定義
ユーザーおよびグループは指定したデータベースに既に存在してい

る。

ユーザーは別のグループのメンバーではない。

次の事後条件を満たす必要があ り ます。

「PvCloseDatabase()」 を使用して リ ソースを解放する。

関連項目 「PvAlterUserName()」
「PvCreateGroup()」
「PvCreateUser()」
「PvDropGroup()」
「PvDropUser()」
「PvRemoveUserFromGroup()」
「PvOpenDatabase()」
「PvCloseDatabase()」
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Distributed Tuning Interface のリ フ ァ レンス
PvAlterUserName() 

指定されたデータベースの既存のユーザーの名前を変更します。

ヘッダー ファ イル ： ddf.h （「ヘッダー ファ イル」 も参照）

関数が最初に利用可能にな る ラ イ ブ ラ リ ： w3dbav90.dll （Windows） 、

libpsqldti.so （Linux） （「 リ ンク  ラ イブラ リ 」 も参照）

構文 PRESULT DDFAPICALLTYPE PvAlterUserName(
BTI_WORD dbHandle,
const BTI_CHAR* user,
const BTI_CHAR* newName);

引数

戻り値

備考 この関数は、 newName にヌルが設定されていたり  newName が既にデータ

ベースに存在する と失敗します。

以下の前提条件を満たす必要があ り ます。

まず "Master" ユーザーと して 「PvOpenDatabase()」 を使用し、 辞書を

正常に開いておく。

関連するデータベースはデータベース  レベルのセキュ リティが有効

である。

ユーザー名は指定したデータベースに既に存在している。

In dbHandle 「PvOpenDatabase()」 によって返される、開いている

辞書のハンドル。

In user データベース  ユーザー名。

In newName データベース  ユーザーの新しい名前。ヌルを設定す

る と関数は失敗します。

PCM_Success 操作は成功しました。

PCM_errFailed 操作は成功しませんでした。

PCM_errInvalidAccountName 指定されたアカウン ト またはユーザー名が存

在しないか、 新しい名前が無効です。

PCM_errUserAlreadyExists 新しいユーザー名は既に存在します。

PCM_errDatabaseHasNoSecurity データベースにはセキュ リ テ ィが設定されて

いません。

PCM_errSessionSecurityError 不十分な権限でデータベースが開かれました。
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DTI 関数の定義
新しいユーザー名が指定したデータベースに存在していない。

次の事後条件を満たす必要があ り ます。

「PvCloseDatabase()」 を使用して リ ソースを解放する。

関連項目 「PvAlterUserPassword()」
「PvAddUserToGroup()」
「PvRemoveUserFromGroup()」
「PvCreateUser()」
「PvDropUser()」
「PvOpenDatabase()」
「PvCloseDatabase()」
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Distributed Tuning Interface のリ フ ァ レンス
PvAlterUserPassword() 

既存のユーザーのパスワードを変更します。

ヘッダー ファ イル ： ddf.h （「ヘッダー ファ イル」 も参照）

関数が最初に利用可能にな る ラ イ ブ ラ リ ： w3dbav90.dll （Windows） 、

libpsqldti.so （Linux） （「 リ ンク  ラ イブラ リ 」 も参照）

構文 PRESULT DDFAPICALLTYPE PvAlterUserPassword(
BTI_WORD dbHandle,
const BTI_CHAR* user,
const BTI_CHAR* newPassword);

引数

戻り値

備考 以下の前提条件を満たす必要があ り ます。

まず "Master" ユーザーと して 「PvOpenDatabase()」 を使用し、 データ

ベースを正常に開いておく。

関連するデータベースはデータベース  レベルのセキュ リティが有効

である。

ユーザー名は指定したデータベースに既に存在している。

次の事後条件を満たす必要があ り ます。

「PvCloseDatabase()」 を使用して リ ソースを解放する。

In dbHandle 「PvOpenDatabase()」 によって返される、開いている

辞書のハンドル。

In user データベース  ユーザー名。

In newPassword 新しいユーザー パスワード。ヌルを設定する とパス

ワードがク リ アされます。

PCM_Success 操作は成功しました。

PCM_errFailed 操作は成功しませんでした。

PCM_errInvalidAccountName 指定されたアカウン ト またはユーザー名は存

在しません。

PCM_errDatabaseHasNoSecurity データベースにはセキュ リ テ ィが設定されて

いません。

PCM_errSessionSecurityError 不十分な権限でデータベースが開かれました。
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DTI 関数の定義
関連項目 「PvAlterUserName()」
「PvAddUserToGroup()」
「PvRemoveUserFromGroup()」
「PvCreateUser()」
「PvDropUser()」
「PvOpenDatabase()」
「PvCloseDatabase()」
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Distributed Tuning Interface のリ フ ァ レンス
PvCheckDbInfo() 

データベースの整合性をチェッ ク します。

ヘッダー ファ イル ： catalog.h （「ヘッダー ファ イル」 も参照）

関数が最初に利用可能にな る ラ イ ブ ラ リ ： w3dbav75.dll （Windows） 、

libpsqldti.so （Linux） （「 リ ンク  ラ イブラ リ 」 も参照）

構文 BTI_API PvCheckDbInfo(
BTI_LONG hConnection,
BTI_CHAR_PTR dbName,
BTI_ULONG checkFlags);

引数

戻り値

備考 データベースに一貫性がある場合、この関数の戻り値は P_OK になり ます。

データベースに一貫性がない場合、 または関数呼び出しが失敗した場合、

戻り値は上に挙げたエラー コードのいずれかになり ます。

In hConnection サーバーを識別する接続ハン ドル。 接続ハン ドルは

「PvConnectServer()」 関数によって取得されます。

In dbName 既存の名前付きデータベース名。特定サーバーの名前

付 き デ ー タ ベ ー ス の 全 リ ス ト は、

「PvGetDbNamesData()」関数を使って取得できます。結

果リ ス ト から  1 つの名前付きデータベースを取得す

るには、 「PvGetDbName()」 関数を使用します。

In checkFlags 予約済み関数はすべてのデータベース  フ ラ グを

チェッ ク します。

P_OK 操作は成功しました。

P_E_INVALID_HANDLE サーバーを識別する接続ハンドルが無効です。

P_E_NULL_PTR 関数はヌル ポインターによって呼び出されました。

P_E_ACCESS_RIGHT 関数を呼び出すのに十分なアクセス権があ り ません。

P_E_NOT_EXIST dbName で指定された名前付きデータベースは存在し

ません。

P_E_FAIL 一般エラーが発生しました。
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DTI 関数の定義
例 BTI_WORD     res;         // 関数呼び出しから返される値
BTI_CHAR_PTR dbName;      // データベース名
BTI_ULONG    checkFlags;  // データベース フラグ
BTI_LONG     hConnection; // 接続ハンドル
BTI_LONG     reserved; 
  // PvStart() および PvStop() 用に予約されている値

  // 変数を初期化する
dbName = "demodata";
  // データベースの名前は 「demodata」
checkFlags = 0xFFFFFFFF;   // すべてのフラグをチェッ クする
hConnection = P_LOCAL_DB_CONNECTION;
  // 接続ハンドルをローカル接続に設定する

  // P_LOCAL_DB_CONNECTION は config.h に定義されている
reserved = 0;

 // DTI 呼び出しを実行する前に、 DTI セッシ ョ ンを開始する
res = PvStart (reserved);

if (res == P_OK)
 {
  // DTI セッシ ョ ンは正常に開始されました
  // これで、 さまざまな DTI 呼び出しを実行できます

  res = PvCheckDbInfo (hConnection,
                       dbName,
                       checkFlags);

  if (res == P_OK)
  {
    // データベースは整合しています
  }
  else
  {
    // こ こに、 PvCheckDbInfo() から返されたエラー コード
    // を処理するコードを記述します 
  }
  // DTI セッシ ョ ンを閉じる
  Res = PvStop (&reserved);
}

関連項目 「PvStart()」
「PvConnectServer()」
「PvGetDbNamesData()」
「PvGetDbName()」
「PvFreeDbNamesData()」
「PvDisconnect()」
「PvStop()」
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Distributed Tuning Interface のリ フ ァ レンス
PvCloseDatabase() 

開いているデータベース  ハンドルを閉じます。

ヘッダー ファ イル ： catalog.h （「ヘッダー ファ イル」 も参照）

関数が最初に利用可能にな る ラ イ ブ ラ リ ： w3dbav90.dll （Windows） 、

libpsqldti.so （Linux） （「 リ ンク  ラ イブラ リ 」 も参照）

構文 PRESULT PvCloseDatabase(
BTI_WORD dbHandle);

引数

戻り値

備考 以下の前提条件を満たす必要があ り ます。

「PvStart()」 呼び出しによって DTI セッシ ョ ンが開始されている。

「PvConnectServer()」 によって接続が確立している。 ただし、 ローカル

マ シ ン で 操 作 を 実 行 す る 場 合 は、 接 続 ハ ン ド ル と し て

P_LOCAL_DB_CONNECTION を使用できます。

「PvOpenDatabase()」 によって返された有効なデータベース  ハンドルが

ある。

関連項目 「PvStart()」
「PvConnectServer()」
「PvOpenDatabase()」
「PvDisconnect()」
「PvStop()」

In dbHandle 「PvOpenDatabase()」 によって開かれたデータベース

のハンドル

PCM_Success 操作は成功しました。

PCM_errFailed 操作は成功しませんでした。

PCM_errMemoryAllocation メモ リの割り当て中にエラーが発生しました。

PCM_errDictionaryNotOpen 指定されたハンドルでデータベースは開いていま

せん。
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DTI 関数の定義
PvCloseDictionary() 

開いている辞書を閉じます。

ヘッダー ファ イル ： ddf.h （「ヘッダー ファ イル」 も参照）

関数が最初に利用可能にな る ラ イ ブ ラ リ ： w3dbav75.dll （Windows） 、

libpsqldti.so （Linux） （「 リ ンク  ラ イブラ リ 」 も参照）

構文 PRESULT PvCloseDictionary(
WORD dictHandle);

引数

戻り値

備考 この関数は、 開いている辞書ファイルのハンドルを必要と します。 このハ

ンドルは、 「PvCreateDictionary()」 関数を使って取得できます。

同時に複数の辞書を開く こ とができるため、 辞書を開いたり新規に作成す

るたびにこの関数を呼び出す必要があ り ます。

例 PRESULT status = 0;
status = PvCloseDictionary(myDictionaryHandle);

関連項目 「PvStart()」
「PvOpenDatabase()」
「PvCreateDictionary()」
「PvStop()」

In dictHandle 開いているか新規に作成した辞書のハンドル。

PCM_Success 操作は成功しました。

PCM_errFailed 操作は成功しませんでした。

PCM_errMemoryAllocation メモ リの割り当て中にエラーが発生しました。

PCM_errDictionaryNotOpen 指定された辞書は開いていませんでした。
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Distributed Tuning Interface のリ フ ァ レンス
PvConnectServer() 

Pervasive データベース  サーバーがインス ト ールされている ターゲッ ト

サーバーに接続を試みます。 接続が正常に確立する と、 以降の参照用の接

続ハンドルが返されます。

ヘッダー ファ イル ： connect.h （「ヘッダー ファ イル」 も参照）

関数が最初に利用可能にな る ラ イ ブ ラ リ ： w3dbav75.dll （Windows） 、

libpsqldti.so （Linux） （「 リ ンク  ラ イブラ リ 」 も参照）

構文 BTI_SINT PvConnectServer(
BTI_CHAR_PTR serverName,
BTI_CHAR_PTR userName,
BTI_CHAR_PTR password,
BTI_LONG_PTR phConnection);

引数

戻り値

In serverName 接続先のサーバー名または IP アドレス。

『Getting Started with Pervasive PSQL』 の 「ド ラ イブ

ベースの形式」 も参照して ください。

In userName serverName に接続するユーザー名。 このパラ メー

ターを省略する場合の説明については、 下記の 「備

考」 を参照してください。

In password ユーザー パスワード。 このパラ メーターを省略する

場合の説明については、 下記の 「備考」 を参照して

ください。

In/Out phConnection 接続が成功した場合に、 接続ハン ドルを受け取る

Long 型整数のアドレス。

P_OK 操作は成功しました。

P_E_NULL_PTR ヌル ポインターによる呼び出しです。

P_E_FAIL 名前付きサーバーとの接続に失敗しました。

P_E_SERVER_NOT_FOUND 指定されたサーバーは見つかり ません。

P_E_ENGINE_NOT_LOADED 指定されたエンジンは実行されていません。

P_E_REQUESTER_NOT_LOADED ク ラ イアン ト  リ クエスターがロード されて

いません。

P_E_SERVER_TABLE_FULL 内部サーバー名テーブルがいっぱいです。
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備考 接続先のサーバー名を知っておく必要があ り ます。 複数のサーバーに対し

て開かれた接続を持つこ とができます。

データベース  エンジンが起動しているローカルで実行されているアプ リ

ケーシ ョ ンでは、 ユーザー名とパスワードを省略できます。省略しても、任

意の DTI 関数の呼び出しや、 すべての設定の表示および変更は行えます。

ただし、DTI アプリ ケーシ ョ ンがターミナル サービス  セッシ ョ ンを介して

実行されている場合、あるいはリモートで実行されている場合は、サーバー

マシン上で、 管理者レベルの権限を持つユーザーのユーザー名とパスワー

ドを提供して ください。 これによ り、 アプリ ケーシ ョ ンが DTI 関数へのフ

ル アクセスを持つよ うになり ます。管理者レベル権限がない場合、 アプリ

ケーシ ョ ンはほとんどの DTI 関数に対してアクセス  エラーを返します。関

数のサブセッ トのみが動作します。 たとえば、 フル アクセスが許可されて

いる場合に設定を変更できる関数の多くは、 読み取り専用のアクセスに制

限されます。

メ モ  この関数を使ってサーバーへの接続を試みる前に、「PvStart()」 を

呼び出して DTI を初期化しておく必要があ り ます。

例 BTI_CHAR_PTR uName = "jsmith";
BTI_CHAR_PTR pword = "123";
BTI_CHAR_PTR svrName = "myserver";
BTI_LONG_PTR phConn = 0xFFFFFFFF;
BTI_SINT status = 0;

status = PvConnectServer(svrName, 
                         uName,
                         pword, 
                         &phConn);

P_E_CLIENT_CONNECTIONS_LI
MIT_REACHED

ク ラ イアン ト接続の制限に達したため、接続

できませんでした。サーバーの設定をチェッ

ク して ください。

P_E_PERMISSION_ERROR 操作でアクセス許可エラーが発生しました。

P_E_NO_MEMORY 操作でメモ リ  エラーが発生しました。

P_E_NO_AVAILABLE_TRANSPO
RT

リモート接続を一切確立できませんでした。

P_E_CONNECTION_LOST サーバーへのリモート接続が失われました。
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関連項目 「PvStart()」
「PvGetServerName()」
「PvDisconnect()」
「PvStop()」
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PvCopyDatabase() 

データベースを新規データベースにコピーし、 必要に応じて参照整合性を

調整します。

ヘッダー ファ イル ： catalog.h （「ヘッダー ファ イル」 も参照）

関数が最初に利用可能にな る ラ イ ブ ラ リ ： w3dbav90.dll （Windows） 、

libpsqldti.so （Linux） （「 リ ンク  ラ イブラ リ 」 も参照）

構文 BTI_API PvCopyDatabase(
BTI_LONG hConnection,
BTI_CHAR_PTR dbName,
BTI_CHAR_PTR newdbName,
BTI_CHAR_PTR newdictPath,
BTI_CHAR_PTR newdataPath);

引数

戻り値

In hConnection サーバーを識別する接続ハンドル。接続ハンドルは

「PvConnectServer()」 関数によって取得されます。

In dbName コピーするデータベースの名前。

In newdbName 新規のデータベース名。

In newdictPath 新規データベースの辞書パス。

In newdataPath データ  パス。デフォルトのデータ  パス （つま り、辞

書パス と同じパス） を使用するには、空文字列を渡

します。

複数のパスに保存された ト ランザクシ ョナル イン

ターフェイス  データ  ファ イルから構成される新規

データベースを作成する場合は、 このパラ メーター

にセ ミ コロン （;） で区切られた一覧を指定します。

たとえば、 次のよ うにします。
C:\data\path1;C:\data\path2

P_OK 操作は成功しました。

P_E_INVALID_HANDLE 接続ハンドルが無効です。

P_E_NULL_PTR ヌル ポインターによる呼び出しです。

P_E_ACCESS_RIGHT 操作を実行するための十分なアクセス権があ

り ません。

P_E_DICTIONARY_ALREADY_
EXISTS

辞書は既に存在するため、 作成できません。
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備考 以下の前提条件を満たす必要があ り ます。

「PvStart()」 呼び出しによって DTI セッシ ョ ンが開始されている。

「PvConnectServer()」 によって接続が確立している。 ただし、 ローカル

マ シ ン で 操 作 を 実 行 す る 場 合 は、 接 続 ハ ン ド ル と し て

P_LOCAL_DB_CONNECTION を使用できます。

例 BTI_LONG connectionHandle = P_LOCAL_DB_CONNECTION;
BTI_CHAR_PTR newdataPath = "c:\\data\\gallery2";
BTI_CHAR_PTR newdictPath = "c:\\data\\gallery2";
BTI_CHAR_PTR databaseName = "Gallery";
BTI_CHAR_PTR newdatabaseName = "GalleryCopy";
BTI_SINT status = 0;
BTI_CHAR_PTR server = "MyServer";
BTI_CHAR_PTR user = "Administrator";
BTI_CHAR_PTR pwd = "Admin";
// リモートの場合のみ、 サーバーへの接続が必要となる
// リモートでない場合は、 ハンドルと して 
// P_LOCAL_DB_CONNECTION を渡すこ とができる

status = PvCopyDatabase(
connectionHandle,
    databaseName,
    newdatabaseName
    dictPath,
    dataPath);

関連項目 「PvStart()」
「PvConnectServer()」
「PvCreateDatabase()」
「PvGetDbFlags()」
「PvModifyDatabase()」
「PvDropDatabase()」
「PvDisconnect()」
「PvStop()」

P_E_SHARED_DDF_EXIST 辞書パスは別のデータベースが使用中です。

P_E_DUPLICATE_NAME 名前付きデータベースはサーバーに既に存在

します。

P_E_FAIL その他の理由によ り失敗しました。
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PvCountDSNs() 

データ  ソース名 （DSN） の数を取得します。

ヘッダー ファ イル ： catalog.h （「ヘッダー ファ イル」 も参照）

関数が最初に利用可能にな る ラ イ ブ ラ リ ： w3dbav75.dll （Windows） 、

libpsqldti.so （Linux） （「 リ ンク  ラ イブラ リ 」 も参照）

構文 BTI_API PvCountDSNs(
BTI_LONG hConnection,
BTI_ULONG_PTR pdsnCount,
BTI_CHAR filtering);

引数

戻り値

備考 以下の前提条件を満たす必要があ り ます。

「PvStart()」 呼び出しによって DTI セッシ ョ ンが開始されている。

「PvConnectServer()」 によって接続が確立している。 ただし、 ローカル

マ シ ン で 操 作 を 実 行 す る 場 合 は、 接 続 ハ ン ド ル と し て

P_LOCAL_DB_CONNECTION を使用できます。

ユーザーに ロ グ イ ン 要求 を し な い で DSN の数 を 取得す る に は、

「PvConnectServer()」 を使ってサーバー接続を確立する と き、 userName と
password に空文字列を渡します。

In hConnection サーバーを識別する接続ハン ド ル。 接続ハン ド ルは

「PvConnectServer()」 関数によって取得されます。

Out pdsnCount DSN の数を受け取るための符号なし  Long 型のアドレス。

In filtering Pervasive の DSN だけが必要な場合は 1 を設定します。す

べての DSN が必要な場合は 0 を設定します。

P_OK 操作は成功しました。

P_E_INVALID_HANDLE 接続ハンドルが無効です。

P_E_NULL_PTR ヌル ポインターによる呼び出しです。

P_E_FAIL その他の理由によ り失敗しました。
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メ モ  userName と  password に空文字列を渡して確立した接続は、 セ

キュ リ ティで保護されていない接続であるため、 DTI のこれ以外のほ

とんどの操作を実行するのに十分なアクセス権を持たない接続とな り

ます。

関連項目 「PvStart()」
「PvConnectServer()」
「PvListDSNs()」
「PvGetDSN()」
「PvDisconnect()」
「PvStop()」
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PvCountSelectionItems() 

選択タイプ （PVSETTING_SINGLE_SEL または PVSETTING_MULTI_SEL）
の設定用の選択項目の数を数えます。

ヘッダー ファ イル ： config.h （「ヘッダー ファ イル」 も参照）

関数が最初に利用可能にな る ラ イ ブ ラ リ ： w3dbav75.dll （Windows） 、

libpsqldti.so （Linux） （「 リ ンク  ラ イブラ リ 」 も参照）

構文 BTI_SINT PvCountSelectionItems(
BTI_LONG hConnection,
BTI_ULONG settingID,
BTI_ULONG_PTR pNumItems);

引数

戻り値

備考 以下の前提条件を満たす必要があ り ます。

「PvStart()」 呼び出しによって DTI セッシ ョ ンが開始されている。

「PvConnectServer()」 によって接続が確立している。 ただし、 ローカル

マ シ ン で 操 作 を 実 行 す る 場 合 は、 接 続 ハ ン ド ル と し て

P_LOCAL_DB_CONNECTION を使用できます。

関連項目 「PvStart()」
「PvConnectServer()」
「PvGetCategoryList()」

In hConnection サーバーを識別する接続ハン ドル。 接続ハン ドルは

「PvConnectServer()」 関数によって取得されます。

In settingID 設 定 の 一 意 な 識 別 子。 カ テ ゴ リ の 一 覧 は、

「PvGetCategoryList()」 関数を使って取得できます。 特

定のカテゴ リの設定の一覧は、 「PvGetSettingList()」 か

ら取得できます。

Out pNumItems 選択項目の数を受け取る符号なし  Long 型のアドレス。

P_OK 操作は成功しました。

P_E_INVALID_HANDLE 接続ハンドルが無効です。

P_E_NULL_PTR ヌル ポインターによる呼び出しです。

P_E_INVALID_DATA_TYPE 要求された設定は選択タイプの設定ではあ り ま

せん。

P_E_FAIL その他の理由によ り失敗しました。
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「PvGetSettingList()」
「PvDisconnect()」
「PvStop()」
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PvCreateDatabase() 

dbnames.cfg ファ イルへエン ト リ を追加するこ とによって、データベースを

作成します。 このエン ト リは、 後で DSN の作成に使用されます。

ヘッダー ファ イル ： catalog.h （「ヘッダー ファ イル」 も参照）

関数が最初に利用可能にな る ラ イ ブ ラ リ ： w3dbav75.dll （Windows） 、

libpsqldti.so （Linux） （「 リ ンク  ラ イブラ リ 」 も参照）

構文 BTI_API PvCreateDatabase(
BTI_LONG hConnection,
BTI_CHAR_PTR dbName,
BTI_CHAR_PTR dictPath,
BTI_CHAR_PTR dataPath,
BTI_ULONG dbFlags);

引数

In hConnection サーバーを識別する接続ハン ド ル。 接続ハン ド ルは

「PvConnectServer()」 関数によって取得されます。

In dbName データベース名。

In dictPath 辞書パス。

In dataPath データ  パス。 デフォル ト のデータ  パス （つま り、 辞書

パス と同じパス） を使用するには、空文字列を渡します。

複数のパスに保存された ト ランザクシ ョナル インター

フェイス  データ  ファ イルから構成されるデータベース

を作成する場合は、 このパラ メーターにセ ミ コロン （;）
で区切られた一覧を指定します。 たとえば、 次のよ うに

します。
C:\data\path1;C:\data\path2
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戻り値

In dbFlags データベース  フラグ。 P_DBFLAG_ 定数を組み合わせて

指定できます。

P_DBFLAG_RI （参照整合性および ト リ ガーを含む、 整

合性制約を設定します。）

P_DBFLAG_BOUND （DDF フ ァ イルを作成してデータ

ベース名を辞書にスタンプし、 そのデータベースのみが

DDF を使用できるよ うにします。データベースがバイン

ド されていない場合は、 複数のデータベースで同一の辞

書ファ イル セッ ト を使用できます。 ） バウンド  データ

ベースを作成する と きに既存の DDF ファ イルにバイン

ド し た い 場 合 は、 P_DBFLAG_CREATE_DDF と

P_DBFLAG_BOUND の両方を指定します。

P_DBFLAG_CREATE_DDF （DDF フ ァ イルを作成し ま

す。 dictPath に指定されたディ レク ト リは存在している

必要があ り ます。）

P_DBFLAG_DBSEC_AUTHENTICATION （データベース

セキュ リ テ ィ認証の混合セキュ リ テ ィ を使用し ます。

「Btrieve セキュ リティ  ポ リシー」 を参照して ください）。

P_DBFLAG_DBSEC_AUTHORIZATION （データベース

セキュ リ テ ィ認証のデータベース  セキュ リ テ ィ  ポ リ

シーを使用します。 「Btrieve セキュ リ ティ  ポ リシー」 を

参照してください）。

P_DBFLAG_LONGMETADATA （メ タデータ  バージ ョ ン

2 を使用します。「メ タデータのバージ ョ ン」 を参照して

ください）。

P_OK 操作は成功しました。

P_E_INVALID_HANDLE 接続ハンドルが無効です。

P_E_NULL_PTR ヌル ポインターによる呼び出しです。

P_E_ACCESS_RIGHT 操作を実行するための十分なアクセ

ス権があ り ません。

P_E_DICTIONARY_ALREADY_EXISTS 辞書は既に存在するため、作成できま

せん。

P_E_SHARED_DDF_EXIST 辞書パスは別のデータベースが使用

中です。

P_E_DUPLICATE_NAME 名前付きデータベースはサーバーに

既に存在します。

P_E_FAIL その他の理由によ り失敗しました。
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備考 以下の前提条件を満たす必要があ り ます。

「PvStart()」 呼び出しによって DTI セッシ ョ ンが開始されている。

「PvConnectServer()」 によって接続が確立している。 ただし、 ローカル

マ シ ン で 操 作 を 実 行 す る 場 合 は、 接 続 ハ ン ド ル と し て

P_LOCAL_DB_CONNECTION を使用できます。

Btrieve セキュ リ テ ィ  ポ リ シー

次の表は、新規データベースでセキュ リティ  モデルを指定する方法、およ

び既存データベースのセキュ リ テ ィ  モデルを解釈する方法を示していま

す。 セキュ リ ティにほかのフラグの組み合わせを使用する と、 ステータス

コード  7024 が返される結果となり ます。

メ タデータのバージ ョ ン

P_DBFLAG_LONGMETADATA を指定した場合、dbnames.cfg のデータベー

ス  プロパテ ィ は メ タデータ  バージ ョ ン 2 に設定されます。

P_DBFLAG_LONGMETADATA および P_DBFLAG_CREATE_DDF を指定

した場合、 作成される  DDF も  メ タデータ  バージ ョ ン 2 です。

DDF 作成の結果は、 辞書の場所に既に存在する  DDF のバージ ョ ンによっ

て異なり ます。

たとえば、辞書の場所にメ タデータ  バージ ョ ン 1 DDF があってメ タデータ

バージ ョ ン 2 DDF を作成する と します。辞書の場所には、 メ タデータ  バー

ジ ョ ン 1 DDF と メ タデータ  バージ ョ ン 2 DDF の組み合わせが含まれるこ

とにな り ます。 あるデータベースは 1 組の DDF またはほかの 1 組の DDF
を使用できますが、 両方を同時に使用するこ とはできません。

フ ラグの組み合わせ 相当するセキュ リ テ ィ  モデル

フラグなし ク ラシッ ク

P_DBFLAG_DBSEC_AUTHENTICATION 混合

P_DBFLAG_DBSEC_AUTHENTICATION +
P_DBFLAG_DBSEC_AUTHORIZATION

データベース

辞書の場所にある もの DDF 作成の結果

DDF なし 辞書の場所に新規 DDF が追加されます。

別の メ タデータ  バージ ョ ンの
DDF

既存の DDF のグループに新規 DDF が追加さ

れます。

同じ メ タデータ  バージ ョ ンの
DDF

新規 DDF が既存の DDF を上書きします。 古

い DDF に含まれる情報は失われます。
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例 以下の例では、 メ タデータ  バージ ョ ン 2 を使用するデータベース と  DDF
を作成します。

BTI_LONG connectionHandle = P_LOCAL_DB_CONNECTION;
BTI_CHAR_PTR dataPath = "c:\\data\\gallery";
BTI_CHAR_PTR dictPath = "c:\\data\\gallery";
BTI_CHAR_PTR databaseName = "Gallery";
BTI_SINT status = 0;
BTI_CHAR_PTR server = "MyServer";
BTI_CHAR_PTR user = "Administrator";
BTI_CHAR_PTR pwd = "Admin";
// リモートの場合のみ、 サーバーへの接続が必要となる
// リモートでない場合は、 ハンドルと して 
// P_LOCAL_DB_CONNECTION を渡すこ とができる

status = PvCreateDatabase(
connectionHandle,
databaseName,
dictPath,
dataPath,
P_DBFLAG_CREATE_DDF,
P_DBFLAG_LONGMETADATA);

関連項目 「PvStart()」
「PvConnectServer()」
「PvGetDbFlags()」
「PvModifyDatabase()」
「PvDropDatabase()」
「PvDisconnect()」
「PvStop()」
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PvCreateDatabase2() 

dbnames.cfg ファ イルへエン ト リ を追加するこ とによって、データベースを

作成します。この関数は、データベース  コード  ページが指定されるこ とを

除けば、 「PvCreateDatabase()」 と まったく同じです。

ヘッダー ファ イル ： catalog.h （「ヘッダー ファ イル」 も参照）

関数が最初に利用可能にな る ラ イ ブ ラ リ ： w3dbav90.dll （Windows） 、

libpsqldti.so （Linux） （「 リ ンク  ラ イブラ リ 」 も参照）

構文 BTI_API PvCreateDatabase2(
BTI_LONG hConnection,
BTI_CHAR_PTR dbName,
BTI_CHAR_PTR dictPath,
BTI_CHAR_PTR dataPath,
BTI_ULONG dbFlags,
BTI_LONG dbCodePage);

引数

In hConnection サーバーを識別する接続ハン ドル。 接続ハン ドルは

「PvConnectServer()」 関数によって取得されます。

In dbName データベース名。

In dictPath 辞書パス。

In dataPath データ  パス。 デフォル ト のデータ  パス （つま り、 辞書

パス と同じパス） を使用するには、空文字列を渡します。

複数のパスに保存された ト ランザクシ ョナル インター

フェイス  データ  ファ イルから構成されるデータベース

を作成する場合は、 このパラ メーターにセ ミ コロン （;）
で区切られた一覧を指定します。 たとえば、 次のよ うに

します。
C:\data\path1;C:\data\path2
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In dbFlags データベース  フラグ。P_DBFLAG_ 定数を組み合わせて

指定できます。

P_DBFLAG_RI （参照整合性および ト リ ガーを含む、 整

合性制約を設定します。）

P_DBFLAG_BOUND （DDF フ ァ イルを作成してデータ

ベース名を辞書にスタンプし、そのデータベースのみが

DDF を使用できるよ うにします。データベースがバイン

ド されていない場合は、複数のデータベースで同一の辞

書ファ イル セッ ト を使用できます。 ） バウンド  データ

ベースを作成する と きに既存の DDF ファ イルにバイン

ド し た い 場 合 は、 P_DBFLAG_CREATE_DDF と

P_DBFLAG_BOUND の両方を指定します。

P_DBFLAG_CREATE_DDF （DDF フ ァ イルを作成し ま

す。 dictPath に指定されたディ レク ト リは存在している

必要があ り ます。）

P_DBFLAG_DBSEC_AUTHENTICATION （データベース

セキュ リ テ ィ認証の混合セキュ リ テ ィ を使用し ます。

「Btrieve セキュ リ ティ  ポ リシー」 を参照して ください）。

P_DBFLAG_DBSEC_AUTHORIZATION （データベース

セキュ リ テ ィ認証のデータベース  セキュ リ テ ィ  ポ リ

シーを使用します。 「Btrieve セキュ リ ティ  ポ リシー」 を

参照してください）。

P_DBFLAG_LONGMETADATA （メ タデータ  バージ ョ ン

2 を使用します。「メ タデータのバージ ョ ン」 を参照して

ください）。

In dbCodePage Windows プラ ッ ト フォームのデータベースの場合、番号

によ ってデータベース  データ と メ タデータ文字列の

コード  ページを示します。

Linux ディ ス ト リ ビューシ ョ ンのデータベースの場合、

以下の値のいずれかによってデータベース  データ と メ

タデータ文字列のコード  ページを示します。

P_DBCODEPAGE_UTF8
P_DBCODEPAGE_EUCJP
P_DBCODEPAGE_ISO8859_1

Windows または Linux のデータベースでは、 ゼロの値も

使用できます。

ゼロは旧来の動作を示します。つま り、 コード  ページは

指定されません。これはサーバー マシンのオペレーティ

ング システム （OS） におけるエンコードを使用するこ

とを意味します。『Pervasive PSQL User's Guide』 の 「デー

タベース  コード  ページ」 も参照してください。

メ モ ： データベース  エンジンは、 アプ リ ケーシ ョ ンが

データベースに追加するデータおよびメ タデータのエ

ンコードを検証しません。 エンジンは、 すべてのデータ

が、 『Getting Started with Pervasive PSQL』 の 「エンコー

ドの相互の影響」 で説明されているよ うにサーバーまた

はク ラ イアン ト のエンコード を使用して入力される も

のと想定しています。
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戻り値

備考 以下の前提条件を満たす必要があ り ます。

「PvStart()」 呼び出しによって DTI セッシ ョ ンが開始されている。

「PvConnectServer()」 によって接続が確立している。 ただし、 ローカル

マ シ ン で 操 作 を 実 行 す る 場 合 は、 接 続 ハ ン ド ル と し て

P_LOCAL_DB_CONNECTION を使用できます。

Btrieve セキュ リ テ ィ  ポ リ シーと メ タデータのバージ ョ ン

それぞれについて、 「Btrieve セキュ リティ  ポ リシー」 および 「メ タデータ

のバージ ョ ン」 を参照して ください。

関連項目 「PvConnectServer()」
「PvCreateDSN2()」
「PvDisconnect()」
「PvDropDatabase()」
「PvGetDbCodePage()」
「PvGetDbFlags()」
「PvGetDSNEx2()」
「PvModifyDatabase2()」
「PvStart()」
「PvStop()」

P_OK 操作は成功しました。

P_E_INVALID_HANDLE 接続ハンドルが無効です。

P_E_NULL_PTR ヌル ポインターによる呼び出しです。

P_E_ACCESS_RIGHT 操作を実行するための十分なアクセ

ス権があ り ません。

P_E_DICTIONARY_ALREADY_EXISTS 辞書は既に存在するため、作成できま

せん。

P_E_SHARED_DDF_EXIST 辞書パスは別のデータベースが使用

中です。

P_E_DUPLICATE_NAME 名前付きデータベースはサーバーに

既に存在します。

P_E_FAIL その他の理由によ り失敗しました。
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PvCreateDictionary() 

新しい辞書ファイル セッ ト を作成します。辞書の完全修飾パスを指定する

と、 辞書ハンドルが返されます。 このハンドルは、 以降のカタログ関数の

呼び出しで使用されます。

メ モ  この関数は Pervasive PSQL 9 以降のバージ ョ ンでは使用が推奨さ

れ ま せん。 ア プ リ ケ ーシ ョ ン で こ の関数 を 置 き 換え る には、

「PvCreateDatabase()」 と  「PvOpenDatabase()」 を参照してください。

ヘッダー ファ イル ： ddf.h （「ヘッダー ファ イル」 も参照）

関数が最初に利用可能にな る ラ イ ブ ラ リ ： w3dbav75.dll （Windows） 、

libpsqldti.so （Linux） （「 リ ンク  ラ イブラ リ 」 も参照）

構文 PRESULT PvCreateDictionary(
LPCSTR path,
WORD* dictHandle,
LPCSTR user,
LPCSTR password);

引数

戻り値

In path 辞書ファイルへの完全修飾パス。

Out dictHandle 以降の呼び出しで使用するハンドル。

In user 新しい辞書で使用されるユーザー名。 この引数はヌルに

設定できます。

In password 辞書ファイルを新規作成するために、 ユーザー名と組み

合わせて使用します。 ヌルでもかまいません。

PCM_Success 操作は成功しました。

PCM_errFailed 操作は成功しませんでした。

PCM_errMemoryAllocation メモ リの割り当て中にエラーが発生しました。

PCM_errPathNotFound 指定されたパスが無効です。

PCM_errSessionSecurityError ユーザー名かパスワードのどちらかが無効で

す。

PCM_errDictionaryAlreadyExists DDF ファ イルのセッ トは、 指定された場所に

既に存在します。
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備考 リ ソースを解放するには、 「PvCloseDictionary()」 を使用します。

関連項目 「PvStart()」
「PvOpenDatabase()」
「PvGetDbDictionaryPath()」
「PvCloseDictionary()」
「PvStop()」
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PvCreateDSN() 

新しいエンジンのデータ  ソース名 （DSN） を作成します。

ヘッダー ファ イル ： catalog.h （「ヘッダー ファ イル」 も参照）

関数が最初に利用可能にな る ラ イ ブ ラ リ ： w3dbav78.dll （Windows） 、

libpsqldti.so （Linux） （「 リ ンク  ラ イブラ リ 」 も参照）

この関数を Pervasive PSQL v11 以降のバージ ョ ンで使用するこ とは推奨さ

れません。 ク ラ イアン ト  DSN の作成には ODBC API を使用してください

（Linux の場合は dsnadd ユーティ リ ティ）。

構文 BTI_API PvCreateDSN(
BTI_LONG hConnection,
BTI_CHAR_PTR pdsnName,
BTI_CHAR_PTR pdsnDesc,
BTI_CHAR_PTR pdsnDBQ,
BTI_LONG openMode);

引数

戻り値

In hConnection サーバーを識別する接続ハンドル。 接続ハンドルは

「PvConnectServer()」 関数によって取得されます。

In pdsnName 新しい DSN 名。

In pdsnDesc 新しい DSN の説明。

In pdsnDBQ この DSN が接続するデータベース名。 これは既存の

名前でなければなり ません。データベース名の作成方

法は、 「PvCreateDatabase()」 を参照してください。

In openMode DSN のオープン モード。 次のいずれか 1 つになり ま

す。

NORMAL_MODE
ACCELERATED_MODE
READONLY_MODE 
EXCLUSIVE_MODE

P_OK 操作は成功しました。

P_E_INVALID_HANDLE 接続ハンドルが無効です。

P_E_NULL_PTR ヌル ポインターによる呼び出しです。

P_E_INVALID_NAME 指定された DSN 名は無効です。

P_E_DSN_ALREADY_EXIST 指定された DSN 名は既に存在します。
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備考 この関数はエンジン DSN のみ作成します。 ク ライアン ト  DSN を作成する

には、 ODBC API を使用する必要があ り ます

以下の前提条件を満たす必要があ り ます。

「PvStart()」 呼び出しによって DTI セッシ ョ ンが開始されている。

「PvConnectServer()」 によって接続が確立している。 ただし、 ローカル

マ シ ン で 操 作 を 実 行 す る 場 合 は、 接 続 ハ ン ド ル と し て

P_LOCAL_DB_CONNECTION を使用できます。

pdsnDBQ パラ メーターで参照されるデータベース名は既に存在して

いる。データベース名の作成方法は、「PvCreateDatabase()」 を参照して

ください。

関連項目 「PvStart()」
「PvConnectServer()」
「PvListDSNs()」
「PvModifyDSN()」
「PvGetDSN()」
「PvGetDSNEx()」
「PvDeleteDSN()」
「PvCountDSNs()」
「PvStop()」

P_E_ACCESS_RIGHT 操作を実行するための十分なアクセス権が

あ り ません。

P_E_INVALID_OPEN_MODE 指定されたオープン  モードは無効です。

P_E_FAIL データ  パスの検索に失敗しました。
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PvCreateDSN2() 

新しいエンジンのデータ  ソース名 （DSN） を作成し、 データのエンコード

オプシ ョ ンを指定します。

ヘッダー ファ イル ： catalog.h （「ヘッダー ファ イル」 も参照）

関数が最初に利用可能にな る ラ イ ブ ラ リ ： w3dbav90.dll （Windows） 、

libpsqldti.so （Linux） （「 リ ンク  ラ イブラ リ 」 も参照）

この関数を Pervasive PSQL v11 以降のバージ ョ ンで使用するこ とは推奨さ

れません。 ク ラ イアン ト  DSN の作成には ODBC API を使用してください

（Linux の場合は dsnadd ユーティ リ ティ）。

構文 BTI_API PvCreateDSN2(
BTI_LONG hConnection,
BTI_CHAR_PTR pdsnName,
BTI_CHAR_PTR pdsnDesc,
BTI_CHAR_PTR pdsnDBQ,
BTI_LONG openMode,
BTI_LONG translate);

引数

In hConnection サーバーを識別する接続ハン ドル。 接続ハン ドルは

「PvConnectServer()」 関数によって取得されます。

In pdsnName 新しい DSN 名。

In pdsnDesc 新しい DSN の説明。

In pdsnDBQ この DSN が接続するデータベース名。 これは既存の

名前でなければなり ません。 データベース名の作成方

法は、 「PvCreateDatabase()」 を参照してください。

In openMode DSN のオープン  モード。 次のいずれか 1 つにな り ま

す。

NORMAL_MODE
ACCELERATED_MODE
READONLY_MODE
EXCLUSIVE_MODE 

『SQL Engine Reference』 の 「DSN オープン  モード」 も

参照してください。
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戻り値

備考 この関数はエンジン DSN のみ作成するもので、 Pervasive PSQL v10 ク ライ

アン ト以降が必要です。 ク ライアン ト  DSN を作成するには、ODBC API を
使用する必要があ り ます （Linux の場合は、 dsnadd ユーティ リ テ ィ を使用

して ク ライアン ト  DSN を作成するこ と もできます）。

以下の前提条件を満たす必要があ り ます。

「PvStart()」 呼び出しによって DTI セッシ ョ ンが開始されている。

「PvConnectServer()」 によって接続が確立している。 ただし、 ローカル

マ シ ン で 操 作 を 実 行 す る 場 合 は、 接 続 ハ ン ド ル と し て

P_LOCAL_DB_CONNECTION を使用できます。

pdsnDBQ パラ メーターで参照されるデータベース名は既に存在して

いる。データベース名の作成方法は、「PvCreateDatabase()」 を参照して

ください。

In translate データのエンコード  オプシ ョ ン。次のいずれか 1 つに

なり ます。

DSNFLAG_DEFAULT
DSNFLAG_OEMANSI
DSNFLAG_AUTO 

『SQL Engine Reference』 の 「エンコード変換」 も参照

してください。 DSNFLAG_DEFAULT は ODBC アド ミ

ニス ト レーターでエンコード  オプシ ョ ン ［なし］ に該

当します。

P_OK 操作は成功しました。

P_E_INVALID_HANDLE 接続ハンドルが無効です。

P_E_NULL_PTR ヌル ポインターによる呼び出しです。

P_E_INVALID_NAME 指定された DSN 名は無効です。

P_E_DSN_ALREADY_EXIST 指定された DSN 名は既に存在します。

P_E_ACCESS_RIGHT 操作を実行するための十分なアクセス

権があ り ません。

P_E_INVALID_OPEN_MODE 指定されたオープン モードは無効です。

P_E_INVALID_TRANSLATE_OPTION 指定されたエンコード変換オプシ ョ ン

が不正です。

P_E_FAIL データ  パスの検索に失敗しました。
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関連項目 「PvStart()」
「PvConnectServer()」
「PvListDSNs()」
「PvModifyDSN()」
「PvGetDSN()」
「PvGetDSNEx()」
「PvDeleteDSN()」
「PvCountDSNs()」
「PvStop()」
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PvCreateGroup() 

既存のデータベースに新しいユーザー グループを作成します。

ヘッダー ファ イル ： ddf.h （「ヘッダー ファ イル」 も参照）

関数が最初に利用可能にな る ラ イ ブ ラ リ ： w3dbav90.dll （Windows） 、

libpsqldti.so （Linux） （「 リ ンク  ラ イブラ リ 」 も参照）

構文 PRESULT DDFAPICALLTYPE PvCreateGroup(
BTI_WORD dbHandle,
const BTI_CHAR* group);

引数

戻り値

備考 以下の前提条件を満たす必要があ り ます。

まず "Master" ユーザーと して 「PvOpenDatabase()」 を使用し、 データ

ベースを正常に開いておく。

関連するデータベースはデータベース  レベルのセキュ リティが有効

である。

同じ名前のグループが指定したデータベースに存在していない。

次の事後条件を満たす必要があ り ます。

「PvCloseDatabase()」 を使用して リ ソースを解放する。

関連項目 「PvAddUserToGroup()」
「PvRemoveUserFromGroup()」
「PvCreateUser()」

In dbHandle 「PvOpenDatabase()」 によって返される、開いている

辞書のハンドル。

In group データベース  グループ名。

PCM_Success 操作は成功しました。

PCM_errFailed 操作は成功しませんでした。

PCM_errInvalidAccountName 指定されたグループ名は不正です。

PCM_errDatabaseHasNoSecurity データベースにはセキュ リ テ ィが設定されて

いません。

PCM_errSessionSecurityError 不十分な権限でデータベースが開かれました。

PCM_errGroupAlreadyExists グループは既に存在します。
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「PvAlterUserName()」
「PvAlterUserPassword()」
「PvDropGroup()」
「PvDropUser()」
「PvOpenDatabase()」
「PvCloseDatabase()」
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PvCreateUser() 

既存のデータベースに新しいユーザーを作成します。 オプシ ョ ン と して、

パスワードを設定するこ と と新しいユーザーを既存のグループに割り当て

るこ とができます。

ヘッダー ファ イル ： ddf.h （「ヘッダー ファ イル」 も参照）

関数が最初に利用可能にな る ラ イ ブ ラ リ ： w3dbav90.dll （Windows） 、

libpsqldti.so （Linux） （「 リ ンク  ラ イブラ リ 」 も参照）

構文 PRESULT DDFAPICALLTYPE PvCreateUser(
BTI_WORD dbHandle,
const BTI_CHAR* user,
const BTI_CHAR* password,
const BTI_CHAR* group);

引数

戻り値

備考 以下の前提条件を満たす必要があ り ます。

まず "Master" ユーザーと して 「PvOpenDatabase()」 を使用し、 データ

ベースを正常に開いておく。

In dbHandle 「PvOpenDatabase()」 によって返される、開いている

辞書のハンドル。

In user データベース  ユーザー名。

In password ユーザー パスワード。ヌルを設定する とパスワード

は設定されません。

In group ユーザーのデータベース  グループ名。ヌルを設定す

る とユーザーはグループに割り当てられません。

PCM_Success 操作は成功しました。

PCM_errFailed 操作は成功しませんでした。

PCM_errInvalidAccountName 指定されたアカウン ト またはユーザー名が無

効です。

PCM_errUserAlreadyExists ユーザーは既に存在します。

PCM_errDatabaseHasNoSecurity データベースにはセキュ リ テ ィが設定されて

いません。

PCM_errSessionSecurityError 不十分な権限でデータベースが開かれました。
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関連するデータベースはデータベース  レベルのセキュ リティが有効

である。

同じ名前のユーザーが指定したデータベースに存在していない。

次の事後条件を満たす必要があ り ます。

「PvCloseDatabase()」 を使用して リ ソースを解放する。

関連項目 「PvAlterUserName()」
「PvAlterUserPassword()」
「PvAddUserToGroup()」
「PvRemoveUserFromGroup()」
「PvCreateGroup()」
「PvDropUser()」
「PvOpenDatabase()」
「PvCloseDatabase()」
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PvDeleteDSN() 

データ  ソース名を削除します。

ヘッダー ファ イル ： catalog.h （「ヘッダー ファ イル」 も参照）

関数が最初に利用可能にな る ラ イ ブ ラ リ ： w3dbav78.dll （Windows） 、

libpsqldti.so （Linux） （「 リ ンク  ラ イブラ リ 」 も参照）

この関数を Pervasive PSQL v11 以降のバージ ョ ンで使用するこ とは推奨さ

れません。 ク ライアン ト  DSN を使った作業には、ODBC API を使用して く

ださい。

構文 BTI_API PvDeleteDSN(
BTI_LONG hConnection,
BTI_CHAR_PTR pdsnName);

引数

戻り値

備考 以下の前提条件を満たす必要があ り ます。

「PvStart()」 呼び出しによって DTI セッシ ョ ンが開始されている。

「PvConnectServer()」 によって接続が確立している。 ただし、 ローカル

マ シ ン で 操 作 を 実 行 す る 場 合 は、 接 続 ハ ン ド ル と し て

P_LOCAL_DB_CONNECTION を使用できます。

関連項目 「PvStart()」
「PvConnectServer()」
「PvListDSNs()」
「PvModifyDSN()」

In hConnection サーバーを識別する接続ハンドル。接続ハンドルは

「PvConnectServer()」 関数によって取得されます。

In pdsnName 削除する  DSN。

P_OK 操作は成功しました。

P_E_INVALID_HANDLE 接続ハンドルが無効です。

P_E_NULL_PTR ヌル ポインターによる呼び出しです。

P_E_DSN_DOES_NOT_EXIST 指定された DSN 名は存在しません。

P_E_ACCESS_RIGHT 操作を実行するための十分なアクセス権

があ り ません。

P_E_FAIL データ  パスの検索に失敗しました。
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「PvGetDSN()」
「PvGetDSNEx()」
「PvCreateDSN()」
「PvCountDSNs()」
「PvStop()」
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PvDeleteLicense() 

接続によって示されるコンピューターの指定したライセンスを削除 （認証

解除） します。

ヘッダー ファ イル ： dtilicense.h （「ヘッダー ファ イル」 も参照）

関数が最初に利用可能にな る ラ イ ブ ラ リ ： w3dbav80.dll （Windows） 、

libpsqldti.so （Linux） （「 リ ンク  ラ イブラ リ 」 も参照）

構文 BTI_API PvDeleteLicense(
BTI_LONG hConnection,
BTI_CHAR_PTR licenses);

引数

戻り値

備考 以下の前提条件を満たす必要があ り ます。

「PvStart()」 呼び出しによって DTI セッシ ョ ンが開始されている。

「PvConnectServer()」 によって接続が確立している。 ただし、 ローカル

マ シ ン で 操 作 を 実 行 す る 場 合 は、 接 続 ハ ン ド ル と し て

P_LOCAL_DB_CONNECTION を使用できます。

例 BTI_CHAR_PTR delete_lic = "ERXVD3U4ZS9KR94QPDHV5BN2";
status = PvDeleteLicense(P_LOCAL_DB_CONNECTION, 

delete_lic);

関連項目 「PvAddLicense()」
「PvValidateLicenses()」
「PvGetProductsInfo()」

In hConnection サーバーを識別する接続ハン ド ル。 接続ハン ド ルは

「PvConnectServer()」 関数によって取得されます。

In licenses 削除するライセンス。

P_OK 操作は正常に終了しました。

P_E_FAIL 操作は正常に終了しませんでした。

P_E_LIC_NOT_FOUND 指定されたライセンスは現在認証されていません。

P_E_LIC_INVALID 指定されたライセンスが不正です。

ライセンス管理または認証に

関するステータス コード

「License Administrator のステータス  コード」および

「認証ステータ ス  コー ド」 は、 『Status Codes and
Messages』 を参照してください。
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「PvStop()」
「PvStart()」
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PvDisconnect() 

以前に PvConnectServer 関数によって確立された接続の切断を試みます。

ヘッダー ファ イル ： connect.h （「ヘッダー ファ イル」 も参照）

関数が最初に利用可能にな る ラ イ ブ ラ リ ： w3dbav75.dll （Windows） 、

libpsqldti.so （Linux） （「 リ ンク  ラ イブラ リ 」 も参照）

構文 BTI_SINT PvDisconnect(
BTI_LONG  hConnection);

引数

戻り値

例 BTI_SINT status = 0;

status = PvDisconnect(m_hConn);

関連項目 「PvStart()」
「PvConnectServer()」
「PvGetMkdeClientsData()」
「PvGetMkdeCommStat()」
「PvGetMkdeUsage()」
「PvGetOpenFilesData()」
「PvFreeOpenFilesData()」
「PvDisconnectMkdeClient()」
「PvDisconnectSQLConnection()」
「PvStop()」

In hConnection 切断 さ れ る 接続ハ ン ド ル。 接続 ハ ン ド ル は

「PvConnectServer()」 関数によって取得されます。

P_OK 操作は成功しました。

P_E_INVALID_HANDLE 接続ハンドルが無効です。

P_E_FAIL 名前付きサーバーからの切断に失敗しました。
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PvDisconnectMkdeClient() 

ク ラ イアン ト  ID を指定するこ とによって、 アクティブな MKDE ク ライア

ン ト の切断を試みます。 有効な ク ラ イ アン ト  ID を取得するには、

PvGetMkdeClientData および PvGetMkdeClientId 関数を使用します。

ヘッダー ファ イル ： monitor.h （「ヘッダー ファ イル」 も参照）

関数が最初に利用可能にな る ラ イ ブ ラ リ ： w3dbav75.dll （Windows） 、

libpsqldti.so （Linux） （「 リ ンク  ラ イブラ リ 」 も参照）

構文 BTI_SINT PvDisconnectMkdeClient(
BTI_LONG hConnection,
PVCLIENTID* pClientId);

引数

戻り値

例 unsigned long count = 0;

// この例では、 アクティブな MKDE 接続をすべて切断します
BTI_SINT status = 0
PVCLIENTID clientId;
status = PvGetMkdeClientsData(connection, &count);

while (count > 0)
{
 status = PvGetMkdeClientId(connection, 0, &client Id);
 status = PvDisconnectMkdeClient(connection, &clientId);
 status = PvGetMkdeClientsData(connection, &count);

In hConnection サーバーを識別する接続ハンドル。接続ハンドルは

「PvConnectServer()」 関数によって取得されます。

In pClientId MKDE ク ラ イアン ト を識別する  「PVCLIENTID」 構
造体のアドレス。

P_OK 操作は成功しました。

P_E_INVALID_HANDLE 接続ハンドルが無効です。

P_E_DATA_UNAVAILABLE アクテ ィブなク ラ イアン ト に関連するデータが

あ り ません。

P_E_NULL_PTR ヌル ポインターによる呼び出しです。

P_E_INVALID_CLIENT ク ラ イアン ト  ID が無効です。

P_E_FAIL 名前付きサーバーからの切断に失敗しました。
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}
PvFreeMkdeClientsData(connection);

備考 以下の前提条件を満たす必要があ り ます。

「PvStart()」 呼び出しによって DTI セッシ ョ ンが開始されている。

「PvConnectServer()」 によって接続が確立している。 ただし、 ローカル

マ シ ン で 操 作 を 実 行 す る 場 合 は、 接 続 ハ ン ド ル と し て

P_LOCAL_DB_CONNECTION を使用できます。

関連項目 「PvStart()」
「PvConnectServer()」
「PvGetMkdeClientsData()」
「PvGetMkdeClientId()」
「PvGetMkdeClientInfo()」
「PvGetMkdeClientHandlesData()」
「PvDisconnect()」
「PvStop()」
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PvDisconnectSQLConnection() 

SQL の接続 ID を渡すこ とによって、 アクティブな SQL 接続の切断を試み

ます。 有効な接続 ID を取得するには、 PvGetSQLConnectionsData および

PvSQLConnectionInfo 関数を使用します。

メ モ  SQL 接続ごとに MKDE 接続も確立しています。MKDE 接続を切

断するには PvDisconnectMKDEClient を使用します。

ヘッダー ファ イル ： monitor.h （「ヘッダー ファ イル」 も参照）

関数が最初に利用可能にな る ラ イ ブ ラ リ ： w3dbav75.dll （Windows） 、

libpsqldti.so （Linux） （「 リ ンク  ラ イブラ リ 」 も参照）

構文 BTI_SINT PvDisconnectSQLConnection(
BTI_LONG hConnection,
PVSQLCONNID* pSQLConnId);

引数

戻り値

例 BTI_SINT status = 0;
PVSQLCONNINFO connectionInfo;
PVSQLCONNID   connId;
status = PvGetSQLConnectionsData (connection, &count);
while (count > 0)

In hConnection 切断される  SQL 接続を含むサーバー接続ハン ドル。

サーバー接続ハンドルは 「PvConnectServer()」 関数に

よって取得されます。

In pSQLConnId SQL 接続を識別するための 「PVSQLCONNID」 構造体

のアドレス。SQL 接続は 「PvGetSQLConnectionsData()」
関数によって取得されます。

P_OK 操作は成功しました。

P_E_INVALID_HANDLE 接続ハンドルが無効です。

P_E_DATA_UNAVAILABLE アクテ ィブなク ラ イアン ト に関連するデータが

あ り ません。

P_E_NULL_PTR ヌル ポインターによる呼び出しです。

P_E_INVALID_CLIENT ク ラ イアン ト  ID が無効です。

P_E_FAIL 名前付きサーバーからの切断に失敗しました。
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 {
      status = PvGetSQLConnectionInfo(connection, 0, 
                   &connectionInfo);
      connId.u132ProcessId =
           connectionInfo.u132ProcessId;
      connId.u132ThreadId = 
           connectionInfo.u132ThreadId;
      status = PvDisconnectSQLConnection(connection, 
                   &connId);
      status = PvGetSQLConnectionsData (connection, 
                   &count);
 }
PvFreeSQLConnectionsData(connection, &count);

備考 以下の前提条件を満たす必要があ り ます。

「PvStart()」 呼び出しによって DTI セッシ ョ ンが開始されている。

「PvConnectServer()」 によって接続が確立している。 ただし、 ローカル

マ シ ン で 操 作 を 実 行 す る 場 合 は、 接 続 ハ ン ド ル と し て

P_LOCAL_DB_CONNECTION を使用できます。

関連項目 「PvStart()」
「PvConnectServer()」
「PvGetSQLConnectionsData()」
「PvGetSQLConnectionInfo()」
「PvDisconnect()」
「PvStop()」
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PvDropDatabase() 

dnames.cfg から指定されたエン ト リ を削除します。

ヘッダー ファ イル ： catalog.h （「ヘッダー ファ イル」 も参照）

関数が最初に利用可能にな る ラ イ ブ ラ リ ： w3dbav75.dll （Windows） 、

libpsqldti.so （Linux） （「 リ ンク  ラ イブラ リ 」 も参照）

構文 BTI_API PvDropDatabase(
BTI_LONG hConnection,
BTI_CHAR_PTR dbName,
BTI_CHAR option);

引数

戻り値

備考 以下の前提条件を満たす必要があ り ます。

「PvStart()」 呼び出しによって DTI セッシ ョ ンが開始されている。

「PvConnectServer()」 によって接続が確立している。 ただし、 ローカル

マ シ ン で 操 作 を 実 行 す る 場 合 は、 接 続 ハ ン ド ル と し て

P_LOCAL_DB_CONNECTION を使用できます。

In hConnection サーバーを識別する接続ハン ドル。 接続ハン ドルは

「PvConnectServer()」 関数によって取得されます。

In dbName データベース名。特定サーバーのデータベース名の全

リ ス トは、 「PvGetDbNamesData()」 関数を使って取得

できます。結果リ ス トから  1 つのデータベース名を取

得するには、 「PvGetDbName()」 関数を使用します。

In option オプシ ョ ンを示すビッ ト マス クです。 データ  ファ イ

ルを削除したい場合は、ファ イル名に加えて下位ビッ

トに 1 （0001h） を設定します。そ う しない場合、デー

タベース名は削除されますがデータおよび DDF ファ

イルは残り ます。

P_OK 操作は成功しました。

P_E_INVALID_HANDLE 接続ハンドルが無効です。

P_E_NULL_PTR ヌル ポインターによる呼び出しです。

P_E_ACCESS_RIGHT 操作を実行するための十分なアクセス権があ り ま

せん。

P_E_NOT_EXIST 名前付きデータベースは存在しません。

P_E_FAIL その他の理由によ り失敗しました。
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関連項目 「PvStart()」
「PvConnectServer()」
「PvCreateDatabase()」
「PvModifyDatabase()」
「PvDisconnect()」
「PvStop()」
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PvDropGroup() 

データベースから既存のグループを削除します。

ヘッダー ファ イル ： ddf.h （「ヘッダー ファ イル」 も参照）

関数が最初に利用可能にな る ラ イ ブ ラ リ ： w3dbav90.dll （Windows） 、

libpsqldti.so （Linux） （「 リ ンク  ラ イブラ リ 」 も参照）

構文 PRESULT DDFAPICALLTYPE PvDropGroup(
BTI_WORD dbHandle,
const BTI_CHAR* group);

引数

戻り値

備考 以下の前提条件を満たす必要があ り ます。

まず "Master" ユーザーと して 「PvOpenDatabase()」 を使用し、 データ

ベースを正常に開いておく。

関連するデータベースはデータベース  レベルのセキュ リティが有効

である。

グループは指定したデータベースに既に存在している。

グループにはメンバーが含まれていない。

次の事後条件を満たす必要があ り ます。

「PvCloseDatabase()」 を使用して リ ソースを解放する。

In dbHandle 「PvOpenDatabase()」 によって返される、開いている

辞書のハンドル。

In group データベース  グループ名。

PCM_Success 操作は成功しました。

PCM_errFailed 操作は成功しませんでした。

PCM_errInvalidAccountName 指定されたグループ名は存在しません。

PCM_errDatabaseHasNoSecurity データベースにはセキュ リ テ ィが設定されて

いません。

PCM_errSessionSecurityError 不十分な権限でデータベースが開かれました。

PCM_errGroupNotEmpty ユーザーをこのグループに関連付けます。
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関連項目 「PvCreateGroup()」
「PvAddUserToGroup()」
「PvRemoveUserFromGroup()」
「PvDropUser()」
「PvOpenDatabase()」
「PvCloseDatabase()」
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PvDropIndex() 

インデッ クス番号を指定するこ とによって、辞書ファイルとデータ  ファ イ

ルからインデッ クスを削除します。

ヘッダー ファ イル ： ddf.h （「ヘッダー ファ イル」 も参照）

関数が最初に利用可能にな る ラ イ ブ ラ リ ： w3dbav75.dll （Windows） 、

libpsqldti.so （Linux） （「 リ ンク  ラ イブラ リ 」 も参照）

構文 PRESULT PvDropIndex(
WORD dictHandle,
LPCSTR tableName,
WORD indexNumber,
BOOL renumber);

引数

戻り値

備考 まず 「PvOpenDatabase()」 を使用して、辞書を正常に開く必要があ り ます。

tableName によって指定されたテーブルが、dictHandle で指定された辞書の

中になければなり ません。

関連項目 「PvStart()」
「PvOpenDatabase()」
「PvDropIndexByName()」
「PvAddIndex()」
「PvCloseDictionary()」
「PvStop()」

In dictHandle 「PvOpenDatabase()」 によって返される、開いている

辞書のハンドル。

In tableName テーブル情報を含む構造体。

In indexNumber 削除するインデッ クスの番号。

In renumber 残りのインデッ ク スの番号を付け替えるかど う か

を示します。

PCM_Success 操作は成功しました。

PCM_errFailed 操作は成功しませんでした。

PCM_errInvalidDictionaryHandle 指定された辞書ハンドルは存在しません。

PCM_errTableNotFound 指定されたテーブルが見つかり ません。

PCM_errInvalidIndex 指定されたインデッ クスが見つかり ません。
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PvDropIndexByName() 

名前を指定する こ とによって、 辞書ファ イルとデータ  ファ イルから イン

デッ クスを削除します。

ヘッダー ファ イル ： ddf.h （「ヘッダー ファ イル」 も参照）

関数が最初に利用可能にな る ラ イ ブ ラ リ ： w3dbav75.dll （Windows） 、

libpsqldti.so （Linux） （「 リ ンク  ラ イブラ リ 」 も参照）

構文 PRESULT PvDropIndexByName(
WORD dictHandle,
LPCSTR tableName,
LPCSTR indexName);

引数

戻り値

備考 まず 「PvOpenDatabase()」 を使用して、辞書を正常に開く必要があ り ます。

tableName によって指定されたテーブルが、dictHandle で指定された辞書の

中になければなり ません。

関連項目 「PvStart()」
「PvOpenDatabase()」
「PvAddIndex()」
「PvDropIndex()」
「PvCloseDictionary()」
「PvStop()」

In dictHandle 「PvOpenDatabase()」 によって返される、開いている

辞書のハンドル。

In tableName テーブル情報を含む構造体。

In indexName 削除するインデッ クスの名前。

PCM_Success 操作は成功しました。

PCM_errFailed 操作は成功しませんでした。

PCM_errInvalidDictionaryHandle 指定された辞書ハンドルは存在しません。

PCM_errTableNotFound tableName で指定されたテーブルは辞書内に

見つかり ません。
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PvDropTable() 

辞書ハンドルによって指定された開いている辞書から、 指定されたテーブ

ルを削除します。

ヘッダー ファ イル ： ddf.h （「ヘッダー ファ イル」 も参照）

関数が最初に利用可能にな る ラ イ ブ ラ リ ： w3dbav75.dll （Windows） 、

libpsqldti.so （Linux） （「 リ ンク  ラ イブラ リ 」 も参照）

構文 PRESULT PvDropTable(
WORD dictHandle,
LPCSTR tableName,
WORD keepFile);

引数

戻り値

備考 まず 「PvOpenDatabase()」 を使用して、辞書を正常に開く必要があ り ます。

tableName によって指定されたテーブルが、dictHandle で指定された辞書の

中になければなり ません。

関連項目 「PvStart()」
「PvOpenDatabase()」
「PvGetTableNames()」
「PvGetTable()」
「PvAddTable()」
「PvCloseDictionary()」
「PvStop()」

In dictHandle 「PvOpenDatabase()」 によって返される、開いている

辞書のハンドル。

In tableName 削除するテーブルの名前。

In keepFile データ  ファイルを削除するかど うかを示します。 0
を設定する と、 テーブルと関連付けられたデータ

ファ イルが削除されます。0 以外を設定する と、デー

タ  ファ イルは削除されません。

PCM_Success 操作は成功しました。

PCM_errFailed 操作は成功しませんでした。

PCM_errInvalidDictionaryHandle 指定された辞書ハンドルは存在しません。

PCM_errTableNotFound 指定されたテーブル名が見つかり ません。
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PvDropUser() 

データベースから既存のユーザーを削除します。

ヘッダー ファ イル ： ddf.h （「ヘッダー ファ イル」 も参照）

関数が最初に利用可能にな る ラ イ ブ ラ リ ： w3dbav90.dll （Windows） 、

libpsqldti.so （Linux） （「 リ ンク  ラ イブラ リ 」 も参照）

構文 PRESULT DDFAPICALLTYPE PvDropUser(
BTI_WORD dbHandle,
const BTI_CHAR* user);

引数

戻り値

備考 以下の前提条件を満たす必要があ り ます。

まず "Master" ユーザーと して 「PvOpenDatabase()」 を使用し、 データ

ベースを正常に開いておく。

関連するデータベースはデータベース  レベルのセキュ リティが有効

である。

同じ名前のユーザーが指定したデータベースに存在している。

次の事後条件を満たす必要があ り ます。

「PvCloseDatabase()」 を使用して リ ソースを解放する。

In dbHandle 「PvOpenDatabase()」 によって返される、開いている

辞書のハンドル。

In user データベース  ユーザー名

PCM_Success 操作は成功しました。

PCM_errFailed 操作は成功しませんでした。

PCM_errInvalidAccountName 指定されたアカウ ン ト またはユー

ザー名は存在しません。

PCM_errNotAllowedToDropAdministrator Master ユーザーを削除しよ う と しま

した。

PCM_errDatabaseHasNoSecurity データベースにはセキュ リ テ ィが設

定されていません。

PCM_errSessionSecurityError 不十分な権限でデータベースが開か

れました。
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関連項目 「PvAddUserToGroup()」
「PvAlterUserName()」
「PvAlterUserPassword()」
「PvCreateUser()」
「PvRemoveUserFromGroup()」
「PvOpenDatabase()」
「PvCloseDatabase()」
82



DTI 関数の定義
PvFreeDbNamesData() 

接続されたサーバーのデータベース名に割り当てられた リ ソースを解放し

ます。 この関数を呼び出すには、 それよ り前に PvGetDbNamesData が呼び

出されている必要があ り ます。

ヘッダー ファ イル ： catalog.h （「ヘッダー ファ イル」 も参照）

関数が最初に利用可能にな る ラ イ ブ ラ リ ： w3dbav75.dll （Windows） 、

libpsqldti.so （Linux） （「 リ ンク  ラ イブラ リ 」 も参照）

構文 BTI_API PvFreeDbNamesData(
BTI_LONG  hConnection);

引数

戻り値

備考 以下の前提条件を満たす必要があ り ます。

「PvConnectServer()」 によって接続が確立している。 ただし、 ローカル

マ シ ン で 操 作 を 実 行 す る 場 合 は、 接 続 ハ ン ド ル と し て

P_LOCAL_DB_CONNECTION を使用できます。

「PvGetDbNamesData()」 呼び出しによって、 データベース名のデータ

が取得されている。

関連項目 「PvStart()」
「PvConnectServer()」
「PvGetDbNamesData()」
「PvGetDbName()」
「PvDisconnect()」
「PvStop()」

In hConnection サーバーを識別する接続ハンドル。接続ハンドルは

「PvConnectServer()」 関数によって取得されます。

P_OK 操作は成功しました。

P_E_INVALID_HANDLE 接続ハンドルが無効です。

P_E_DATA_UNAVAILABLE データベース名に関連するデータがあ り ません。

P_E_FAIL その他の理由によ り失敗しました。
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PvFreeMkdeClientsData() 

アクテ ィブな MKDE ク ラ イアン トに関連するキャ ッシュ情報を解放しま

す。 この関数を呼び出すには、 それよ り前に PvGetMkdeClientsData が呼び

出されている必要があ り ます。

ヘッダー ファ イル ： monitor.h （「ヘッダー ファ イル」 も参照）

関数が最初に利用可能にな る ラ イ ブ ラ リ ： w3dbav75.dll （Windows） 、

libpsqldti.so （Linux） （「 リ ンク  ラ イブラ リ 」 も参照）

構文 BTI_SINT PvFreeMkdeClientsData(
BTI_LONG  hConnection);

引数

戻り値

備考 以下の前提条件を満たす必要があ り ます。

「PvConnectServer()」 によって接続が確立している。 ただし、 ローカル

マ シ ン で 操 作 を 実 行 す る 場 合 は、 接 続 ハ ン ド ル と し て

P_LOCAL_DB_CONNECTION を使用できます。

「PvGetMkdeClientsData()」 呼び出しによって、 アクテ ィブなク ラ イア

ン トのデータが取得されている。

関連項目 「PvStart()」
「PvConnectServer()」
「PvGetMkdeClientsData()」
「PvGetMkdeClientInfo()」
「PvDisconnect()」
「PvStop()」

In hConnection サーバーを識別する接続ハンドル。接続ハンドルは

「PvConnectServer()」 関数によって取得されます。

P_OK 操作は成功しました。

P_E_INVALID_HANDLE 接続ハンドルが無効です。

P_E_DATA_UNAVAILABLE アクテ ィブなク ラ イアン ト に関連するデータが

あ り ません。

P_E_FAIL 名前付きサーバーからの切断に失敗しました。
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DTI 関数の定義
PvFreeOpenFilesData() 

開いているファイルに関連するキャ ッシュ情報を解放します。 この関数を

呼び出すには、 それよ り前に PvGetOpenFilesData が呼び出されている必要

があ り ます。

ヘッダー ファ イル ： monitor.h （「ヘッダー ファ イル」 も参照）

関数が最初に利用可能にな る ラ イ ブ ラ リ ： w3dbav75.dll （Windows） 、

libpsqldti.so （Linux） （「 リ ンク  ラ イブラ リ 」 も参照）

構文 BTI_SINT PvFreeOpenFilesData(
BTI_LONG  hConnection);

引数

戻り値

備考 以下の前提条件を満たす必要があ り ます。

「PvConnectServer()」 によって接続が確立している。 ただし、 ローカル

マ シ ン で 操 作 を 実 行 す る 場 合 は、 接 続 ハ ン ド ル と し て

P_LOCAL_DB_CONNECTION を使用できます。

「PvGetOpenFilesData()」呼び出しによって、開いているファイルのデー

タが取得されている。

関連項目 「PvStart()」
「PvConnectServer()」
「PvGetOpenFilesData()」
「PvGetOpenFileName()」
「PvDisconnect()」
「PvStop()」

In hConnection サーバーを識別する接続ハンドル。接続ハンドルは

「PvConnectServer()」 関数によって取得されます。

P_OK 操作は成功しました。

P_E_INVALID_HANDLE 接続ハンドルが無効です。

P_E_DATA_UNAVAILABLE アクテ ィブなク ラ イアン ト に関連するデータが

あ り ません。

P_E_FAIL 名前付きサーバーからの切断に失敗しました。
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Distributed Tuning Interface のリ フ ァ レンス
PvFreeSQLConnectionsData() 

SQL 接続に関連するキャ ッシュ情報を解放します。 この関数を呼び出すに

は、 それよ り前に PvGetSQLConnectionsData が呼び出されている必要があ

り ます。

ヘッダー ファ イル ： monitor.h （「ヘッダー ファ イル」 も参照）

関数が最初に利用可能にな る ラ イ ブ ラ リ ： w3dbav75.dll （Windows） 、

libpsqldti.so （Linux） （「 リ ンク  ラ イブラ リ 」 も参照）

構文 BTI_SINT PvFreeSQLConnectionsData(
BTI_LONG  hConnection);

引数

戻り値

備考 以下の前提条件を満たす必要があ り ます。

「PvConnectServer()」 によって接続が確立している。 ただし、 ローカル

マ シ ン で 操 作 を 実 行 す る 場 合 は、 接 続 ハ ン ド ル と し て

P_LOCAL_DB_CONNECTION を使用できます。

「PvGetSQLConnectionsData()」 呼び出しによって、開いているファイル

のデータが取得されている。

関連項目 「PvStart()」
「PvConnectServer()」
「PvGetSQLConnectionsData()」
「PvGetSQLConnectionInfo()」
「PvDisconnect()」
「PvStop()」

In hConnection サーバーを識別する接続ハンドル。接続ハンドルは

「PvConnectServer()」 関数によって取得されます。

P_OK 操作は成功しました。

P_E_INVALID_HANDLE 接続ハンドルが無効です。

P_E_DATA_UNAVAILABLE アクテ ィブなク ラ イアン ト に関連するデータが

あ り ません。

P_E_FAIL 名前付きサーバーからの切断に失敗しました。
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DTI 関数の定義
PvFreeTable() 

「PvGetTable()」関数呼び出しによって割り当てられたメモ リ を解放します。

ヘッダー ファ イル ： ddf.h （「ヘッダー ファ イル」 も参照）

関数が最初に利用可能にな る ラ イ ブ ラ リ ： w3dbav78.dll （Windows） 、

libpsqldti.so （Linux） （「 リ ンク  ラ イブラ リ 」 も参照）

構文 PRESULT PvFreeTable(
TABLEINFO* tableProps,
COLUMNMAP* columnList,
INDEXMAP* indexList);

引数

戻り値

備考 この関数は、 「PvGetTable()」 で作成された構造体を解放します。

例 PRESULT status = 0;
status = PvFreeTable(mytableProps, MyColumnList, 

MyindexList);

関連項目 「PvStart()」
「PvOpenDatabase()」
「PvGetTableNames()」
「PvGetTable()」
「PvFreeTableNames()」
「PvCloseDictionary()」
「PvStop()」

In/Out tableProps テーブル情報を含む構造体へのポインター。

In/Out columnList テーブルに定義された列の配列へのポインター。

In/Out indexList テーブルに定義されたセグメン トの配列へのポイン

ター。

PCM_Success 操作は成功しました。

PCM_errFailed 一般エラーが発生しました。
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Distributed Tuning Interface のリ フ ァ レンス
PvFreeTableNames() 

「PvGetTableNames()」 関数呼び出しによって割り当てられたメモ リ を解放

します。

ヘッダー ファ イル ： ddf.h （「ヘッダー ファ イル」 も参照）

関数が最初に利用可能にな る ラ イ ブ ラ リ ： w3dbav78.dll （Windows） 、

libpsqldti.so （Linux） （「 リ ンク  ラ イブラ リ 」 も参照）

構文 PRESULT PvFreeTableNames(
TABLEMAP* tableList); 

引数

戻り値

備考 この関数で解放される メモ リは、 「PvGetTableNames()」 呼び出しで、 指定

された辞書のテーブル名をすべて取得するために割り当てられたメモ リで

す。

例 PRESULT status = 0;
status = PvFreeTableNames(&mytableList);

関連項目 「PvStart()」
「PvOpenDatabase()」
「PvGetTableNames()」
「PvGetTable()」
「PvFreeTable()」
「PvCloseDictionary()」
「PvStop()」

In/Out tableList テーブル名を格納する  「TABLEMAP」 構造体の配列。

PCM_Success 操作は成功しました。

PCM_errFailed 操作は成功しませんでした。
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DTI 関数の定義
PvGetAllPossibleSelections() 

選択タイプ （PVSETTING_SINGLE_SEL または PVSETTING_MULTI_SEL）
の設定で使用可能な選択肢をすべて取得します。

ヘッダー ファ イル ： config.h （「ヘッダー ファ イル」 も参照）

関数が最初に利用可能にな る ラ イ ブ ラ リ ： w3dbav75.dll （Windows） 、

libpsqldti.so （Linux） （「 リ ンク  ラ イブラ リ 」 も参照）

構文 BTI_SINT PvGetAllPossibleSelections(
BTI_LONG hConnection,
BTI_ULONG settingID,
BTI_ULONG_PTR pNumItems,
BTI_ULONG_PTR pSelectionList);

引数

戻り値

備考 以下の前提条件を満たす必要があ り ます。

「PvConnectServer()」 によって接続が確立している。 ただし、 ローカル

マ シ ン で 操 作 を 実 行 す る 場 合 は、 接 続 ハ ン ド ル と し て

P_LOCAL_DB_CONNECTION を使用できます。

In hConnection サーバーを識別する接続ハン ドル。 接続ハンドルは

「PvConnectServer()」 関数によって取得されます。

In settingID 設 定 の 一 意 な 識 別 子。 設 定 の 一 覧 は、

「PvGetSettingList()」 から取得できます。

In/Out pNumItems 選択項目の総数を受け取る符号なし  Long 型のアドレ

ス。 選択項目の数は、 「PvCountSelectionItems()」 を呼

び出して取得するこ と もできます。

Out pSelectionList 使用可能な選択肢すべてを含む配列。

P_OK 操作は成功しました。

P_E_INVALID_HANDLE 接続ハンドルが無効です。

P_E_NULL_PTR ヌル ポインターによる呼び出しです。

P_E_INVALID_DATA_TYPE 要求された設定は選択タ イプの設定ではあ り

ません。

P_E_BUFFER_TOO_SMALL 配列のサイズが小さすぎます。 この場合、必要

なサイズが pNumItems に返されます。

P_E_FAIL その他の理由によ り失敗しました。
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Distributed Tuning Interface のリ フ ァ レンス
関連項目 「PvStart()」
「PvConnectServer()」
「PvGetCategoryList()」
「PvGetSettingList()」
「PvCountSelectionItems()」
「PvDisconnect()」
「PvStop()」
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DTI 関数の定義
PvGetBooleanStrings() 

ブール型の設定に関連する表示文字列を取得します。

ヘッダー ファ イル ： config.h （「ヘッダー ファ イル」 も参照）

関数が最初に利用可能にな る ラ イ ブ ラ リ ： w3dbav75.dll （Windows） 、

libpsqldti.so （Linux） （「 リ ンク  ラ イブラ リ 」 も参照）

構文 BTI_SINT PvGetBooleanStrings(
BTI_LONG hConnection,
BTI_ULONG settingID,
BTI_LONG_PTR trueStringSize,
BTI_CHAR_PTR trueString,
BTI_LONG_PTR falseStringSize,
BTI_CHAR_PTR falseString);

引数

戻り値

備考 以下の前提条件を満たす必要があ り ます。

「PvConnectServer()」 によって接続が確立している。 ただし、 ローカル

マ シ ン で 操 作 を 実 行 す る 場 合 は、 接 続 ハ ン ド ル と し て

P_LOCAL_DB_CONNECTION を使用できます。

In hConnection サーバーを識別する接続ハンドル。接続ハンドルは

「PvConnectServer()」 関数によって取得されます。

In settingID 設 定 の 一 意 な 識 別 子。 設 定 の 一 覧 は、

「PvGetSettingList()」 から取得できます。

Out trueStringSize trueString の長さを格納する  Long 型整数。

Out trueString True に対する表示文字列 （サイズ >= 16 バイ ト ）。

Out falseStringSize falseString の長さを格納する  Long 型整数。

Out falseString False に対する表示文字列 （サイズ >= 16 バイ ト ）。

P_OK 操作は成功しました。

P_E_INVALID_HANDLE 接続ハンドルが無効です。

P_E_NULL_PTR ヌル ポインターによる呼び出しです。

P_E_INVALID_DATA_TYPE 要求された設定は Long 型の設定ではあ り ません。

P_E_FAIL その他の理由によ り失敗しました。
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Distributed Tuning Interface のリ フ ァ レンス
関連項目 「PvStart()」
「PvConnectServer()」
「PvGetCategoryList()」
「PvGetSettingList()」
「PvDisconnect()」
「PvStop()」
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DTI 関数の定義
PvGetBooleanValue() 

ブール型の設定の値を取得します。 デフォルト値または現在値のいずれか

を取得できます。

ヘッダー ファ イル ： config.h （「ヘッダー ファ イル」 も参照）

関数が最初に利用可能にな る ラ イ ブ ラ リ ： w3dbav75.dll （Windows） 、

libpsqldti.so （Linux） （「 リ ンク  ラ イブラ リ 」 も参照）

構文 BTI_SINT PvGetBooleanValue(
BTI_LONG hConnection,
BTI_ULONG settingID,
BTI_SINT_PTR pValue,
BTI_SINT whichData);

引数

戻り値

備考 以下の前提条件を満たす必要があ り ます。

「PvConnectServer()」 によって接続が確立している。 ただし、 ローカル

マ シ ン で 操 作 を 実 行 す る 場 合 は、 接 続 ハ ン ド ル と し て

P_LOCAL_DB_CONNECTION を使用できます。

In hConnection サーバーを識別する接続ハンドル。接続ハンドルは

「PvConnectServer()」 関数によって取得されます。

In settingID 設 定 の 一 意 な 識 別 子。 設 定 の 一 覧 は、

「PvGetSettingList()」 から取得できます。

Out pValue 設定値を受け取るブール型変数のアドレス。

In whichData どちらの値を要求するかを示すフラグ。

PVDATA_DEFAULT はデフォルト値を返します。

PVDATA_CURRENT は現在値を返します。

P_OK 操作は成功しました。

P_E_INVALID_HANDLE 接続ハンドルが無効です。

P_E_NULL_PTR ヌル ポインターによる呼び出しです。

P_E_INVALID_DATA_TYPE 要求された設定はブール型の設定ではあ り ま

せん。

P_E_FAIL その他の理由によ り失敗しました。
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Distributed Tuning Interface のリ フ ァ レンス
関連項目 「PvStart()」
「PvConnectServer()」
「PvGetCategoryList()」
「PvGetSettingList()」
「PvGetBooleanStrings()」
「PvSetBooleanValue()」
「PvDisconnect()」
「PvStop()」
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DTI 関数の定義
PvGetCategoryInfo() 

エンジン設定のカテゴ リについての情報を取得します。

ヘッダー ファ イル ： config.h （「ヘッダー ファ イル」 も参照）

関数が最初に利用可能にな る ラ イ ブ ラ リ ： w3dbav75.dll （Windows） 、

libpsqldti.so （Linux） （「 リ ンク  ラ イブラ リ 」 も参照）

構文 BTI_SINT PvGetCategoryInfo(
BTI_LONG hConnection,
BTI_ULONG categoryID,
PVCATEGORYINFO* pCatInfo);

引数

戻り値

備考 以下の前提条件を満たす必要があ り ます。

「PvConnectServer()」 によって接続が確立している。 ただし、 ローカル

マ シ ン で 操 作 を 実 行 す る 場 合 は、 接 続 ハ ン ド ル と し て

P_LOCAL_DB_CONNECTION を使用できます。

「PVCATEGORYINFO」 構造体に返される設定の数は、そのカテゴ リについ

ての、 ク ラ イアン ト とサーバー両方の設定の総数を表します。 適用可能な

設定の数を取得するには、 「PvGetSettingList()」 を呼び出します。 リモート

接続の場合、 サーバー側の設定は適用できません。

関連項目 「PvStart()」
「PvConnectServer()」
「PvGetCategoryList()」
「PvDisconnect()」
「PvStop()」

In hConnection サーバーを識別する接続ハンドル。接続ハンドルは

「PvConnectServer()」 関数によって取得されます。

In categoryID カ テ ゴ リ の一意 な 識別子。 識別子の一覧は、

「PvGetCategoryList()」 関数を使って取得できます。

Out pCatInfo カテゴ リ情報を受け取る  「PVCATEGORYINFO」 構
造体のアドレス。

P_OK 操作は成功しました。

P_E_INVALID_HANDLE 接続ハンドルが無効です。

P_E_NULL_PTR ヌル ポインターによる呼び出しです。

P_E_FAIL その他の理由によ り失敗しました。
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Distributed Tuning Interface のリ フ ァ レンス
PvGetCategoryList() 

現在の接続によって特定されるエンジンについて、 設定のカテゴ リ一覧を

取得します。

ヘッダー ファ イル ： config.h （「ヘッダー ファ イル」 も参照）

関数が最初に利用可能にな る ラ イ ブ ラ リ ： w3dbav75.dll （Windows） 、

libpsqldti.so （Linux） （「 リ ンク  ラ イブラ リ 」 も参照）

構文 BTI_SINT PvGetCategoryList(
BTI_LONG hConnection,
BTI_ULONG_PTR pnumCategories,
BTI_ULONG_PTR pCategoriesList);

引数

戻り値

備考 以下の前提条件を満たす必要があ り ます。

「PvConnectServer()」 によって接続が確立している。 ただし、 ローカル

マ シ ン で 操 作 を 実 行 す る 場 合 は、 接 続 ハ ン ド ル と し て

P_LOCAL_DB_CONNECTION を使用できます。

関連項目 「PvStart()」
「PvConnectServer()」
「PvGetCategoryInfo()」
「PvDisconnect()」
「PvStop()」

In hConnection サーバーを識別する接続ハンドル。 接続ハンドルは

「PvConnectServer()」 関数によって取得されます。

In/Out pnumCategories カテゴ リ一覧を取得するために割り当てられたバッ

ファーのサイズを格納する、 符号なし  Long 型のア

ドレス。 設定値の実際のサイズを受け取り ます。

Out pCategoryList 返されるカテゴ リ  ID の一覧。

P_OK 操作は成功しました。

P_E_INVALID_HANDLE 接続ハンドルが無効です。

P_E_NULL_PTR ヌル ポインターによる呼び出しです。

P_E_FAIL その他の理由によ り失敗しました。
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DTI 関数の定義
PvGetCategoryListCount() 

現在の接続によって特定されるエンジンについて、 設定のカテゴ リ一覧を

取得します。

ヘッダー ファ イル ： config.h （「ヘッダー ファ イル」 も参照）

関数が最初に利用可能にな る ラ イ ブ ラ リ ： w3dbav78.dll （Windows） 、

libpsqldti.so （Linux） （「 リ ンク  ラ イブラ リ 」 も参照）

構文 BTI_SINT PvGetCategoryListCount(
BTI_LONG hConnection,
BTI_ULONG_PTR pnumCategories);

引数

戻り値

備考 以下の前提条件を満たす必要があ り ます。

「PvConnectServer()」 によって接続が確立している。 ただし、 ローカル

マ シ ン で 操 作 を 実 行 す る 場 合 は、 接 続 ハ ン ド ル と し て

P_LOCAL_DB_CONNECTION を使用できます。

関連項目 「PvStart()」
「PvConnectServer()」
「PvGetCategoryInfo()」
「PvDisconnect()」
「PvStop()」

In hConnection サーバーを識別する接続ハンドル。 接続ハンドルは

「PvConnectServer()」 関数によって取得されます。

In/Out pnumCategories カテゴ リ一覧を取得するために割り当てられたバッ

ファーのサイズを格納する、 符号なし  Long 型のア

ドレス。 設定値の実際のサイズを受け取り ます。

P_OK 操作は成功しました。

P_E_INVALID_HANDLE 接続ハンドルが無効です。

P_E_NULL_PTR ヌル ポインターによる呼び出しです。

P_E_FAIL その他の理由によ り失敗しました。
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Distributed Tuning Interface のリ フ ァ レンス
PvGetDbCodePage() 

名前付きデータベースに関連付けられたコード  ページを取得します。

ヘッダー ファ イル ： config.h （「ヘッダー ファ イル」 も参照）

関数が最初に利用可能にな る ラ イ ブ ラ リ ： w3dbav90.dll （Windows） 、

libpsqldti.so （Linux） （「 リ ンク  ラ イブラ リ 」 も参照）

構文 BTI_API PvGetDbCodePage(
BTI_LONG hConnection,
BTI_CHAR_PTR dbName,
BTI_LONG_PTR pDbCodePage);

引数

戻り値

備考 以下の前提条件を満たす必要があ り ます。

「PvConnectServer()」 によって接続が確立している。 ただし、 ローカル

マ シ ン で 操 作 を 実 行 す る 場 合 は、 接 続 ハ ン ド ル と し て

P_LOCAL_DB_CONNECTION を使用できます。

In hConnection サーバーを識別する接続ハン ドル。 接続ハン ドルは

「PvConnectServer()」 関数によって取得されます。

In dbName データベース名。 特定サーバーのデータベース名の全

リ ス ト は、 「PvGetDbNamesData()」 関数を使って取得

できます。 結果リ ス トから  1 つのデータベース名を取

得するには、 「PvGetDbName()」 関数を使用します。

Out pDbCodePage データベースのコード  ページ。 値がゼロの場合は、

サーバー上のデフォル ト のコード  ページが使用され

るこ とを示します。

P_OK 操作は成功しました。

P_E_INVALID_HANDLE 接続ハンドルが無効です。

P_E_NULL_PTR ヌル ポインターによる呼び出しです。

P_E_NOT_EXIST 名前付きデータベースは存在しません。

P_E_FAIL その他の理由によ り失敗しました。
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DTI 関数の定義
関連項目 「PvConnectServer()」
「PvCreateDatabase2()」
「PvCreateDSN2()」
「PvModifyDatabase2()」
「PvModifyDSN2()」
「PvGetDSNEx2()」
「PvStart()」
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Distributed Tuning Interface のリ フ ァ レンス
PvGetDbDataPath() 

名前付きデータベースのデータ  パス（データ  ファ イルが保存されている場

所） を取得します。 この情報は dbnames.cfg に格納されています。

ヘッダー ファ イル ： catalog.h （「ヘッダー ファ イル」 も参照）

関数が最初に利用可能にな る ラ イ ブ ラ リ ： w3dbav75.dll （Windows） 、

libpsqldti.so （Linux） （「 リ ンク  ラ イブラ リ 」 も参照）

構文 BTI_API PvGetDbDataPath(
BTI_LONG hConnection,
BTI_CHAR_PTR dbName,
BTI_ULONG_PTR pBufSize,
BTI_CHAR_PTR dataPath);

引数

戻り値

In hConnection サーバーを識別する接続ハンドル。接続ハンドルは

「PvConnectServer()」 関数によって取得されます。

In dbName データベース名。特定サーバーのデータベース名の

全リ ス ト は、 「PvGetDbNamesData()」 関数を使って

取得できます。結果リ ス トから  1 つのデータベース

名を取得するには、「PvGetDbName()」 関数を使用し

ます。

In/Out pBufSize バッファーのサイズを格納する符号なし  Long 型の

アドレス。返されるパスの実際のサイズを受け取り

ます。

Out dataPath 成功した場合はデータ  パスが格納され、失敗した場

合は空文字列が格納されます。

P_OK 操作は成功しました。

P_E_INVALID_HANDLE 接続ハンドルが無効です。

P_E_NULL_PTR ヌル ポインターによる呼び出しです。

P_E_BUFFER_TOO_SMALL 文字列に対しバッファーが小さすぎます。こ

の場合、必要なバッファー サイズが pBufSize
に返されます。

P_E_NOT_EXIST 名前付きデータベースは存在しません。

P_E_FAIL その他の理由によ り失敗しました。
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DTI 関数の定義
備考 以下の前提条件を満たす必要があ り ます。

「PvConnectServer()」 によって接続が確立している。 ただし、 ローカル

マ シ ン で 操 作 を 実 行 す る 場 合 は、 接 続 ハ ン ド ル と し て

P_LOCAL_DB_CONNECTION を使用できます。

関連項目 「PvStart()」
「PvConnectServer()」
「PvGetDbNamesData()」
「PvGetDbName()」
「PvGetDbDictionaryPath()」
「PvGetDbServerName()」
「PvDisconnect()」
「PvStop()」
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PvGetDbDictionaryPath() 

名前付きデータベースの辞書パス （DDF ファ イルが保存されている場所）

を取得します。

ヘッダー ファ イル ： catalog.h （「ヘッダー ファ イル」 も参照）

関数が最初に利用可能にな る ラ イ ブ ラ リ ： w3dbav75.dll （Windows） 、

libpsqldti.so （Linux） （「 リ ンク  ラ イブラ リ 」 も参照）

構文 BTI_API PvGetDbDictionaryPath(
BTI_LONG hConnection,
BTI_CHAR_PTR dbName,
BTI_ULONG_PTR pBufSize,
BTI_CHAR_PTR dictPath);

引数

戻り値

In hConnection サーバーを識別する接続ハンドル。接続ハンドルは

「PvConnectServer()」 関数によって取得されます。

In dbName データベース名。特定サーバーのデータベース名の

全リ ス ト は、 「PvGetDbNamesData()」 関数を使って

取得できます。結果リ ス トから  1 つのデータベース

名を取得するには、「PvGetDbName()」 関数を使用し

ます。

In/Out pBufSize バッファーのサイズを格納する符号なし  Long 型の

アドレス。返されるパスの実際のサイズを受け取り

ます。

Out dictPath 成功した場合は辞書パスが格納され、失敗した場合

は空文字列が格納されます。

P_OK 操作は成功しました。

P_E_INVALID_HANDLE 接続ハンドルが無効です。

P_E_NULL_PTR ヌル ポインターによる呼び出しです。

P_E_BUFFER_TOO_SMALL 文字列に対しバッファーが小さすぎます。こ

の場合、必要なバッファー サイズが pBufSize
に返されます。

P_E_NOT_EXIST 名前付きデータベースは存在しません。

P_E_FAIL その他の理由によ り失敗しました。
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備考 以下の前提条件を満たす必要があ り ます。

「PvConnectServer()」 によって接続が確立している。 ただし、 ローカル

マ シ ン で 操 作 を 実 行 す る 場 合 は、 接 続 ハ ン ド ル と し て

P_LOCAL_DB_CONNECTION を使用できます。

関連項目 「PvStart()」
「PvConnectServer()」
「PvGetDbNamesData()」
「PvGetDbName()」
「PvGetDbDataPath()」
「PvGetDbServerName()」
「PvDisconnect()」
「PvStop()」
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PvGetDbFlags() 

名前付きデータベースに関連付けられたデータベース フラグを取得します。

ヘッダー ファ イル ： catalog.h （「ヘッダー ファ イル」 も参照）

関数が最初に利用可能にな る ラ イ ブ ラ リ ： w3dbav75.dll （Windows） 、

libpsqldti.so （Linux） （「 リ ンク  ラ イブラ リ 」 も参照）

構文 BTI_API PvGetDbFlags(
BTI_LONG hConnection,
BTI_CHAR_PTR dbName,
BTI_ULONG_PTR pDbFlags);

引数

戻り値

In hConnection サーバーを識別する接続ハン ドル。 接続ハン ドルは

「PvConnectServer()」 関数によって取得されます。

In dbName データベース名。特定サーバーのデータベース名の全

リ ス ト は、 「PvGetDbNamesData()」 関数を使って取得

できます。結果リ ス トから  1 つのデータベース名を取

得するには、 「PvGetDbName()」 関数を使用します。

Out pDbFlags データベース  フラグ。P_DBFLAG_ 定数を組み合わせ

て指定できます。

P_DBFLAG_RI （参照整合性および ト リ ガーを含む整

合性制約）

P_DBFLAG_BOUND （データベース名を DDF ファ イ

ルにスタンプし、 そのデータベースのみが DDF を使

用できるよ うにします。

P_DBFLAG_DBSEC_AUTHENTICATION （混合セキュ

リ ティ  ポ リシー。「Btrieve セキュ リ ティ  ポ リシー」 を

参照してください）。

P_DBFLAG_DBSEC_AUTHORIZATION （データベー

ス  セキュ リ テ ィ  ポ リ シー。 「Btrieve セキュ リ テ ィ  ポ
リシー」 を参照して ください）。

P_DBFLAG_LONGMETADATA （ 「メ タデータのバー

ジ ョ ン」 を参照して ください。）

P_OK 操作は成功しました。

P_E_INVALID_HANDLE 接続ハンドルが無効です。

P_E_NULL_PTR ヌル ポインターによる呼び出しです。

P_E_NOT_EXIST 名前付きデータベースは存在しません。

P_E_FAIL その他の理由によ り失敗しました。
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備考 以下の前提条件を満たす必要があ り ます。

「PvConnectServer()」 によって接続が確立している。 ただし、 ローカル

マ シ ン で 操 作 を 実 行 す る 場 合 は、 接 続 ハ ン ド ル と し て

P_LOCAL_DB_CONNECTION を使用できます。

Btrieve セキュ リ テ ィ  ポ リ シー

次の表は、既存データベースのセキュ リティ  モデルを解釈する方法を示し

ています。

関連項目 「PvStart()」
「PvConnectServer()」
「PvCreateDatabase()」
「PvModifyDatabase()」
「PvGetDbNamesData()」
「PvGetDbName()」
「PvDisconnect()」
「PvStop()」

フ ラグの組み合わせ 相当するセキュ リ テ ィ  モデル

フラグなし ク ラシッ ク

P_DBFLAG_DBSEC_AUTHENTICATION 混合

P_DBFLAG_DBSEC_AUTHENTICATION +
P_DBFLAG_DBSEC_AUTHORIZATION

データベース
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PvGetDbName() 

シーケンス番号を使って、 接続されたサーバーのデータベース名を取得し

ます。 データベース名の番号は、 「PvGetDbNamesData()」 関数を呼び出す

こ とによって取得できます。 シーケンス番号は 1 基準です。

ヘッダー ファ イル ： catalog.h （「ヘッダー ファ イル」 も参照）

関数が最初に利用可能にな る ラ イ ブ ラ リ ： w3dbav75.dll （Windows） 、

libpsqldti.so （Linux） （「 リ ンク  ラ イブラ リ 」 も参照）

構文 BTI_API PvGetDbName(
BTI_LONG hConnection,
BTI_ULONG sequence,
BTI_ULONG_PTR pBufSize,
BTI_CHAR_PTR dbName);

引数

戻り値

In hConnection サーバーを識別する接続ハンドル。 接続ハンドルは

「PvConnectServer()」 関数によって取得されます。

In sequence デー タ ベー ス 名の シー ケ ン ス 番号 （1 基準） 。

「PvGetDbNamesData()」によって定義される値を上限

と した、有効な範囲内の番号でなければなり ません。

In/Out pBufSize データベース名を取得するために割り当てられた

バッファーのサイズを格納する、符号なし  Long 型の

アドレス。 コピーされた文字の実際のサイズを受け

取り ます。 サイズにはヌル終端文字を含める必要が

あ り ます。

Out dbName 返された文字列値。

P_OK 操作は成功しました。

P_E_INVALID_HANDLE 接続ハンドルが無効です。

P_E_DATA_UNAVAILABLE データベース名に関連するデータがあ り ません。

P_E_NULL_PTR ヌル ポインターによる呼び出しです。

P_E_BUFFER_TOO_SMALL 文字列に対し、割り当てられたバッファーが小さ

すぎます。

P_E_INVALID_SEQUENCE シーケンス番号が無効です。

P_E_FAIL その他の理由によ り失敗しました。
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例 BTI_ULONG i;
BTI_ULONG count = 0;
BTI_CHAR dbName[BDB_SIZE_DBNAME+1];
BTI_SINT status = PvGetDbNamesData(connection, &count);
for (i=1; i<= count; i++)
{
  BTI_ULONG dbNameSize = sizeof(dbName);
  status = PvGetDbName(connection, i, &dbNameSize, 

dbName);
}
status = PvFreeDbNamesData(connection);

備考 以下の前提条件を満たす必要があ り ます。

「PvStart()」 呼び出しによって DTI セッシ ョ ンが開始されている。

「PvConnectServer()」 によって接続が確立している。 ただし、 ローカル

マ シ ン で 操 作 を 実 行 す る 場 合 は、 接 続 ハ ン ド ル と し て

P_LOCAL_DB_CONNECTION を使用できます。

「PvGetDbNamesData()」 呼び出しによって、 データベース名のデータ

が取得されている。

呼び出し元には、 有効なデータベース名のシーケンス番号がある。

関連項目 「PvStart()」
「PvConnectServer()」
「PvGetDbNamesData()」
「PvFreeDbNamesData()」
「PvDisconnect()」
「PvStop()」
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PvGetDbNamesData() 

接続されたサーバーのデータベース名の数を取得します。 名前を列挙する

には、 「PvGetDbName()」 関数を使用します。

ヘッダー ファ イル ： catalog.h （「ヘッダー ファ イル」 も参照）

関数が最初に利用可能にな る ラ イ ブ ラ リ ： w3dbav75.dll （Windows） 、

libpsqldti.so （Linux） （「 リ ンク  ラ イブラ リ 」 も参照）

構文 BTI_API PvGetDbNamesData(
BTI_LONG hConnection,
BTI_ULONG_PTR pCount);

引数

戻り値

備考 以下の前提条件を満たす必要があ り ます。

「PvStart()」 呼び出しによって DTI セッシ ョ ンが開始されている。

「PvConnectServer()」 によって接続が確立している。 ただし、 ローカル

マ シ ン で 操 作 を 実 行 す る 場 合 は、 接 続 ハ ン ド ル と し て

P_LOCAL_DB_CONNECTION を使用できます。

この関数は、 データベース名の情報を取得するほかの関数よ り も先に呼び

出される必要があ り ます。 呼び出し元は 「PvFreeDbNamesData()」 を呼び

出して、 データベース名に割り当てられた リ ソースを解放する必要があ り

ます。

関連項目 「PvStart()」
「PvConnectServer()」
「PvGetDbName()」
「PvFreeDbNamesData()」
「PvDisconnect()」
「PvStop()」

In hConnection サーバーを識別する接続ハンドル。接続ハンドルは

「PvConnectServer()」 関数によって取得されます。

Out pCount サーバー上のデータベース名の数を受け取るため

の符号なし  Long 型のアドレス。

P_OK 操作は成功しました。

P_E_INVALID_HANDLE 接続ハンドルが無効です。

P_E_NULL_PTR ヌル ポインターによる呼び出しです。

P_E_FAIL その他の理由によ り失敗しました。
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PvGetDbServerName() 

名前付きデータベースが存在するサーバーの名前を取得します。

ヘッダー ファ イル ： catalog.h （「ヘッダー ファ イル」 も参照）

関数が最初に利用可能にな る ラ イ ブ ラ リ ： w3dbav75.dll （Windows） 、

libpsqldti.so （Linux） （「 リ ンク  ラ イブラ リ 」 も参照）

構文 BTI_API PvGetDbServerName(
BTI_LONG hConnection,
BTI_CHAR_PTR dbName,
BTI_ULONG_PTR pBufSize,
BTI_CHAR_PTR serverName,
BTI_SINT_PTR pIsLocal);

引数

戻り値

In hConnection サーバーを識別する接続ハン ドル。 接続ハンドルは

「PvConnectServer()」 関数によって取得されます。

In dbName データベース名。特定サーバーのデータベース名の全

リ ス トは、 「PvGetDbNamesData()」 関数を使って取得

できます。結果リ ス トから  1 つのデータベース名を取

得するには、 「PvGetDbName()」 関数を使用します。

In/Out pBufSize バッファーのサイズを格納する符号なし  Long 型のア

ドレス。 サーバー名の実際のサイズが返されます。

Out serverName 成功した場合はサーバー名が格納され、失敗した場合

は空文字列が格納されます。

Out pIsLocal リモート  サーバーの場合は 0 を返し、 ローカル サー

バーの場合は 0 以外を返します。

P_OK 操作は成功しました。

P_E_INVALID_HANDLE 接続ハンドルが無効です。

P_E_NULL_PTR ヌル ポインターによる呼び出しです。

P_E_BUFFER_TOO_SMALL 文字列に対しバッファーが小さすぎます。こ

の場合、必要なバッファー サイズが pBufSize
に返されます。

P_E_NOT_EXIST 名前付きデータベースは存在しません。

P_E_FAIL その他の理由によ り失敗しました。
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備考 以下の前提条件を満たす必要があ り ます。

「PvStart()」 呼び出しによって DTI セッシ ョ ンが開始されている。

「PvConnectServer()」 によって接続が確立している。 ただし、 ローカル

マ シ ン で 操 作 を 実 行 す る 場 合 は、 接 続 ハ ン ド ル と し て

P_LOCAL_DB_CONNECTION を使用できます。

関連項目 「PvStart()」
「PvConnectServer()」
「PvGetDbNamesData()」
「PvGetDbName()」
「PvDisconnect()」
「PvStop()」
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PvGetDSN() 

データ  ソース名 （DSN） に関する情報を取得します。

ヘッダー ファ イル ： catalog.h （「ヘッダー ファ イル」 も参照）

関数が最初に利用可能にな る ラ イ ブ ラ リ ： w3dbav75.dll （Windows） 、

libpsqldti.so （Linux） （「 リ ンク  ラ イブラ リ 」 も参照）

この関数を Pervasive PSQL v11 以降のバージ ョ ンで使用するこ とは推奨さ

れません。 ク ライアン ト  DSN を使った作業には、ODBC API を使用して く

ださい。

構文 BTI_API PvGetDSN(
BTI_LONG hConnection,
BTI_CHAR_PTR dsnName,
BTI_ULONG_PTR pdsnDescSize,
BTI_CHAR_PTR dsnDesc,
BTI_ULONG_PTR pdsnDBQSize,
BTI_CHAR_PTR dsnDBQ);

引数

戻り値

In hConnection サーバーを識別する接続ハン ドル。 接続ハン ドルは

「PvConnectServer()」 関数によって取得されます。

In dsnName データ  ソース名。 DSN の一覧は、 「PvListDSNs()」 関

数を使って取得できます。

In/Out pdsnDescSize DSN の説明のバッファーのサイズを格納する、符号な

し  Long 型のアドレス。 DSN の説明の実際のサイズを

受け取り ます。

Out dsnDesc 成功した場合は、 DSN の説明が格納されます。

In/Out pdsnDBQSize データベース名用のバッファーのサイズを格納する、

符号なし  Long 型のアド レス。 データベース名の実際

のサイズを受け取り ます。

Out dsnDBQ 成功した場合は、データベースの名前が格納されます。

P_OK 操作は成功しました。

P_E_INVALID_HANDLE 接続ハンドルが無効です。

P_E_NULL_PTR ヌル ポインターによる呼び出しです。

P_E_BUFFER_TOO_SMALL 文字列に対しバッファーが小さすぎます。 この

場合、 必要なバッファー サイズが pdsnDescSize
または pdsnDBQSize に返されます。

P_E_FAIL データ  パスの検索に失敗しました。
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備考 以下の前提条件を満たす必要があ り ます。

「PvConnectServer()」 によって接続が確立している。 ただし、 ローカル

マ シ ン で 操 作 を 実 行 す る 場 合 は、 接 続 ハ ン ド ル と し て

P_LOCAL_DB_CONNECTION を使用できます。

ユーザーにログイン要求をしないで DSN に関する情報を取得するには、

「PvConnectServer()」 を使ってサーバー接続を確立する と き、 userName と
password に空文字列を渡します。

メ モ  userName と  password に空文字列を渡して確立した接続は、 セ

キュ リ ティで保護されていない接続であるため、 DTI のこれ以外のほ

とんどの操作を実行するのに十分なアクセス権を持たない接続とな り

ます。

関連項目 「PvStart()」
「PvConnectServer()」
「PvGetDSNEx()」
「PvListDSNs()」
「PvCountDSNs()」
「PvCreateDSN()」
「PvModifyDSN()」
「PvDeleteDSN()」
「PvDisconnect()」
「PvStop()」
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PvGetDSNEx() 

データ  ソース名 （DSN） に関する情報を取得します。 この関数は、 DSN の
オープン モード も取得されるこ とを除けば、 「PvGetDSN()」 と まったく同

じです。

ヘッダー ファ イル ： catalog.h （「ヘッダー ファ イル」 も参照）

関数が最初に利用可能にな る ラ イ ブ ラ リ ： w3dbav78.dll （Windows） 、

libpsqldti.so （Linux） （「 リ ンク  ラ イブラ リ 」 も参照）

この関数を Pervasive PSQL v11 以降のバージ ョ ンで使用するこ とは推奨さ

れません。 ク ライアン ト  DSN を使った作業には、ODBC API を使用して く

ださい。

構文 BTI_API PvGetDSNEx(
BTI_LONG hConnection,
BTI_CHAR_PTR dsnName,
BTI_ULONG_PTR pdsnDescSize,
BTI_CHAR_PTR dsnDesc,
BTI_ULONG_PTR pdsnDBQSize,
BTI_CHAR_PTR dsnDBQ,
BTI_LONG_PTR pOpenMode);

引数

In hConnection サーバーを識別する接続ハン ドル。 接続ハン ドルは

「PvConnectServer()」 関数によって取得されます。

In dsnName データ  ソース名。DSN の一覧は、「PvListDSNs()」 関数

を使って取得できます。

In/Out pdsnDescSize DSN の説明のバッファーのサイズを格納する、 符号な

し  Long 型のアドレス。 DSN の説明の実際のサイズを

受け取り ます。

Out dsnDesc 成功した場合は、 DSN の説明が格納されます。

In/Out pdsnDBQSize データベース名用のバッファーのサイズを格納する、

符号なし  Long 型のアドレス。データベース名の実際の

サイズを受け取り ます。

Out dsnDBQ 成功した場合は、データベースの名前が格納されます。

Out pOpenMode DSN のオープン モードが格納されます。次のいずれか

1 つになり ます。

NORMAL_MODE
ACCELERATED_MODE 
READONLY_MODE
EXCLUSIVE_MODE 

『SQL Engine Reference』 の 「DSN オープン モード」 も

参照して ください。
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戻り値

備考 以下の前提条件を満たす必要があ り ます。

「PvConnectServer()」 によって接続が確立している。 ただし、 ローカル

マ シ ン で 操 作 を 実 行 す る 場 合 は、 接 続 ハ ン ド ル と し て

P_LOCAL_DB_CONNECTION を使用できます。

ユーザーにログイン要求をしないで DSN に関する情報を取得するには、

「PvConnectServer()」 を使ってサーバー接続を確立する と き、 userName と
password に空文字列を渡します。

メ モ  userName と  password に空文字列を渡して確立した接続は、 セ

キュ リ ティで保護されていない接続であるため、 DTI のこれ以外のほ

とんどの操作を実行するのに十分なアクセス権を持たない接続とな り

ます。

関連項目 「PvStart()」
「PvConnectServer()」
「PvListDSNs()」
「PvCountDSNs()」
「PvGetDSN()」
「PvCreateDSN()」
「PvModifyDSN()」
「PvDeleteDSN()」
「PvDisconnect()」
「PvStop()」

P_OK 操作は成功しました。

P_E_INVALID_HANDLE 接続ハンドルが無効です。

P_E_NULL_PTR ヌル ポインターによる呼び出しです。

P_E_BUFFER_TOO_SMALL 文字列に対しバッファーが小さすぎます。この

場合、必要なバッファー サイズが pdsnDescSize
または pdsnDBQSize に返されます。

P_E_ACCESS_RIGHT 操作を実行するための十分なアクセス権があ

り ません。

P_E_DSN_DOES_NOT_EXIST 指定された DSN は存在しません。

P_E_INVALID_OPEN_MODE オープン モードが無効です。

P_E_FAIL データ  パスの検索に失敗しました。
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PvGetDSNEx2() 

データ  ソース名 （DSN） に関する情報を取得します。 この関数は、 データ

のエンコード  オプシ ョ ンが取得されるこ とを除けば、 「PvGetDSNEx()」 と

まったく同じです。

ヘッダー ファ イル ： catalog.h （「ヘッダー ファ イル」 も参照）

関数が最初に利用可能にな る ラ イ ブ ラ リ ： w3dbav90.dll （Windows） 、

libpsqldti.so （Linux） （「 リ ンク  ラ イブラ リ 」 も参照）

この関数を Pervasive PSQL v11 以降のバージ ョ ンで使用するこ とは推奨さ

れません。 ク ライアン ト  DSN を使った作業には、ODBC API を使用して く

ださい。

構文 BTI_API PvGetDSNEx2(
BTI_LONG hConnection,
BTI_CHAR_PTR dsnName,
BTI_ULONG_PTR pdsnDescSize,
BTI_CHAR_PTR dsnDesc,
BTI_ULONG_PTR pdsnDBQSize,
BTI_CHAR_PTR dsnDBQ,
BTI_LONG_PTR pOpenMode,
BTI_LONG_PTR pTranslate);

引数

In hConnection サーバーを識別する接続ハン ドル。 接続ハン ドルは

「PvConnectServer()」 関数によって取得されます。

In dsnName データ  ソース名。 DSN の一覧は、 「PvListDSNs()」 関数

を使って取得できます。

In/Out pdsnDescSize DSN の説明のバッファーのサイズを格納する、 符号な

し  Long 型のアドレス。DSN の説明の実際のサイズを受

け取り ます。

Out dsnDesc 成功した場合は、 DSN の説明が格納されます。

In/Out pdsnDBQSize データベース名用のバッ フ ァーのサイズを格納する、

符号なし  Long 型のアドレス。データベース名の実際の

サイズを受け取り ます。

Out dsnDBQ 成功した場合は、 データベースの名前が格納されます。
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戻り値

Out pOpenMode DSN のオープン モード。次のいずれか 1 つになり ます。

NORMAL_MODE
ACCELERATED_MODE
READONLY_MODE
EXCLUSIVE_MODE 

『SQL Engine Reference』 の 「DSN オープン モード」 も

参照して ください。

Out pTranslate データのエンコード  オプシ ョ ン。 次のいずれか 1 つに

なり ます。

DSNFLAG_DEFAULT

DSNFLAG_OEMANSI

DSNFLAG_AUTO 

『SQL Engine Reference』 の 「DSN オープン モード」 も

参照して ください。 DSNFLAG_DEFAULT は ODBC ア
ド ミ ニス ト レーターでエンコード  オプシ ョ ン ［なし］

に該当します。

P_OK 操作は成功しました。

P_E_INVALID_HANDLE 接続ハンドルが無効です。

P_E_NULL_PTR ヌル ポインターによる呼び出しです。

P_E_BUFFER_TOO_SMALL 文字列に対しバッ フ ァーが小さすぎま

す。 この場合、 必要なバッファー サイズ

が pdsnDescSize または pdsnDBQSize に返

されます。

P_E_ACCESS_RIGHT 操作を実行するための十分なアクセス権

があ り ません。

P_E_DSN_DOES_NOT_EXIST 指定された DSN は存在しません。

P_E_INVALID_OPEN_MODE オープン  モードが無効です。

P_E_INVALID_TRANSLATE_OPTION 指定されたエンコード変換オプシ ョ ンが

不正です。

P_E_FAIL データ  パスの検索に失敗しました。
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備考 以下の前提条件を満たす必要があ り ます。

「PvConnectServer()」 によって接続が確立している。 ただし、 ローカル

マ シ ン で 操 作 を 実 行 す る 場 合 は、 接 続 ハ ン ド ル と し て

P_LOCAL_DB_CONNECTION を使用できます。

ユーザーにログイン要求をしないで DSN に関する情報を取得するには、

「PvConnectServer()」 を使ってサーバー接続を確立する と き、 userName と
password に空文字列を渡します。

メ モ  userName と  password に空文字列を渡して確立した接続は、 セ

キュ リ ティで保護されていない接続であるため、 DTI のこれ以外のほ

とんどの操作を実行するのに十分なアクセス権を持たない接続とな り

ます。

関連項目 「PvConnectServer()」
「PvCountDSNs()」
「PvCreateDSN2()」
「PvDeleteDSN()」
「PvDisconnect()」
「PvGetDSNEx()」
「PvListDSNs()」
「PvModifyDSN2()」
「PvStart()」
「PvStop()」
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PvGetEngineInformation() 

指定された hConnection のデータベース  エンジンに関する情報を取得しま

す。

ヘッダー ファ イル ： catalog.h （「ヘッダー ファ イル」 も参照）

関数が最初に利用可能にな る ラ イ ブ ラ リ ： w3dbav75.dll （Windows） 、

libpsqldti.so （Linux） （「 リ ンク  ラ イブラ リ 」 も参照）

構文 BTI_API PvGetEngineInformation(
BTI_LONG hConnection,
BTI_CHAR_PTR pserverClient,
BTI_ULONG_PTR pdbuApiVer,
BTI_ULONG_PTR pmajor,
BTI_ULONG_PTR pminor,
BTI_ULONG_PTR pserverClientType);

引数

戻り値

In hConnection サーバーを識別する接続ハンドル。接続ハンドルは

「PvConnectServer()」 関数によって取得されます。

Out pserverClient BTI_CHAR_PTR のアドレス。

真 - MKDE_SERVR_ENGINE_CID
偽 - MKDE_CLNT_ENGINE_CID

Out pdbuApiVer 構造体のバージ ョ ン。 ヌルでもかまいません。

Out pmajor メジャー バージ ョ ン - ヌルでもかまいません。

Out pminor マイナー バージ ョ ン - ヌルでもかまいません。

Out pserverClientType MKDE_SRVR_ENGINE_CID のみ 

次のいずれか 1 つが返されます。

UNKNOWN_ENGINE_CLIENT （0）
NT_SERVER （1）
WIN32_CLIENT （3）
UNIX_SERVER （4）
CLIENT_CACHE （5）
VXWIN_SERVER(6)
VXLINUX_SERVER(7)

P_OK 操作は成功しました。

P_E_INVALID_HANDLE 接続ハンドルが無効です。

P_E_FAIL その他の理由によ り失敗しました。
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備考 以下の前提条件を満たす必要があ り ます。

「PvConnectServer()」 によって接続が確立している。 ただし、 ローカル

マ シ ン で 操 作 を 実 行 す る 場 合 は、 接 続 ハ ン ド ル と し て

P_LOCAL_DB_CONNECTION を使用できます。

関連項目 「PvStart()」
「PvConnectServer()」
「PvDisconnect()」
「PvStop()」
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PvGetError() 

直前のエラーを説明する、 エラー説明文字列を返します。 この関数の対象

となるのは、 カタログ関数で発生したエラーのみです。

ヘッダー ファ イル ： ddf.h （「ヘッダー ファ イル」 も参照）

関数が最初に利用可能にな る ラ イ ブ ラ リ ： w3dbav75.dll （Windows） 、

libpsqldti.so （Linux） （「 リ ンク  ラ イブラ リ 」 も参照）

構文 PRESULT PvGetError(
LPSTR errorDesc,
WORD* size);

引数

戻り値

備考 errorDesc 文字列の割り当ては呼び出し元が行います。

エラー説明の最大サイズは、 ヘッダー ファ イル ddf.h に記述されている定

数 ERROR_LEN で指定されます。

関連項目 「PvStart()」
「PvStop()」

In/Out errorDesc エラー説明を格納する文字列。

In/Out size errorDesc のサイズ。エラー説明を格納するのに十分な

サイズでない場合は、 エラーが返され、 必要なサイズ

が size に格納されます。

PCM_Success 操作は成功しました。

PCM_errStringTooShort size パラ メーターは、 エラー説明を格納するのに十分

なサイズではあ り ませんでした。 必要なサイズが size
に返されます。
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PvGetFileHandlesData() 

開いているファ イルに関連するファ イル ハンドルの情報をすべて取得し

ます。

ヘッダー ファ イル ： monitor.h （「ヘッダー ファ イル」 も参照）

関数が最初に利用可能にな る ラ イ ブ ラ リ ： w3dbav75.dll （Windows） 、

libpsqldti.so （Linux） （「 リ ンク  ラ イブラ リ 」 も参照）

構文 BTI_SINT PvGetFileHandlesData(
BTI_LONG hConnection,
BTI_CHAR_PTR fileName,
BTI_ULONG_PTR pCount);

引数

戻り値

備考 情報は、 ファ イル ハンドルに関連する以降の呼び出しのために、 DTI に
よってキャ ッシュされます。この関数は、開いているファイルに対し、ファ

イル ハンドル情報を取得するほかの関数よ り も先に呼び出される必要が

あ り ます。 「PvFreeOpenFilesData()」 を呼び出すと、 フ ァ イル ハン ドルの

キャ ッシュ情報が解放されます。

以下の前提条件を満たす必要があ り ます。

「PvStart()」 呼び出しによって DTI セッシ ョ ンが開始されている。

In hConnection サーバーを識別する接続ハンドル。接続ハンドルは

「PvConnectServer()」 関数によって取得されます。

In fileName 照会するファイルの絶対パス名。

Out pCount 開いているファ イルのハンドル数を受け取る、符号

なし  Long 型のアドレス。

P_OK 操作は成功しました。

P_E_INVALID_HANDLE 接続ハンドルが無効です。

P_E_DATA_UNAVAILABLE アクティブなク ライアン トに関連するデータが

あ り ません。

P_E_NULL_PTR ヌル ポインターによる呼び出しです。

P_E_FILE_NOT_OPEN 指定されたファイルは現在開いていません。

P_E_FAIL 名前付きサーバーからの切断に失敗しました。
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「PvConnectServer()」 によって接続が確立している。 ただし、 ローカル

マ シ ン で 操 作 を 実 行 す る 場 合 は、 接 続 ハ ン ド ル と し て

P_LOCAL_DB_CONNECTION を使用できます。

「PvGetOpenFilesData()」呼び出しによって、開いているファイルのデー

タが取得されている。

呼び出し元には既に、開いているファイルの有効なファイル名がある。

関連項目 「PvStart()」
「PvConnectServer()」
「PvGetOpenFilesData()」
「PvFreeOpenFilesData()」
「PvDisconnect()」
「PvStop()」
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PvGetFileHandleInfo() 

開いているファ イルに関連付けられたファ イル ハンドルの情報を照会し

ます。

ヘッダー ファ イル ： monitor.h （「ヘッダー ファ イル」 も参照）

関数が最初に利用可能にな る ラ イ ブ ラ リ ： w3dbav75.dll （Windows） 、

libpsqldti.so （Linux） （「 リ ンク  ラ イブラ リ 」 も参照）

構文 BTI_SINT PvGetFileHandleInfo(
BTI_LONG hConnection,
BTI_CHAR_PTR fileName,
BTI_ULONG sequence,
PVFILEHDLINFO* pFileHdlInfo);

引数

戻り値

In hConnection サーバーを識別する接続ハン ド ル。 接続ハン ド ルは

「PvConnectServer()」 関数によって取得されます。

In fileName 照会するファイルの絶対パス名。

In sequence フ ァ イ ル ハ ン ド ル の シ ー ケ ン ス 番号 （0 基準） 。

「PvGetFileHandlesData()」によって取得されるファイル ハ
ンドル数を上限と した、 有効な範囲内の番号でなければ

なり ません。

Out pFileHdlInfo ファ イル ハンドルの情報を受け取る  「PVFILEHDLINFO」

構造体のアドレス。

P_OK 操作は成功しました。

P_E_INVALID_HANDLE 接続ハンドルが無効です。

P_E_DATA_UNAVAILABLE アクテ ィブなク ラ イアン ト に関連するデータが

あ り ません。

P_E_NULL_PTR ヌル ポインターによる呼び出しです。

P_E_INVALID_SEQUENCE シーケンス番号が無効です。

P_E_FILE_NOT_OPEN 指定されたファ イルは現在開いていません。

P_E_FAIL 名前付きサーバーからの切断に失敗しました。
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備考 以下の前提条件を満たす必要があ り ます。

「PvStart()」 呼び出しによって DTI セッシ ョ ンが開始されている。

「PvConnectServer()」 によって接続が確立している。 ただし、 ローカル

マ シ ン で 操 作 を 実 行 す る 場 合 は、 接 続 ハ ン ド ル と し て

P_LOCAL_DB_CONNECTION を使用できます。

「PvGetOpenFilesData()」呼び出しによって、開いているファイルのデー

タが取得されている。

「PvGetFileHandlesData()」 呼び出しによって、 開いているファイル ハ
ンドルのデータが取得されている。

呼び出し元には既に、開いているファイルの有効なファイル名がある。

呼び出し元には既に、 有効なファイル ハンドルのシーケンスがある。

関連項目 「PvStart()」
「PvConnectServer()」
「PvGetOpenFilesData()」
「PvGetFileHandlesData()」
「PvGetOpenFileName()」
「PvFreeOpenFilesData()」
「PvDisconnect()」
「PvStop()」
124



DTI 関数の定義
PvGetFileInfo() 

開いているファイルの情報を照会します。

ヘッダー ファ イル ： monitor.h （「ヘッダー ファ イル」 も参照）

関数が最初に利用可能にな る ラ イ ブ ラ リ ： w3dbav75.dll （Windows） 、

libpsqldti.so （Linux） （「 リ ンク  ラ イブラ リ 」 も参照）

構文 BTI_SINT PvGetFileInfo(
BTI_LONG hConnection,
BTI_CHAR_PTR fileName,
PVFILEINFO* pFileInfo);

引数

戻り値

備考 以下の前提条件を満たす必要があ り ます。

「PvConnectServer()」 によって接続が確立している。 ただし、 ローカル

マ シ ン で 操 作 を 実 行 す る 場 合 は、 接 続 ハ ン ド ル と し て

P_LOCAL_DB_CONNECTION を使用できます。

「PvGetOpenFilesData()」呼び出しによって、開いているファイルのデー

タが取得されている。

呼び出し元には既に、開いているファイルの有効なファイル名がある。

In hConnection サーバーを識別する接続ハンドル。接続ハンドルは

「PvConnectServer()」 関数によって取得されます。

In fileName 照会するファイルの絶対パス名。

Out pFileInfo ファ イルの情報を受け取る  「PVFILEINFO」 構造体

のアドレス。

P_OK 操作は成功しました。

P_E_INVALID_HANDLE 接続ハンドルが無効です。

P_E_DATA_UNAVAILABLE アクテ ィブなク ラ イアン ト に関連するデータが

あ り ません。

P_E_NULL_PTR ヌル ポインターによる呼び出しです。

P_E_FILE_NOT_OPEN 指定されたファ イルは現在開いていません。

P_E_FAIL その他の理由によ り失敗しました。
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関連項目 「PvStart()」
「PvConnectServer()」
「PvGetOpenFilesData()」
「PvDisconnect()」
「PvStop()」
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PvGetLongValue() 

whichData によって指定されるデータ  ソースから、Long 型整数の設定の値

を取得します。

ヘッダー ファ イル ： config.h （「ヘッダー ファ イル」 も参照）

関数が最初に利用可能にな る ラ イ ブ ラ リ ： w3dbav75.dll （Windows） 、

libpsqldti.so （Linux） （「 リ ンク  ラ イブラ リ 」 も参照）

構文 BTI_SINT PvGetLongValue(
BTI_LONG hConnection,
BTI_ULONG settingID,
BTI_LONG_PTR pValue,
BTI_SINT whichData);

引数

戻り値

備考 以下の前提条件を満たす必要があ り ます。

「PvStart()」 呼び出しによって DTI セッシ ョ ンが開始されている。

「PvConnectServer()」 によって接続が確立している。 ただし、 ローカル

マ シ ン で 操 作 を 実 行 す る 場 合 は、 接 続 ハ ン ド ル と し て

P_LOCAL_DB_CONNECTION を使用できます。

In hConnection サーバーを識別する接続ハンドル。接続ハンドルは

「PvConnectServer()」 関数によって取得されます。

In settingID 設 定 の 一 意 な 識 別 子。 設 定 の 一 覧 は、

「PvGetSettingList()」 から取得できます。

Out pValue 設定値を受け取る  Long 型整数変数のアドレス。

In whichData どちらの値を要求するかを示すフラグ。

PVDATA_DEFAULT はデフォルト値を返します。

PVDATA_CURRENT は現在値を返します。

P_OK 操作は成功しました。

P_E_INVALID_HANDLE 接続ハンドルが無効です。

P_E_NULL_PTR ヌル ポインターによる呼び出しです。

P_E_INVALID_DATA_TYPE 要求された設定は Long 型整数の設定ではあ り ま

せん。

P_E_FAIL その他の理由によ り失敗しました。
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設 定 で 許 容 さ れ る 最 小 値 お よ び 最 大 値 を 取 得 す る に は、

「PvGetValueLimit()」 関数を使用します。

関連項目 「PvStart()」
「PvConnectServer()」
「PvGetCategoryList()」
「PvGetSettingList()」
「PvGetValueLimit()」
「PvDisconnect()」
「PvStop()」
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PvGetMkdeClientId() 

アクティブな MKDE ク ラ イアン トのク ラ イアン ト  ID を取得します。

ヘッダー ファ イル ： monitor.h （「ヘッダー ファ イル」 も参照）

関数が最初に利用可能にな る ラ イ ブ ラ リ ： w3dbav75.dll （Windows） 、

libpsqldti.so （Linux） （「 リ ンク  ラ イブラ リ 」 も参照）

構文 BTI_SINT PvGetMkdeClientId(
BTI_LONG hConnection,
BTI_ULONG sequence,
PVCLIENTID* pClientId);

引数

戻り値

備考 以下の前提条件を満たす必要があ り ます。

「PvStart()」 呼び出しによって DTI セッシ ョ ンが開始されている。

「PvConnectServer()」 によって接続が確立している。 ただし、 ローカル

マ シ ン で 操 作 を 実 行 す る 場 合 は、 接 続 ハ ン ド ル と し て

P_LOCAL_DB_CONNECTION を使用できます。

「PvGetMkdeClientsData()」 呼び出しによって、 アクテ ィブなク ラ イア

ン トのデータが取得されている。

In hConnection サーバーを識別する接続ハン ド ル。 接続ハン ド ルは

「PvConnectServer()」 関数によって取得されます。

In sequence MKDE ク ラ イ ア ン ト の シ ー ケ ン ス 番号 （0 基準） 。

「PvGetMkdeClientsData()」 によって返される値を上限と し

た、 有効な範囲内の番号でなければなり ません。

Out pClientId 返されたク ライアン ト  ID 情報を格納する  「PVCLIENTID」

構造体のアドレス。

P_OK 操作は成功しました。

P_E_INVALID_HANDLE 接続ハンドルが無効です。

P_E_DATA_UNAVAILABLE アクテ ィブなク ラ イアン ト に関連するデータが

あ り ません。

P_E_NULL_PTR ヌル ポインターによる呼び出しです。

P_E_INVALID_SEQUENCE シーケンス番号が無効です。

P_E_FAIL その他の理由によ り失敗しました。
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Distributed Tuning Interface のリ フ ァ レンス
関連項目 「PvStart()」
「PvConnectServer()」
「PvGetMkdeClientsData()」
「PvGetMkdeClientInfo()」
「PvFreeMkdeClientsData()」
「PvDisconnect()」
「PvStop()」
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PvGetMkdeClientInfo() 

アクティブな MKDE ク ラ イアン トの情報を照会します。

ヘッダー ファ イル ： monitor.h （「ヘッダー ファ イル」 も参照）

関数が最初に利用可能にな る ラ イ ブ ラ リ ： w3dbav75.dll （Windows） 、

libpsqldti.so （Linux） （「 リ ンク  ラ イブラ リ 」 も参照）

構文 BTI_SINT PvGetMkdeClientInfo(
BTI_LONG hConnection,
PVCLIENTID* pClientId,
PVMKDECLIENTINFO* pClientInfo);

引数

戻り値

備考 以下の前提条件を満たす必要があ り ます。

「PvStart()」 呼び出しによって DTI セッシ ョ ンが開始されている。

「PvConnectServer()」 によって接続が確立している。 ただし、 ローカル

マ シ ン で 操 作 を 実 行 す る 場 合 は、 接 続 ハ ン ド ル と し て

P_LOCAL_DB_CONNECTION を使用できます。

「PvGetMkdeClientsData()」 呼び出しによって、 アクテ ィブなク ラ イア

ン トのデータが取得されている。

呼び出し元には既に、アクティブな MKDE ク ライアン トの有効なク ラ

イアン ト  ID がある。

In hConnection サーバーを識別する接続ハン ドル。 接続ハン ドルは

「PvConnectServer()」 関数によって取得されます。

In pClientId MKDE ク ラ イアン ト を識別する  「PVCLIENTID」 構造

体のアドレス。

Out pClientInfo MKDE ク ラ イ ア ン ト の 情 報 を 受 け 取 る

「PVMKDECLIENTINFO」 構造体のアドレス。

P_OK 操作は成功しました。

P_E_INVALID_HANDLE 接続ハンドルが無効です。

P_E_DATA_UNAVAILABLE アクテ ィブなク ラ イアン ト に関連するデータが

あ り ません。

P_E_NULL_PTR ヌル ポインターによる呼び出しです。

P_E_INVALID_CLIENT ク ラ イアン ト  ID が無効です。

P_E_FAIL その他の理由によ り失敗しました。
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Distributed Tuning Interface のリ フ ァ レンス
関連項目 「PvStart()」
「PvConnectServer()」
「PvGetMkdeClientsData()」
「PvGetMkdeClientId()」
「PvFreeMkdeClientsData()」
「PvDisconnect()」
「PvStop()」
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PvGetMkdeClientHandlesData() 

アクティブな MKDE ク ライアン トに関連する  MKDE ク ライアン ト  ハンド

ルの数を取得します。

ヘッダー ファ イル ： monitor.h （「ヘッダー ファ イル」 も参照）

関数が最初に利用可能にな る ラ イ ブ ラ リ ： w3dbav75.dll （Windows） 、

libpsqldti.so （Linux） （「 リ ンク  ラ イブラ リ 」 も参照）

構文 BTI_SINT PvGetMkdeClientHandlesData(
BTI_LONG hConnection,
PVCLIENTID* pClientId,
BTI_ULONG_PTR pCount);

引数

戻り値

備考 この関数を呼び出すと、MKDE ク ライアン ト  ハンドルに関するすべての情

報が、 それ以降の MKDE ク ラ イアン ト  ハンドル関連の関数呼び出しのた

めに、 DTI によってキャ ッシュされます。 MKDE ク ライアン トに関するそ

の他の情報については、 「PvGetMkdeClientsData()」 を参照して ください。

この関数は、MKDE ク ライアン ト  ハンドルの情報を返すほかの関数よ り も

先に呼び出される必要があ り ます。

「PvFreeMkdeClientsData()」 を呼び出すと、MKDE ク ライアン ト  ハンドル用

にキャ ッシュ された情報が MKDE ク ラ イアン トに関する情報と一緒に解

放されます。

In hConnection サーバーを識別する接続ハンドル。接続ハンドルは

「PvConnectServer()」 関数によって取得されます。

In pClientId MKDE ク ラ イアン ト を識別する  「PVCLIENTID」 構
造体のアドレス。

Out pCount MKDE ク ラ イアン トのハンドル数を受け取る、符号

なし  Long 型のアドレス。

P_OK 操作は成功しました。

P_E_INVALID_HANDLE 接続ハンドルが無効です。

P_E_DATA_UNAVAILABLE MKDE ク ラ イアン ト に関連するデータがあ り ま

せん。

P_E_NULL_PTR ヌル ポインターによる呼び出しです。

P_E_FAIL その他の理由によ り失敗しました。
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以下の前提条件を満たす必要があ り ます。

「PvConnectServer()」 によって接続が確立している。 ただし、 ローカル

マ シ ン で 操 作 を 実 行 す る 場 合 は、 接 続 ハ ン ド ル と し て

P_LOCAL_DB_CONNECTION を使用できます。

「PvGetMkdeClientsData()」 呼び出しによって、 アクテ ィブなク ラ イア

ン トのデータが取得されている。

呼び出し元には既に、アクティブな MKDE ク ライアン トの有効なク ラ

イアン ト  ID がある。

関連項目 「PvStart()」
「PvConnectServer()」
「PvGetMkdeClientsData()」
「PvFreeMkdeClientsData()」
「PvDisconnect()」
「PvStop()」
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DTI 関数の定義
PvGetMkdeClientHandleInfo() 

アクティブな MKDE ク ラ イアン トに関連付けられた MKDE ク ライアン ト

ハンドルの情報を照会します。

ヘッダー ファ イル ： monitor.h （「ヘッダー ファ イル」 も参照）

関数が最初に利用可能にな る ラ イ ブ ラ リ ： w3dbav75.dll （Windows） 、

libpsqldti.so （Linux） （「 リ ンク  ラ イブラ リ 」 も参照）

構文 BTI_SINT PvGetMkdeClientHandleInfo(
BTI_LONG hConnection,
PVCLIENTID* pClientId,
BTI_ULONG sequence,
PVMKDECLIENTHDLINFO* pClientHdlInfo);

引数

戻り値

In hConnection サーバーを識別する接続ハンドル。接続ハンドルは

「PvConnectServer()」 関数によって取得されます。

In pClientId MKDE ク ラ イアン ト を識別する  「PVCLIENTID」 構
造体のアドレス。

In sequence ク ラ イアン ト  ハンドルのシーケンス番号 （0 基準）。

「PvGetMkdeClientHandlesData()」 によって取得され

るハンドル数を上限と した、有効な範囲内の番号で

なければなり ません。

Out pClientHdlInfo ク ラ イ ア ン ト ハ ン ド ル の 情 報 を 受 け 取 る

「PVMKDECLIENTHDLINFO」 構造体のアドレス。

P_OK 操作は成功しました。

P_E_NULL_PTR ヌル ポインターによる呼び出しです。

P_E_INVALID_HANDLE 接続ハンドルが無効です。

P_E_INVALID_CLIENT ク ラ イアン ト  ID が無効です。

P_E_INVALID SEQUENCE シーケンス番号が無効です。

P_E_FAIL 名前付きサーバーからの切断に失敗しました。

P_E_DATA_UNAVAILABLE アクテ ィブなク ラ イアン ト に関連するデータ

があ り ません。
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備考 以下の前提条件を満たす必要があ り ます。

「PvConnectServer()」 によって接続が確立している。 ただし、 ローカル

マ シ ン で 操 作 を 実 行 す る 場 合 は、 接 続 ハ ン ド ル と し て

P_LOCAL_DB_CONNECTION を使用できます。

「PvGetMkdeClientsData()」 呼び出しによって、 アクティブな MKDE ク
ラ イアン トのデータが取得されている。

「PvGetMkdeClientHandlesData()」 呼び出しによって、 MKDE ク ライア

ン ト  ハンドルのデータが取得されている。

呼び出し元には既に、アクティブな MKDE ク ライアン トの有効なク ラ

イアン ト  ID がある。

呼び出し元には既に、アクティブな MKDE ク ライアン トの有効なハン

ドル シーケンスがある。

関連項目 「PvStart()」
「PvConnectServer()」
「PvGetMkdeClientsData()」
「PvGetMkdeClientHandlesData()」
「PvFreeMkdeClientsData()」
「PvDisconnect()」
「PvStop()」
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PvGetMkdeClientsData() 

アクティブな MKDE ク ラ イアン トに関連する情報をすべて取得します。

ヘッダー ファ イル ： monitor.h （「ヘッダー ファ イル」 も参照）

関数が最初に利用可能にな る ラ イ ブ ラ リ ： w3dbav75.dll （Windows） 、

libpsqldti.so （Linux） （「 リ ンク  ラ イブラ リ 」 も参照）

構文 BTI_SINT PvGetMkdeClientsData(
BTI_LONG hConnection,
BTI_ULONG_PTR pCount);

引数

戻り値

備考 この関数を呼び出すと、 MKDE ク ライアン トに関するすべての情報が、 そ

れ以降の MKDE ク ラ イアン ト関連の関数呼び出しのために、DTI によって

キャ ッシュされます。1 つの例外は MKDE ク ライアン ト  ハンドルに関する

情報で、 この情報は類似する関数 「PvGetMkdeClientHandlesData()」 を使っ

てキャ ッシュされます。

この関数は、MKDE ク ラ イアン トの情報を返すほかの関数よ り も先に呼び

出される必要があ り ます。呼び出し元は、キャ ッシュ情報が必要でなくなっ

たら、 「PvFreeMkdeClientsData()」 を呼び出してキャ ッシュ情報を解放する

必要があ り ます。

この関数を呼び出して、 キャ ッシュ情報を リ フレッシュするこ と もできま

す。

以下の前提条件を満たす必要があ り ます。

「PvConnectServer()」 によって接続が確立している。 ただし、 ローカル

マ シ ン で 操 作 を 実 行 す る 場 合 は、 接 続 ハ ン ド ル と し て

P_LOCAL_DB_CONNECTION を使用できます。

In hConnection サーバーを識別する接続ハンドル。接続ハンドルは

「PvConnectServer()」 関数によって取得されます。

Out pCount ア ク テ ィ ブな MKDE ク ラ イアン ト の数を受け取

る、 符号なし  Long 型のアドレス。

P_OK 操作は成功しました。

P_E_INVALID_HANDLE 接続ハンドルが無効です。

P_E_NULL_PTR ヌル ポインターによる呼び出しです。

P_E_FAIL その他の理由によ り失敗しました。
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関連項目 「PvStart()」
「PvConnectServer()」
「PvFreeMkdeClientsData()」
「PvGetMkdeClientHandlesData()」
「PvDisconnect()」
「PvStop()」
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PvGetMkdeCommStat() 

MKDE の通信統計データをすべて取得します。

ヘッダー ファ イル ： monitor.h （「ヘッダー ファ イル」 も参照）

関数が最初に利用可能にな る ラ イ ブ ラ リ ： w3dbav75.dll （Windows） 、

libpsqldti.so （Linux） （「 リ ンク  ラ イブラ リ 」 も参照）

構文 BTI_SINT PvGetMkdeCommStat(
BTI_LONG hConnection,
PVCOMMSTAT* pCommStat);

引数

戻り値

備考 以下の前提条件を満たす必要があ り ます。

「PvConnectServer()」 によって接続が確立している。 ただし、 ローカル

マ シ ン で 操 作 を 実 行 す る 場 合 は、 接 続 ハ ン ド ル と し て

P_LOCAL_DB_CONNECTION を使用できます。

「PvGetSQLConnectionsData()」 呼び出しによって、開いているファイル

のデータが取得されている。

関連項目 「PvStart()」
「PvConnectServer()」
「PvGetSQLConnectionsData()」
「PvGetMkdeUsage()」
「PvFreeSQLConnectionsData()」
「PvDisconnect()」
「PvStop()」

In hConnection サーバーを識別する接続ハンドル。接続ハンドルは

「PvConnectServer()」 関数によって取得されます。

Out pCommStat MKDE 通信統計情報を受け取る  「PVCOMMSTAT」
構造体のアドレス。

P_OK 操作は成功しました。

P_E_INVALID_HANDLE 接続ハンドルが無効です。

P_E_COMPONENT_NOT_LOADED コンポーネン トがロード されていません。

P_E_NULL_PTR ヌル ポインターによる呼び出しです。

P_E_FAIL 名前付きサーバーからの切断に失敗しま

した。
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PvGetMkdeCommStatEx() 

MKDE の通信統計データをすべて取得します。

ヘッダー ファ イル ： monitor.h （「ヘッダー ファ イル」 も参照）

関数が最初に利用可能にな る ラ イ ブ ラ リ ： w3dbav78.dll （Windows） 、

libpsqldti.so （Linux） （「 リ ンク  ラ イブラ リ 」 も参照）

構文 BTI_SINT PvGetMkdeCommStatEx(
BTI_LONG hConnection,
PVCOMMSTATEX* pCommStatEx);

引数

戻り値

備考 この関数は PvGetMkdeCommStat と同じデータを返しますが、2 つの追加要

素を持つ新しい構造体 PVCOMMSTATEX を使用します。 追加される要素

（itotalTimeouts と  totalRecoveries） は、 Pervasive Auto Reconnect （PARC） 機

能に関する ものです。 PARC の詳細については、 『Advanced Operations
Guide』 を参照して ください。

以下の前提条件を満たす必要があ り ます。

「PvConnectServer()」 によって接続が確立している。 ただし、 ローカル

マ シ ン で 操 作 を 実 行 す る 場 合 は、 接 続 ハ ン ド ル と し て

P_LOCAL_DB_CONNECTION を使用できます。

「PvGetSQLConnectionsData()」 呼び出しによって、開いているファイル

のデータが取得されている。

In hConnection サーバーを識別する接続ハン ドル。 接続ハン ドルは

「PvConnectServer()」 関数によって取得されます。

Out pCommStatEx MKDE 通信統計情報を受け取る  「PVCOMMSTATEX」

構造体のアドレス。

P_OK 操作は成功しました。

P_E_INVALID_HANDLE 接続ハンドルが無効です。

P_E_COMPONENT_NOT_LOADED コンポーネン トがロード されていません。

P_E_NULL_PTR ヌル ポインターによる呼び出しです。

P_E_FAIL 名前付きサーバーからの切断に失敗しま

した。
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DTI 関数の定義
関連項目 「PvStart()」
「PvConnectServer()」
「PvGetSQLConnectionsData()」
「PvGetMkdeUsage()」
「PvFreeSQLConnectionsData()」
「PvDisconnect()」
「PvStop()」
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PvGetMkdeUsage() 

ト ランザクシ ョナル インターフェイスから リ ソース使用状況の情報を取

得します。 この情報には、 ライセンス数、 ファ イル数、 ハンドル数、 ト ラ

ンザクシ ョ ン数、 ク ラ イアン ト数、 スレッ ド数、およびロ ッ ク数の現在値、

ピーク値、 最大値が含まれます。

ヘッダー ファ イル ： monitor.h （「ヘッダー ファ イル」 も参照）

関数が最初に利用可能にな る ラ イ ブ ラ リ ： w3dbav75.dll （Windows） 、

libpsqldti.so （Linux） （「 リ ンク  ラ イブラ リ 」 も参照）

構文 BTI_SINT PvGetMkdeUsage(
BTI_LONG hConnection,
PVMKDEUSAGE* pMkdeUsage);

引数

戻り値

備考 以下の前提条件を満たす必要があ り ます。

「PvConnectServer()」 によって接続が確立している。 ただし、 ローカル

マ シ ン で 操 作 を 実 行 す る 場 合 は、 接 続 ハ ン ド ル と し て

P_LOCAL_DB_CONNECTION を使用できます。

関連項目 「PvStart()」
「PvConnectServer()」
「PvGetMkdeCommStat()」
「PvGetMkdeUsageEx()」
「PvDisconnect()」
「PvStop()」

In hConnection サーバーを識別する接続ハンドル。接続ハンドルは

「PvConnectServer()」 関数によって取得されます。

Out pMkdeUsage MKDE リ ソ ー ス 使用状況 の 情報 を 受 け 取 る

「PVMKDEUSAGE」 構造体のアドレス。

P_OK 操作は成功しました。

P_E_INVALID_HANDLE 接続ハンドルが無効です。

P_E_NULL_PTR ヌル ポインターによる呼び出しです。

P_E_FAIL その他の理由によ り失敗しました。
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PvGetMkdeUsageEx() 

ト ランザクシ ョナル インターフェイス  データベース  エンジンから リ ソー

ス使用状況の情報を取得します。 この情報には、 ユーザー数、 セッシ ョ ン

数、 使用中データ、 ファ イル数、 ハンドル数、 ト ランザクシ ョ ン数、 ク ラ

イアン ト数、 スレ ッ ド数、 およびロ ッ ク数の現在値、 ピーク値、 最大値、

また、 データベース  エンジンが実行されている （ ［エンジン稼働時間］ と

いいます） 継続時間 （秒） が含まれます。

ヘッダー ファ イル ： monitor.h （「ヘッダー ファ イル」 も参照）

関数が最初に利用可能にな る ラ イ ブ ラ リ ： w3dbav78.dll （Windows） 、

libpsqldti.so （Linux） （「 リ ンク  ラ イブラ リ 」 も参照）

構文 BTI_SINT PvGetMkdeUsageEx(
BTI_LONG hConnection,
PVMKDEUSAGEEX* pMkdeUsageEx);

引数

戻り値

備考 この PvGetMkdeUsageEx() 関数は 「PvGetMkdeUsage()」 と類似しています。

構造体のみが異な り ます。 同じ要素を提供する場合、 「PVMKDEUSAGE」
では 2 バイ トの要素を提供しますが、 「PVMKDEUSAGEEX」 では 4 バイ ト

の要素を提供します。

以下の前提条件を満たす必要があ り ます。

「PvConnectServer()」 によって接続が確立している。 ただし、 ローカル

マ シ ン で 操 作 を 実 行 す る 場 合 は、 接 続 ハ ン ド ル と し て

P_LOCAL_DB_CONNECTION を使用できます。

In hConnection サーバーを識別する接続ハンドル。接続ハンドルは

「PvConnectServer()」 関数によって取得されます。

Out pMkdeUsageEx MKDE リ ソ ー ス 使用状況 の 情報 を 受 け 取 る

「PVMKDEUSAGEEX」 構造体のアドレス。

P_OK 操作は成功しました。

P_E_INVALID_HANDLE 接続ハンドルが無効です。

P_E_NULL_PTR ヌル ポインターによる呼び出しです。

P_E_FAIL その他の理由によ り失敗しました。
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関連項目 「PvStart()」
「PvConnectServer()」
「PvGetMkdeCommStat()」
「PvGetMkdeUsage()」
「PvDisconnect()」
「PvStop()」
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PvGetMkdeVersion() 

MKDE バージ ョ ン情報を取得します。

ヘッダー ファ イル ： monitor.h （「ヘッダー ファ イル」 も参照）

関数が最初に利用可能にな る ラ イ ブ ラ リ ： w3dbav78.dll （Windows） 、

libpsqldti.so （Linux） （「 リ ンク  ラ イブラ リ 」 も参照）

構文 BTI_SINT PvGetMkdeVersion(
BTI_LONG hConnection,
PVVERSION* pMkdeVersion);

引数

戻り値

備考 以下の前提条件を満たす必要があ り ます。

「PvConnectServer()」 によって接続が確立している。 ただし、 ローカル

マ シ ン で 操 作 を 実 行 す る 場 合 は、 接 続 ハ ン ド ル と し て

P_LOCAL_DB_CONNECTION を使用できます。

関連項目 「PvStart()」
「PvConnectServer()」
「PvGetMkdeCommStat()」
「PvGetMkdeUsageEx()」
「PvDisconnect()」
「PvStop()」

In hConnection サーバーを識別する接続ハンドル。接続ハンドルは

「PvConnectServer()」 関数によって取得されます。

Out pMkdeVersion MKDE バージ ョ ン情報を受け取る  「PVVERSION」

構造体のアドレス。

P_OK 操作は成功しました。

P_E_INVALID_HANDLE 接続ハンドルが無効です。

P_E_NULL_PTR ヌル ポインターによる呼び出しです。

P_E_COMPONENT_NOT_LOADED コンポーネン トがロード されていません。

P_E_FAIL その他の理由によ り失敗しました。
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PvGetOpenFilesData() 

開いているファイルに関連する情報をすべて取得します。

ヘッダー ファ イル ： monitor.h （「ヘッダー ファ イル」 も参照）

関数が最初に利用可能にな る ラ イ ブ ラ リ ： w3dbav75.dll （Windows） 、

libpsqldti.so （Linux） （「 リ ンク  ラ イブラ リ 」 も参照）

構文 BTI_SINT PvGetOpenFilesData(
BTI_LONG hConnection,
BTI_ULONG_PTR pCount);

引数

戻り値

備考 情報は、 開いているファイルに関連する以降の呼び出しのために、 DTI に
よってキャ ッシュされます。 この関数は、 開いているファイルの情報を取

得するほかの関数よ り も先に呼び出される必要があ り ます。

以下の前提条件を満たす必要があ り ます。

「PvConnectServer()」 によって接続が確立している。 ただし、 ローカル
マ シ ン で 操 作 を 実 行 す る 場 合 は、 接 続 ハ ン ド ル と し て
P_LOCAL_DB_CONNECTION を使用できます。

次の事後条件を満たす必要があ り ます。

呼 び 出 し 元 は、 キ ャ ッ シ ュ 情 報 が 必 要 で な く な っ た ら、
「PvFreeOpenFilesData()」 を呼び出してキャ ッシュ情報を解放する。

関連項目 「PvStart()」
「PvConnectServer()」
「PvGetOpenFileName()」
「PvFreeOpenFilesData()」
「PvDisconnect()」
「PvStop()」

In hConnection サーバーを識別する接続ハン ド ル。 接続ハン ド ルは

「PvConnectServer()」 関数によって取得されます。

Out pCount 開いているファ イルの数を受け取る、 符号なし  Long 型
のアドレス。

P_OK 操作は成功しました。

P_E_INVALID_HANDLE 接続ハンドルが無効です。

P_E_NULL_PTR ヌル ポインターによる呼び出しです。

P_E_FAIL その他の理由によ り失敗しました。
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PvGetOpenFileName() 

開いているファイルの絶対パス名を取得します。

ヘッダー ファ イル ： monitor.h （「ヘッダー ファ イル」 も参照）

関数が最初に利用可能にな る ラ イ ブ ラ リ ： w3dbav75.dll （Windows） 、

libpsqldti.so （Linux） （「 リ ンク  ラ イブラ リ 」 も参照）

構文 BTI_SINT PvGetOpenFileName(
BTI_LONG hConnection,
BTI_ULONG sequence,
BTI_ULONG_PTR pBufSize,
BTI_CHAR_PTR fileName);

引数

戻り値

In hConnection サーバーを識別する接続ハン ドル。 接続ハン ドルは

「PvConnectServer()」 関数によって取得されます。

In sequence フ ァ イ ル の シ ー ケ ン ス 番 号 （0 基 準） 。

「PvGetOpenFilesData()」によって返される値を上限と し

た、 有効な範囲内の番号でなければなり ません。

In/Out pBufSize フ ァ イル名を受け取る ために割 り 当て られたバ ッ

ファーのサイズを格納する、符号なし  Long 型のアドレ

ス。コピーされた文字の実際のサイズを受け取り ます。

サイズにはヌル終端文字を含める必要があ り ます。

In/Out fileName 返された文字列値。

P_OK 操作は成功しました。

P_E_INVALID_HANDLE 接続ハンドルが無効です。

P_E_DATA_UNAVAILABLE アクティブなク ライアン トに関連するデータが

あ り ません。

P_E_NULL_PTR ヌル ポインターによる呼び出しです。

P_E_BUFFER_TOO_SMALL 文字列に対し、 割り当てられたバッファーが小

さすぎます。 返された文字列は切り詰められま

す。 この場合、必要なサイズが pBufSize に返さ

れます。

P_E_INVALID_SEQUENCE シーケンス番号が無効です。

P_E_FAIL 名前付きサーバーからの切断に失敗しました。
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備考 以下の前提条件を満たす必要があ り ます。

「PvConnectServer()」 によって接続が確立している。 ただし、 ローカル

マ シ ン で 操 作 を 実 行 す る 場 合 は、 接 続 ハ ン ド ル と し て

P_LOCAL_DB_CONNECTION を使用できます。

「PvGetOpenFilesData()」呼び出しによって、開いているファイルのデー

タが取得されている。

関連項目 「PvStart()」
「PvConnectServer()」
「PvGetOpenFilesData()」
「PvFreeOpenFilesData()」
「PvDisconnect()」
「PvStop()」
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PvGetProductsInfo() 

License Manager で検出されたすべての Pervasive Software 製品についての

情報を持つ xml 文字列を取得します。

ヘッダー ファ イル ： dtilicense.h （「ヘッダー ファ イル」 も参照）

関数が最初に利用可能にな る ラ イ ブ ラ リ ： w3dbav90.dll （Windows） 、

libpsqldti.so （Linux） （「 リ ンク  ラ イブラ リ 」 も参照）

構文 BTI_API PvGetProductsInfo(
BTI_LONG hConnection,
BTI_CHAR_PTR productInfo,
BTI_ULONG_PTR pBufSize);

引数

戻り値

備考 前提条件

以下の前提条件を満たす必要があ り ます。

「PvStart()」 呼び出しによって DTI セッシ ョ ンが開始されている。

「PvConnectServer()」 によって接続が確立している。 ただし、 ローカル

マ シ ン で 操 作 を 実 行 す る 場 合 は、 接 続 ハ ン ド ル と し て

P_LOCAL_DB_CONNECTION を使用できます。

In hConnection サーバーを識別する接続ハン ドル。 接続ハン ドルは

「PvConnectServer()」 関数によって取得されます。

Out productInfo 返された製品情報を持つ XML 文字列。

In/Out pBufSize 文字列を受け取るために割り当てられたバッ ファー

のサイズを格納する、 符号なし  Long 型のアド レス。

選択文字列の実際の長さを受け取り ます。

DBU_SUCCESS 操作は成功しました。

P_E_FAIL その他の理由によ り失敗しました。

ライセンス管理または認証に

関するステータス コード

「License Administrator のステータス  コード」および

「認証ステータ ス  コー ド」 は、 『Status Codes and
Messages』 を参照してください。
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PvGetProductsInfo() によ って返される製品情報

以下に、PvGetProductsInfo() によって返される  XML 文字列のドキュ

メン ト型定義 （DTD） とその用語について説明します。

<!DOCTYPE products [
<!ELEMENT products (product*)>
<!ELEMENT product (name,id,licenses)>
<!ELEMENT name (#PCDATA)>
<!ELEMENT id (#PCDATA)>
<!ELEMENT licenses (license*)>
<!ELEMENT license 

(type,productCode*,productKey*,state*,feature*,edit
ion*,maxUserCount*,maxSessionCount*,maxDataInUseGB*
,platform*,sequence*,userCount*,sessionCount*,dataI
nUseGB*,timeStamp*,oemId*,application*,description*
,isremovable*,gracePeriodEnd*)>

<!ELEMENT type (#PCDATA)>
<!ELEMENT productCode (#PCDATA)>
<!ELEMENT productKey (#PCDATA)>
<!ELEMENT state (#PCDATA)>
<!ELEMENT feature (#PCDATA)>
<!ELEMENT edition (#PCDATA)>
<!ELEMENT maxUserCount (#PCDATA)>
<!ELEMENT maxSessionCount (#PCDATA)>
<!ELEMENT maxDataInUseGB (#PCDATA)>
<!ELEMENT platform (#PCDATA)>
<!ELEMENT sequence (#PCDATA)>
<!ELEMENT userCount (#PCDATA)>
<!ELEMENT sessionCount (#PCDATA)>
<!ELEMENT dataInUseGB (#PCDATA)>
<!ELEMENT timeStamp (#PCDATA)>
<!ELEMENT oemId (#PCDATA)>
<!ELEMENT application (#PCDATA)>
<!ELEMENT description (#PCDATA)>
<!ELEMENT isremovable (#PCDATA)>
<!ELEMENT gracePeriodEnd (#PCDATA)>
]>
  

products PvGetProductsInfo() によって返される全製品のコンテ

ナ。

product 単独製品に関する情報のコンテナ。

name 製品の名前。

id Pervasive 製品コード。 dtilicense ヘッダー ファ イルで、

返される製品コードの一覧を参照してください。

licenses 製品に適用される全ライセンスのコンテナ。
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license 単独ライセンスに関する情報のコンテナ。

type ラ イセンスの種類。

1: 期限なし

2: 発行時に適用される期限付きライセンス

4: インス トール時に適用される期限付きライセンス

7: 追加ユーザー

productCode Pervasive 製品コード。 dtilicense ヘッダー ファ イルで、

返される製品コードの一覧を参照してください。

productKey 製品認証に使用するキー。製品認証が使用されない場合

は空になり ます。

state 現在のライセンスの状態。

0: アクティブ

1: 期限切れ

2: 無効

3: 非アクティブ

4: 検証失敗

feature 予約済み

edition 予約済み

maxUserCount 許可される最大同時使用ユーザー数。 PSQL Server およ

び PSQL Workgroup の場合、 0 （ゼロ） はユーザー数が

無制限である こ と を示します。 PSQL Vx Server の場合

は適用されず、 常に 0 が返り ます。

maxSessionCount 許可される最大同時セッシ ョ ン数。 PSQL Server Vx の
場合、 0 （ゼロ） はセッシ ョ ンが無制限であるこ とを示

します。 PSQL Server および PSQL Workgroup の場合は

適用されず、 常に 0 が返り ます。

maxDatainUseGB 同時に使用でき る最大データ量 （ギガバイ ト 単位） 。

PSQL Server Vx の場合、 0 （ゼロ） はデータ量が無制限

であ る こ と を示し ます。 PSQL Server および PSQL
Workgroup の場合は適用されず、 常に 0 が返り ます。
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platform 対応しているプラ ッ ト フォーム。

0: ANY
1: WIN
2: WIN32
3: WIN64
4: LINUX
5: LINUX32
6: LINUX64
7: MAC
8: MAC32
9: MAC64

sequence ラ イセンス  シーケンス番号。

userCount ラ イ セン スによ って許可されるユーザー数。 PSQL
Server および PSQL Workgroup の場合、 -1 はユーザー数

が無制限である こ と を示します。 PSQL Vx Server の場

合は適用されず、 常に 0 が返り ます。

sessionCount ラ イセンスによって許可されるセッシ ョ ン数。PSQL Vx
Server の場合、-1 はユーザー数が無制限であるこ とを示

します。 PSQL Server および PSQL Workgroup の場合は

適用されず、 常に 0 が返り ます。

dataInUseGB ラ イセンスによって許可される使用データ量（ギガバイ

ト単位）。PSQL Vx Server の場合、 -1 は使用データ  サイ

ズが無制限であるこ とを示します。 PSQL Server および

PSQL Workgroup の場合は適用されず、 常に 0 が返り ま

す。

timeStamp 一時キーの場合、 失効日は 2000 年 1 月 1 日からの日数

で表します。

oemId ベンダー ID。

application ベンダーのアプリ ケーシ ョ ン ID。

description 予約済み

isremovable ラ イセンス  キーは削除可能です。

0: 削除できません。

1: 削除できます。

gracePeriodEnd ラ インセンスの検証失敗のためエンジンが無効になる

までの日数。検証失敗期間がこの製品に適用されない場

合は空。検証失敗期間はこの製品に対し適用可能だが有

効になっていない場合は -1。
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例 <?xml version="1.0" encoding='UCS-4' ?>
<!DOCTYPE products [
<!ELEMENT products (product*)>
<!ELEMENT product (name,id,licenses)>
<!ELEMENT name (#PCDATA)>
<!ELEMENT id (#PCDATA)>
<!ELEMENT licenses (license*)>
<!ELEMENT license 

(type,productCode*,productKey*,state*,feature*,edit
ion*,maxUserCount*,maxSessionCount*,maxDataInUseGB*
,platform*,sequence*,userCount*,sessionCount*,dataI
nUseGB*,timeStamp*,oemId*,application*,description*
,isremovable*,gracePeriodEnd*)>

<!ELEMENT type (#PCDATA)>
<!ELEMENT productCode (#PCDATA)>
<!ELEMENT productKey (#PCDATA)>
<!ELEMENT state (#PCDATA)>
<!ELEMENT feature (#PCDATA)>
<!ELEMENT edition (#PCDATA)>
<!ELEMENT maxUserCount (#PCDATA)>
<!ELEMENT maxSessionCount (#PCDATA)>
<!ELEMENT maxDataInUseGB (#PCDATA)>
<!ELEMENT platform (#PCDATA)>
<!ELEMENT sequence (#PCDATA)>
<!ELEMENT userCount (#PCDATA)>
<!ELEMENT sessionCount (#PCDATA)>
<!ELEMENT dataInUseGB (#PCDATA)>
<!ELEMENT timeStamp (#PCDATA)>
<!ELEMENT oemId (#PCDATA)>
<!ELEMENT application (#PCDATA)>
<!ELEMENT description (#PCDATA)>
<!ELEMENT isremovable (#PCDATA)>
<!ELEMENT gracePeriodEnd (#PCDATA)>
]>
<products>
  <product>
    <name>DataExchange 5 Server:Real-Time Backup</name>
    <id>78</id>
    <licenses>
      <license>
        <type>1</type>
        <productCode>78</productCode>
        <productKey> ABCDE-55555-FGHIJ-55555-KLMNO-

55555</productKey>
        <state>0</state>
        <feature>0</feature>
        <edition>0</edition>
        <maxUserCount>0</maxUserCount>
        <maxSessionCount>0</maxSessionCount>
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        <maxDataInUseGB>0</maxDataInUseGB>
        <platform>2</platform>
        <sequence>0</sequence>
        <userCount>1</userCount>
        <sessionCount>0</sessionCount>
        <dataInUseGB>0</dataInUseGB>
        <timeStamp>0</timeStamp>
        <oemId>0</oemId>
        <application>0</application>
        <description></description>
        <isremovable>1</isremovable>
        <gracePeriodEnd>-1</gracePeriodEnd>
      </license>
    </licenses>
  </product>
  <product>
    <name>Pervasive PSQL 11 Server</name>
    <id>425</id>
    <licenses>
      <license>
        <type>2</type>
        <productCode>425</productCode>
        <productKey></productKey>
        <state>0</state>
        <feature>0</feature>
        <edition>0</edition>
        <maxUserCount>0</maxUserCount>
        <maxSessionCount>0</maxSessionCount>
        <maxDataInUseGB>0</maxDataInUseGB>
        <platform>2</platform>
        <sequence>0</sequence>
        <userCount>10</userCount>
        <sessionCount>0</sessionCount>
        <dataInUseGB>0</dataInUseGB>
        <timeStamp>4489</timeStamp>
        <oemId>8</oemId>
        <application>604</application>
        <description></description>
        <isremovable>0</isremovable>
        <gracePeriodEnd></gracePeriodEnd>
      </license>
      <license>
        <type>4</type>
        <productCode>425</productCode>
        <productKey></productKey>
        <state>0</state>
        <feature>0</feature>
        <edition>0</edition>
        <maxUserCount>0</maxUserCount>
        <maxSessionCount>0</maxSessionCount>
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        <maxDataInUseGB>0</maxDataInUseGB>
        <platform>1</platform>
        <sequence>11200</sequence>
        <userCount>20</userCount>
        <sessionCount>0</sessionCount>
        <dataInUseGB>0</dataInUseGB>
        <timeStamp>4429</timeStamp>
        <oemId>0</oemId>
        <application>1</application>
       <description></description>
        <isremovable>0</isremovable>
        <gracePeriodEnd></gracePeriodEnd>
      </license>
      <license>
        <type>1</type>
        <productCode>425</productCode>
        <productKey> ABCDE-55555-FGHIJ-55555-KLMNO-

55555</productKey>
        <state>0</state>
        <feature>0</feature>
        <edition>0</edition>
        <maxUserCount>0</maxUserCount>
        <maxSessionCount>0</maxSessionCount>
        <maxDataInUseGB>0</maxDataInUseGB>
        <platform>2</platform>
        <sequence>0</sequence>
        <userCount>10</userCount>
        <sessionCount>0</sessionCount>
        <dataInUseGB>0</dataInUseGB>
        <timeStamp>0</timeStamp>
        <oemId>333</oemId>
       <application>334</application>
        <description></description>
        <isremovable>1</isremovable>
        <gracePeriodEnd>-1</gracePeriodEnd>
      </license>
    </licenses>
  </product>
</products>

関連項目 「PvValidateLicenses()」
「PvConnectServer()」
「PvStart()」
「PvStop()」
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PvGetSelectionString() 

選択タイプの設定の、 特定の選択肢に対する表示文字列を取得します。

ヘッダー ファ イル ： config.h （「ヘッダー ファ イル」 も参照）

関数が最初に利用可能にな る ラ イ ブ ラ リ ： w3dbav75.dll （Windows） 、

libpsqldti.so （Linux） （「 リ ンク  ラ イブラ リ 」 も参照）

構文 BTI_SINT PvGetSelectionString(
BTI_LONG hConnection,
BTI_ULONG settingID,
BTI_ULONG selection,
BTI_ULONG_PTR pBufSize,
BTI_CHAR_PTR dispString);

引数

戻り値

In hConnection サーバーを識別する接続ハン ドル。 接続ハン ドルは

「PvConnectServer()」 関数によって取得されます。

In settingID 設 定 の 一 意 な 識 別 子。 設 定 の 一 覧 は、

「PvGetSettingList()」 から取得できます。

In selection 選択肢のインデッ ク ス。 「PvGetAllPossibleSelections()」
から返された PSelectionList。

In/Out pBufSize 文字列を受け取るために割り当てられたバッファーの

サイズを格納する、符号なし  Long 型のアドレス。選択

文字列の実際の長さを受け取り ます。

Out dispString 返された表示文字列。

P_OK 操作は成功しました。

P_E_INVALID_HANDLE 接続ハンドルが無効です。

P_E_NULL_PTR ヌル ポインターによる呼び出しです。

P_E_INVALID_DATA_TYPE 要求された設定は選択タ イプの設定ではあ り

ません。

P_E_BUFFER_TOO_SMALL 配列のサイズが小さすぎます。 この場合、必要

なサイズが pBufSize に返されます。

P_E_FAIL その他の理由によ り失敗しました。
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備考 以下の前提条件を満たす必要があ り ます。

「PvConnectServer()」 によって接続が確立している。 ただし、 ローカル

マ シ ン で 操 作 を 実 行 す る 場 合 は、 接 続 ハ ン ド ル と し て

P_LOCAL_DB_CONNECTION を使用できます。

関連項目 「PvStart()」
「PvConnectServer()」
「PvGetCategoryList()」
「PvGetSettingList()」
「PvGetSelectionStringSize()」
「PvDisconnect()」
「PvStop()」
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PvGetSelectionStringSize() 

PvGetSelectionString() 呼び出しが成功するために必要なバッファーのサイ

ズを取得します。

ヘッダー ファ イル ： config.h （「ヘッダー ファ イル」 も参照）

関数が最初に利用可能にな る ラ イ ブ ラ リ ： w3dbav78.dll （Windows） 、

libpsqldti.so （Linux） （「 リ ンク  ラ イブラ リ 」 も参照）

構文 BTI_SINT PvGetSelectionStringSize(
BTI_LONG hConnection,
BTI_ULONG settingID,
BTI_ULONG_PTR pBufSize);

引数

戻り値

備考 以下の前提条件を満たす必要があ り ます。

「PvConnectServer()」 によって接続が確立している。 ただし、 ローカル

マ シ ン で 操 作 を 実 行 す る 場 合 は、 接 続 ハ ン ド ル と し て

P_LOCAL_DB_CONNECTION を使用できます。

In hConnection サーバーを識別する接続ハン ドル。 接続ハン ドルは

「PvConnectServer()」 関数によって取得されます。

In settingID 設 定 の 一 意 な 識 別 子。 設 定 の 一 覧 は、

「PvGetSettingList()」 から取得できます。

In/Out pBufSize 「PvGetSelectionString()」 呼び出しで文字列を受け取る

ために割り当てられたバッ フ ァーのサイズを格納す

る、 符号なし  Long 型のアド レス。 選択文字列の実際

の長さを受け取り ます。

P_OK 操作は成功しました。

P_E_INVALID_HANDLE 接続ハンドルが無効です。

P_E_NULL_PTR ヌル ポインターによる呼び出しです。

P_E_INVALID_DATA_TYPE 要求された設定は選択タ イプの設定ではあ り

ません。

P_E_FAIL その他の理由によ り失敗しました。
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関連項目 「PvStart()」
「PvConnectServer()」
「PvGetCategoryList()」
「PvGetSettingList()」
「PvDisconnect()」
「PvStop()」
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PvGetSelectionValue() 

whichData によって指定されるデータ  ソースから、 選択タイプの設定の値

を取得します。

ヘッダー ファ イル ： config.h （「ヘッダー ファ イル」 も参照）

関数が最初に利用可能にな る ラ イ ブ ラ リ ： w3dbav75.dll （Windows） 、

libpsqldti.so （Linux） （「 リ ンク  ラ イブラ リ 」 も参照）

構文 BTI_SINT PvGetSelectionValue(
BTI_LONG hConnection,
BTI_ULONG settingID,
BTI_ULONG_PTR pNumItems,
BTI_LONG_PTR pValue,
BTI_SINT whichData);

引数

戻り値

In hConnection サーバーを識別する接続ハンドル。 接続ハンドルは

「PvConnectServer()」 関数によって取得されます。

In settingID 設 定 の 一 意 な 識 別 子。 設 定 の 一 覧 は、

「PvGetSettingList()」 から取得できます。

In/Out pNumItems 入力時は配列サイズを指定し、 戻り時は個々の選択

項目の数を受け取る、 符号なし  Long 型のアドレス。

Out pValue 個々の選択インデッ クスの配列。

In whichData どちらの値を要求するかを示すフラグ。

PVDATA_DEFAULT はデフォルト値を返します。

PVDATA_CURRENT は現在値を返します。

P_OK 操作は成功しました。

P_E_INVALID_HANDLE 接続ハンドルが無効です。

P_E_NULL_PTR ヌル ポインターによる呼び出しです。

P_E_INVALID_DATA_TYPE 要求された設定は文字列型の設定ではあ り ま

せん。

P_E_BUFFER_TOO_SMALL 配列のサイズが小さすぎます。 この場合、必要

なサイズが pNumItems に返されます。

P_E_FAIL その他の理由によ り失敗しました。
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備考 以下の前提条件を満たす必要があ り ます。

「PvConnectServer()」 によって接続が確立している。 ただし、 ローカル

マ シ ン で 操 作 を 実 行 す る 場 合 は、 接 続 ハ ン ド ル と し て

P_LOCAL_DB_CONNECTION を使用できます。

関連項目 「PvStart()」
「PvConnectServer()」
「PvGetCategoryList()」
「PvGetSettingList()」
「PvDisconnect()」
「PvStop()」
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PvGetServerName() 

接続ハンドルによって示される接続中のサーバー名を取得します。

ヘッダー ファ イル ： connect.h （「ヘッダー ファ イル」 も参照）

関数が最初に利用可能にな る ラ イ ブ ラ リ ： w3dbav75.dll （Windows） 、

libpsqldti.so （Linux） （「 リ ンク  ラ イブラ リ 」 も参照）

構文 BTI_SINT PvGetServerName(
BTI_LONG hConnection,
BTI_ULONG_PTR pBufSize,
BTI_CHAR_PTR serverName);

引数

戻り値

備考 実行が最初に呼び出された際には、 必要な初期化を行う必要があ り ます。

同時に複数の接続が可能です。

関連項目 「PvStart()」
「PvConnectServer()」
「PvDisconnect()」
「PvStop()」

In hConnection サーバーを識別する接続ハン ドル。 接続ハン ドルは

「PvConnectServer()」 関数によって取得されます。

In/Out pBufSize サーバー名を受け取るために割り当てられたバッファー

のサイズを格納する、 符号なし  Long 型のアドレス。

In/Out serverName 成功した場合はサーバー名が返され、失敗した場合は空

文字列が返されます。

P_OK 操作は成功しました。

P_E_INVALID_HANDLE 接続ハンドルが無効です。

P_E_NULL_PTR ヌル ポインターによる呼び出しです。

P_E_BUFFER_TOO_SMALL 文字列に対しバッファーが小さすぎます。この

場合、必要なバッファー サイズが pBufSize に返

されます。

P_E_FAIL 名前付きサーバーとの接続に失敗しました。
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PvGetSettingHelp() 

設定に関連するヘルプ文字列を取得します。

ヘッダー ファ イル ： config.h （「ヘッダー ファ イル」 も参照）

関数が最初に利用可能にな る ラ イ ブ ラ リ ： w3dbav75.dll （Windows） 、

libpsqldti.so （Linux） （「 リ ンク  ラ イブラ リ 」 も参照）

構文 BTI_SINT PvGetSettingHelp(
BTI_ULONG settingID,
BTI_ULONG_PTR pBufSize,
BTI_CHAR_PTR pHelpString);

引数

戻り値

備考 以下の前提条件を満たす必要があ り ます。

「PvStart()」 呼び出しによって DTI セッシ ョ ンが開始されている。

「PvConnectServer()」 によって接続が確立している。 ただし、 ローカル

マ シ ン で 操 作 を 実 行 す る 場 合 は、 接 続 ハ ン ド ル と し て

P_LOCAL_DB_CONNECTION を使用できます。

関連項目 「PvStart()」
「PvConnectServer()」
「PvGetCategoryList()」
「PvGetSettingList()」

In settingID 設 定 の 一 意 な 識 別 子。 設 定 の 一 覧 は、

「PvGetSettingList()」 から取得できます。

In/Out pBufSize 設定値を受け取るために割り当てられたバッファー

のサイズを格納する、 符号なし  Long 型のアド レス。

設定値の実際のサイズを受け取り ます。 サイズには

ヌル終端文字を含める必要があ り ます。

Out pHelpString 返された文字列値。

P_OK 操作は成功しました。

P_E_NULL_PTR ヌル ポインターによる呼び出しです。

P_E_BUFFER_TOO_SMALL 割り当てられたバッファーが小さすぎるので、表

示文字列は切り詰められます。 この場合、必要な

バッファー サイズが pBufSize に返されます。

P_E_FAIL その他の理由によ り失敗しました。
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「PvGetSettingInfo()」
「PvDisconnect()」
「PvStop()」
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PvGetSettingHelpSize() 

設定に関連するヘルプ文字列を取得します。

ヘッダー ファ イル ： config.h （「ヘッダー ファ イル」 も参照）

関数が最初に利用可能にな る ラ イ ブ ラ リ ： w3dbav78.dll （Windows） 、

libpsqldti.so （Linux） （「 リ ンク  ラ イブラ リ 」 も参照）

構文 BTI_SINT PvGetSettingHelpSize(
BTI_ULONG settingID,
BTI_ULONG_PTR pBufSize);

引数

戻り値

備考 以下の前提条件を満たす必要があ り ます。

「PvStart()」 呼び出しによって DTI セッシ ョ ンが開始されている。

「PvConnectServer()」 によって接続が確立している。 ただし、 ローカル

マ シ ン で 操 作 を 実 行 す る 場 合 は、 接 続 ハ ン ド ル と し て

P_LOCAL_DB_CONNECTION を使用できます。

関連項目 「PvStart()」
「PvConnectServer()」
「PvGetCategoryList()」
「PvGetSettingList()」
「PvGetSettingInfo()」
「PvDisconnect()」
「PvStop()」

In settingID 設 定 の 一 意 な 識 別 子。 設 定 の 一 覧 は、

「PvGetSettingList()」 から取得できます。

In/Out pBufSize 設定値を受け取るために割り当てられたバッファーの

サイズを格納する、符号なし  Long 型のアドレス。設定

値の実際のサイズを受け取り ます。 サイズにはヌル終

端文字を含める必要があ り ます。

P_OK 操作は成功しました。

P_E_NULL_PTR ヌル ポインターによる呼び出しです。
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PvGetSettingInfo() 

設定の設定情報を取得します。

ヘッダー ファ イル ： config.h （「ヘッダー ファ イル」 も参照）

関数が最初に利用可能にな る ラ イ ブ ラ リ ： w3dbav75.dll （Windows） 、

libpsqldti.so （Linux） （「 リ ンク  ラ イブラ リ 」 も参照）

構文 BTI_SINT PvGetSettingInfo(
BTI_LONG hConnection,
BTI_ULONG settingID,
PVSETTINGINFO* pSettingInfo);

引数

戻り値

備考 以下の前提条件を満たす必要があ り ます。

「PvStart()」 呼び出しによって DTI セッシ ョ ンが開始されている。

「PvConnectServer()」 によって接続が確立している。 ただし、 ローカル

マ シ ン で 操 作 を 実 行 す る 場 合 は、 接 続 ハ ン ド ル と し て

P_LOCAL_DB_CONNECTION を使用できます。

関連項目 「PvStart()」
「PvConnectServer()」
「PvGetCategoryList()」
「PvGetSettingList()」
「PvGetSettingHelp()」
「PvDisconnect()」
「PvStop()」

In hConnection サーバーを識別する接続ハンドル。接続ハンドルは

「PvConnectServer()」 関数によって取得されます。

In settingID 設 定 の 一 意 な 識 別 子。 設 定 の 一 覧 は、

「PvGetSettingList()」 から取得できます。

Out pSettingInfo 設定情報を受け取る  「PVSETTINGINFO」 構造体の

アドレス。

P_OK 操作は成功しました。

P_E_INVALID_HANDLE 接続ハンドルが無効です。

P_E_NULL_PTR ヌル ポインターによる呼び出しです。

P_E_FAIL その他の理由によ り失敗しました。
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PvGetSettingList() 

指定されたカテゴ リに属する設定の一覧を取得します。

ヘッダー ファ イル ： config.h （「ヘッダー ファ イル」 も参照）

関数が最初に利用可能にな る ラ イ ブ ラ リ ： w3dbav75.dll （Windows） 、

libpsqldti.so （Linux） （「 リ ンク  ラ イブラ リ 」 も参照）

構文 BTI_SINT PvGetSettingList(
BTI_LONG hConnection,
BTI_ULONG categoryID,
BTI_ULONG_PTR pNumSettings,
BTI_ULONG_PTR pSettingList);

引数

戻り値

備考 接続がリモート接続の場合、 カテゴ リのサーバー側の設定のみが返されま

す。接続がローカル接続の場合、このカテゴ リのク ライアン ト側とサーバー

側両方の設定が返されます。

設定項目に対する設定が現時点で可能であるかど う かを判断するには、

「PvIsSettingAvailable()」 を使用します。

In hConnection サーバーを識別する接続ハン ドル。 接続ハン ドルは

「PvConnectServer()」 関数によって取得されます。

In categoryID カテゴ リの一意な識別子。

Out pNumSettings 入力時は配列のサイズを格納し、戻り時は返された一

覧の項目数を受け取る、符号なし  Long 型のアドレス。

Out pSettingList 返される設定 ID の一覧へのポインター。

P_OK 操作は成功しました。

P_E_INVALID_HANDLE 接続ハンドルが無効です。

P_E_NULL_PTR ヌル ポインターによる呼び出しです。

P_E_BUFFER_TOO_SMALL 配列のサイズが小さすぎます。 この場合、必要

なサイズが pNumSettings に返されます。

P_E_FAIL その他の理由によ り失敗しました。
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以下の前提条件を満たす必要があ り ます。

「PvConnectServer()」 によって接続が確立している。 ただし、 ローカル

マ シ ン で 操 作 を 実 行 す る 場 合 は、 接 続 ハ ン ド ル と し て

P_LOCAL_DB_CONNECTION を使用できます。

関連項目 「PvStart()」
「PvConnectServer()」
「PvIsSettingAvailable()」
「PvGetSettingHelp()」
「PvGetSettingInfo()」
「PvGetSettingMap()」
「PvGetSettingUnits()」
「PvDisconnect()」
「PvStop()」
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PvGetSettingListCount() 

指定されたカテゴ リ に属する設定の数を取得し ます。 この数は、 後で

「PvGetSettingList()」 に渡す配列を割り当てるのに使用できます。

ヘッダー ファ イル ： config.h （「ヘッダー ファ イル」 も参照）

関数が最初に利用可能にな る ラ イ ブ ラ リ ： w3dbav78.dll （Windows） 、

libpsqldti.so （Linux） （「 リ ンク  ラ イブラ リ 」 も参照）

構文 BTI_SINT PvGetSettingListCount(
BTI_LONG hConnection,
BTI_ULONG categoryID,
BTI_ULONG_PTR pNumSettings);

引数

戻り値

備考 接続がリモート接続の場合、 カテゴ リのサーバー側の設定のみが返されま

す。接続がローカル接続の場合、このカテゴ リのク ライアン ト側とサーバー

側両方の設定が返されます。

設定項目に対する設定が現時点で可能であるかど う かを判断するには、

「PvIsSettingAvailable()」 を使用します。

以下の前提条件を満たす必要があ り ます。

「PvConnectServer()」 によって接続が確立している。 ただし、 ローカル

マ シ ン で 操 作 を 実 行 す る 場 合 は、 接 続 ハ ン ド ル と し て

P_LOCAL_DB_CONNECTION を使用できます。

In hConnection サーバーを識別する接続ハン ドル。 接続ハン ドルは

「PvConnectServer()」 関数によって取得されます。

In categoryID カテゴ リの一意な識別子。

Out pNumSettings 入力時は配列のサイズを格納し、戻り時は返された一

覧の項目数を受け取る、符号なし  Long 型のアドレス。

P_OK 操作は成功しました。

P_E_INVALID_HANDLE 接続ハンドルが無効です。

P_E_NULL_PTR ヌル ポインターによる呼び出しです。

P_E_FAIL その他の理由によ り失敗しました。
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関連項目 「PvStart()」
「PvConnectServer()」
「PvIsSettingAvailable()」
「PvGetSettingHelp()」
「PvGetSettingInfo()」
「PvGetSettingMap()」
「PvGetSettingUnits()」
「PvDisconnect()」
「PvStop()」
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PvGetSettingMap() 

設定のオプシ ョ ン ID と コンポーネン ト  ID を取得します。

ヘッダー ファ イル ： config.h （「ヘッダー ファ イル」 も参照）

関数が最初に利用可能にな る ラ イ ブ ラ リ ： w3dbav75.dll （Windows） 、

libpsqldti.so （Linux） （「 リ ンク  ラ イブラ リ 」 も参照）

構文 BTI_SINT PvGetSettingMap(
BTI_ULONG settingID,
BTI_WORD_PTR pComponentID,
BTI_WORD_PTR pOptionID);

引数

戻り値

備考 オプシ ョ ンおよびコ ンポーネン ト は、 設定を  DBUGetInfo または

DBUSetInfo 呼び出しにマップします。

関連項目 「PvStart()」
「PvConnectServer()」
「PvGetCategoryList()」
「PvGetSettingList()」
「PvDisconnect()」
「PvStop()」

In settingID 設 定 の 一 意 な 識 別 子。 設 定 の 一 覧 は、

「PvGetSettingList()」 から取得できます。

Out pComponentID コンポーネン ト用の符号なし  Short 型のアドレス。

Out pOptionID オプシ ョ ン用の符号なし  Short 型のアドレス。

P_OK 操作は成功しました。

P_E_NULL_PTR ヌル ポインターによる呼び出しです。

P_E_FAIL その他の理由によ り失敗しました。
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PvGetSettingUnits() 

デフォルト単位と推奨ファ クターを取得します。 この関数は、Long 型整数

の設定にのみ有効です。

ヘッダー ファ イル ： config.h （「ヘッダー ファ イル」 も参照）

関数が最初に利用可能にな る ラ イ ブ ラ リ ： w3dbav75.dll （Windows） 、

libpsqldti.so （Linux） （「 リ ンク  ラ イブラ リ 」 も参照）

構文 BTI_SINT PvGetSettingUnits(
BTI_LONG hConnection,
BTI_ULONG settingID,
BTI_ULONG_PTR pBufSize,
BTI_CHAR_PTR pValue,
BTI_ULONG_PTR pFactor,
BTI_ULONG_PTR pFBufSize,
BTI_CHAR_PTR pFValue);

引数

In hConnection サーバーを識別する接続ハン ドル。 接続ハン ドルは

「PvConnectServer()」 関数によって取得されます。

In settingID 設 定 の 一 意 な 識 別 子。 設 定 の 一 覧 は、

「PvGetSettingList()」 から取得できます。

In/Out pBufSize デフォルト単位の文字列を受け取るために割り当てら

れたバッファーのサイズを格納する、符号なし  Long 型
のアドレス。 デフォルト単位の文字列の実際のサイズ

を受け取り ます。 サイズにはヌル終端文字を含める必

要があ り ます。

Out pValue 返されたデフォルト値の文字列。

Out pFactor ファ ク ター用の符号なし  Long 型のアドレス。

In/Out pFBufSize 「ファ ク ター」単位の文字列を受け取るために割り当て

られたバッファーのサイズを格納する、符号なし  Long
型のアドレス。 デフォルト単位の文字列の実際のサイ

ズを受け取り ます。 サイズにはヌル終端文字を含める

必要があ り ます。

Out pFValue 返されたファ ク ター値の文字列。
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戻り値

備考 以下の前提条件を満たす必要があ り ます。

「PvConnectServer()」 によって接続が確立している。 ただし、 ローカル

マ シ ン で 操 作 を 実 行 す る 場 合 は、 接 続 ハ ン ド ル と し て

P_LOCAL_DB_CONNECTION を使用できます。

関連項目 「PvStart()」
「PvConnectServer()」
「PvGetCategoryList()」
「PvGetSettingList()」
「PvDisconnect()」
「PvStop()」

P_OK 操作は成功しました。

P_E_NULL_PTR ヌル ポインターによる呼び出しです。

P_E_INVALID_DATA_TYPE 要求された設定は Long 型整数の設定ではあ り

ません。

P_E_BUFFER_TOO_SMALL 文字列に対しバッファーが小さすぎます。この

場合、 必要なバッファー サイズが pBufSize に
返されます。

P_E_FAIL 名前付きサーバーとの接続に失敗しました。
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PvGetSettingUnitsSize() 

「PvGetSettingUnits()」 呼び出しで情報を取得するために必要なバッファー

のサイズをバイ ト数で返します。

ヘッダー ファ イル ： config.h （「ヘッダー ファ イル」 も参照）

関数が最初に利用可能にな る ラ イ ブ ラ リ ： w3dbav78.dll （Windows） 、

libpsqldti.so （Linux） （「 リ ンク  ラ イブラ リ 」 も参照）

構文 BTI_SINT PvGetSettingUnitsSize(
BTI_LONG hConnection,
BTI_ULONG settingID,
BTI_ULONG_PTR pBufSize,
BTI_ULONG_PTR pFBufSize);

引数

戻り値

備考 以下の前提条件を満たす必要があ り ます。

「PvConnectServer()」 によって接続が確立している。 ただし、 ローカル

マ シ ン で 操 作 を 実 行 す る 場 合 は、 接 続 ハ ン ド ル と し て

P_LOCAL_DB_CONNECTION を使用できます。

In hConnection サーバーを識別する接続ハンドル。 接続ハンドルは

「PvConnectServer()」 関数によって取得されます。

In settingID 設 定 の 一 意 な 識 別 子。 設 定 の 一 覧 は、

「PvGetSettingList()」 から取得できます。

In/Out pBufSize デフォル ト単位の文字列を受け取るために割り当て

られたバッ フ ァーのサイズを格納する、 符号なし

Long 型のアドレス。 デフォルト単位の文字列の実際

のサイズを受け取り ます。 サイズにはヌル終端文字

を含める必要があ り ます。

In/Out pFBufSize 「ファ ク ター」 単位の文字列を受け取るために割り当

てられたバッファーのサイズを格納する、 符号なし

Long 型のアドレス。 デフォルト単位の文字列の実際

のサイズを受け取り ます。 サイズにはヌル終端文字

を含める必要があ り ます。

P_OK 操作は成功しました。

P_E_NULL_PTR ヌル ポインターによる呼び出しです。

P_E_INVALID_DATA_TYPE 要求された設定は Long 型整数の設定ではあ り

ません。
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DTI 関数の定義
関連項目 「PvStart()」
「PvConnectServer()」
「PvGetCategoryList()」
「PvGetSettingList()」
「PvDisconnect()」
「PvStop()」
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Distributed Tuning Interface のリ フ ァ レンス
PvGetSQLConnectionsData() 

SQL 接続マネージャーへの接続数と、その接続に関連する情報をすべて取

得します。

ヘッダー ファ イル ： monitor.h （「ヘッダー ファ イル」 も参照）

関数が最初に利用可能にな る ラ イ ブ ラ リ ： w3dbav75.dll （Windows） 、

libpsqldti.so （Linux） （「 リ ンク  ラ イブラ リ 」 も参照）

構文 BTI_SINT PvGetSQLConnectionsData(
BTI_LONG hConnection,
BTI_ULONG_PTR pCount);

引数

戻り値

備考 情報は、SQL 接続に関連する以降の呼び出しのために、DTI によってキャ ッ

シュされます。 この関数は、 SQL 接続の情報を取得するほかの関数よ り も

先に呼び出される必要があ り ます。

以下の前提条件を満たす必要があ り ます。

「PvConnectServer()」 によって接続が確立している。 ただし、 ローカル

マ シ ン で 操 作 を 実 行 す る 場 合 は、 接 続 ハ ン ド ル と し て

P_LOCAL_DB_CONNECTION を使用できます。

次の事後条件を満たす必要があ り ます。

呼 び 出 し 元 は、 キ ャ ッ シ ュ 情 報 が 必 要 で な く な っ た ら、

「PvFreeSQLConnectionsData()」 を呼び出してキャ ッシュ情報を解放す

る。

In hConnection サーバーを識別する接続ハン ドル。 接続ハン ドルは

「PvConnectServer()」 関数によって取得されます。

Out pCount SQL 接続の数を受け取る、符号なし  Long 型のアドレス。

P_OK 操作は成功しました。

P_E_INVALID_HANDLE 接続ハンドルが無効です。

P_E_NULL_PTR ヌル ポインターによる呼び出しです。

P_E_FAIL その他の理由によ り失敗しました。
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DTI 関数の定義
関連項目 「PvStart()」
「PvConnectServer()」
「PvGetMkdeCommStat()」
「PvGetSQLConnectionInfo()」
「PvFreeSQLConnectionsData()」
「PvDisconnect()」
「PvStop()」
177



Distributed Tuning Interface のリ フ ァ レンス
PvGetSQLConnectionInfo() 

SQL 接続の情報を照会します。

ヘッダー ファ イル ： monitor.h （「ヘッダー ファ イル」 も参照）

関数が最初に利用可能にな る ラ イ ブ ラ リ ： w3dbav75.dll （Windows） 、

libpsqldti.so （Linux） （「 リ ンク  ラ イブラ リ 」 も参照）

構文 BTI_SINT PvGetSQLConnectionInfo(
BTI_LONG hConnection,
BTI_ULONG sequence,
PVSQLCONNINFO* pSQLConnInfo);

引数

戻り値

備考 以下の前提条件を満たす必要があ り ます。

「PvConnectServer()」 によって接続が確立している。 ただし、 ローカル

マ シ ン で 操 作 を 実 行 す る 場 合 は、 接 続 ハ ン ド ル と し て

P_LOCAL_DB_CONNECTION を使用できます。

「PvGetSQLConnectionsData()」 呼び出しによって、 SQL 接続のデータ

が取得されている。

呼び出し元に既に、 有効な SQL 接続シーケンスがある。

In hConnection サーバーを識別する接続ハン ドル。 接続ハン ドルは

「PvConnectServer()」 関数によって取得されます。

In sequence SQL 接続のシーケンス番号 （0 基準）。

「PvGetSQLConnectionsData()」 によって取得される  SQL 
接続の数を上限と した、 有効な範囲内の番号でなけれ

ばなり ません。

Out pSQLConnInfo SQL 接続に関する情報を受け取る  「PVSQLCONNINFO」

構造体のアドレス。

P_OK 操作は成功しました。

P_E_INVALID_HANDLE hConnection パラ メーターは、 有効な接続ハンド

ルではあ り ません。

P_E_DATA_UNAVAILABLE SQL 接続に関連するデータがあ り ません。

P_E_NULL_PTR pSQLConnInfo ポインターはヌルです。

P_E_INVALID_SEQUENCE シーケンス番号が無効です。

P_E_FAIL 名前付きサーバーからの切断に失敗しました。
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DTI 関数の定義
関連項目 「PvStart()」
「PvConnectServer()」
「PvGetSQLConnectionsData()」
「PvFreeSQLConnectionsData()」
「PvDisconnect()」
「PvStop()」
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Distributed Tuning Interface のリ フ ァ レンス
PvGetStringType() 

PVSETTING_STRING 設定に関する追加情報を取得します。 これは、 文字

列型の設定にのみ適用されます。

ヘッダー ファ イル ： config.h （「ヘッダー ファ イル」 も参照）

関数が最初に利用可能にな る ラ イ ブ ラ リ ： w3dbav75.dll （Windows） 、

libpsqldti.so （Linux） （「 リ ンク  ラ イブラ リ 」 も参照）

構文 BTI_SINT PvGetStringType(
BTI_LONG hConnection,
BTI_ULONG settingID,
BTI_ULONG_PTR pTypeString);

引数

戻り値

備考 以下の前提条件を満たす必要があ り ます。

「PvConnectServer()」 によって接続が確立している。 ただし、 ローカル

マ シ ン で 操 作 を 実 行 す る 場 合 は、 接 続 ハ ン ド ル と し て

P_LOCAL_DB_CONNECTION を使用できます。

以下に、 返される可能性のある  PVSETTING_STRING のサブタイプを示し

ます。

PVSTRING  // ディ レク ト リでもファ イルでもない文字列

PVFILESTRING  // ファ イルへのパスを示す文字列

PVDIRECTORYSTRING // ディレク ト リ を示す文字列

サブタイプは config.h に定義されています。

In hConnection サーバーを識別する接続ハンドル。接続ハンドルは

「PvConnectServer()」 関数によって取得されます。

In settingID 設 定 の 一 意 な 識 別 子。 設 定 の 一 覧 は、

「PvGetSettingList()」 から取得できます。

Out pTypeString 返される  PVSETTING_STRING のサブタイプ。

P_OK 操作は成功しました。

P_E_NULL_PTR ヌル ポインターによる呼び出しです。

P_E_INVALID_DATA_TYPE 要求された設定は文字列型の設定ではあ り ま

せん。

P_E_FAIL その他の理由によ り失敗しました。
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DTI 関数の定義
関連項目 「PvStart()」
「PvConnectServer()」
「PvGetCategoryList()」
「PvGetSettingList()」
「PvGetStringValue()」
「PvSetStringValue()」
「PvDisconnect()」
「PvStop()」
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Distributed Tuning Interface のリ フ ァ レンス
PvGetStringValue() 

whichData によって指定されるデータ  ソースから、文字列型の設定の値（ヌ

ル終端文字列） を取得します。 設定によっては、 セ ミ コロン （;） で区切ら

れた文字列の一覧が返されます。

ヘッダー ファ イル ： config.h （「ヘッダー ファ イル」 も参照）

関数が最初に利用可能にな る ラ イ ブ ラ リ ： w3dbav75.dll （Windows） 、

libpsqldti.so （Linux） （「 リ ンク  ラ イブラ リ 」 も参照）

構文 BTI_SINT PvGetStringValue(
BTI_LONG hConnection,
BTI_ULONG settingID,
BTI_ULONG_PTR pBufSize,
BTI_CHAR_PTR value,
BTI_SINT whichData);

引数

戻り値

In hConnection サーバーを識別する接続ハンドル。 接続ハンドルは

「PvConnectServer()」 関数によって取得されます。

In settingID 設 定 の 一 意 な 識 別 子。 設 定 の 一 覧 は、

「PvGetSettingList()」 から取得できます。

In/Out pBufSize 設定値を受け取るために割り当てられたバッファー

のサイズを格納する、 符号なし  Long 型のアドレス。

設定値の実際のサイズを受け取り ます。

Out value 設定値を受け取る  Long 型整数変数のアドレス。

In whichData どちらの値を要求するかを示すフラグ。

PVDATA_DEFAULT はデフォルト値を返します。

PVDATA_CURRENT は現在値を返します。

P_OK 操作は成功しました。

P_E_INVALID_HANDLE 接続ハンドルが無効です。

P_E_NULL_PTR ヌル ポインターによる呼び出しです。

P_E_INVALID_DATA_TYPE 要求された設定は文字列型の設定ではあ り ませ

ん。

P_E_BUFFER_TOO_SMALL 文字列に対し、割り当てられたバッファーが小さ

すぎます。 返された文字列は切り詰められます。

この場合、必要なサイズが pBufSize に返されます。

P_E_FAIL その他の理由によ り失敗しました。
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DTI 関数の定義
備考 以下の前提条件を満たす必要があ り ます。

「PvConnectServer()」 によって接続が確立している。 ただし、 ローカル

マ シ ン で 操 作 を 実 行 す る 場 合 は、 接 続 ハ ン ド ル と し て

P_LOCAL_DB_CONNECTION を使用できます。

関連項目 「PvStart()」
「PvConnectServer()」
「PvGetCategoryList()」
「PvGetSettingList()」
「PvGetStringType()」
「PvSetStringValue()」
「PvGetStringValueSize()」
「PvDisconnect()」
「PvStop()」
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Distributed Tuning Interface のリ フ ァ レンス
PvGetStringValueSize() 

whichData によって指定されるデータ  ソースから、文字列型の設定の値（ヌ

ル終端文字列） を取得します。 設定によっては、 セ ミ コロン （;） で区切ら

れた文字列の一覧が返されます。

ヘッダー ファ イル ： config.h （「ヘッダー ファ イル」 も参照）

関数が最初に利用可能にな る ラ イ ブ ラ リ ： w3dbav78.dll （Windows） 、

libpsqldti.so （Linux） （「 リ ンク  ラ イブラ リ 」 も参照）

構文 BTI_SINT PvGetStringValueSize(
BTI_LONG hConnection,
BTI_ULONG settingID,
BTI_ULONG_PTR pBufSize,
BTI_SINT whichData);

引数

戻り値

In hConnection サーバーを識別する接続ハンドル。 接続ハンドルは

「PvConnectServer()」 関数によって取得されます。

In settingID 設 定 の 一 意 な 識 別 子。 設 定 の 一 覧 は、

「PvGetSettingList()」 から取得できます。

In/Out pBufSize 設定値を受け取るために割り当てられたバッファー

のサイズを格納する、 符号なし  Long 型のアドレス。

設定値の実際のサイズを受け取り ます。

In whichData どちらの値を要求するかを示すフラグ。

PVDATA_DEFAULT はデフォルト値を返します。

PVDATA_CURRENT は現在値を返します。

P_OK 操作は成功しました。

P_E_INVALID_HANDLE 接続ハンドルが無効です。

P_E_NULL_PTR ヌル ポインターによる呼び出しです。

P_E_INVALID_DATA_TYPE 要求された設定は文字列型の設定ではあ り ま

せん。

P_E_FAIL その他の理由によ り失敗しました。
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DTI 関数の定義
備考 以下の前提条件を満たす必要があ り ます。

「PvConnectServer()」 によって接続が確立している。 ただし、 ローカル

マ シ ン で 操 作 を 実 行 す る 場 合 は、 接 続 ハ ン ド ル と し て

P_LOCAL_DB_CONNECTION を使用できます。

関連項目 「PvStart()」
「PvConnectServer()」
「PvGetCategoryList()」
「PvGetSettingList()」
「PvGetStringType()」
「PvSetStringValue()」
「PvDisconnect()」
「PvStop()」
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Distributed Tuning Interface のリ フ ァ レンス
PvGetTable() 

指定されたテーブルのテーブル属性を返します。

ヘッダー ファ イル ： ddf.h （「ヘッダー ファ イル」 も参照）

関数が最初に利用可能にな る ラ イ ブ ラ リ ： w3dbav75.dll （Windows） 、

libpsqldti.so （Linux） （「 リ ンク  ラ イブラ リ 」 も参照）

構文 PRESULT PvGetTable(
WORD dictHandle,
LPSTR tableName,
TABLEINFO** tableProps,
COLUMNMAP** columnList,
WORD* columnCount,
INDEXMAP** indexList,
WORD* indexCount);

引数

戻り値

備考 まず 「PvOpenDatabase()」 を使用して、辞書を正常に開く必要があ り ます。

tableProps、 indexList、および columnList 配列は、 PvFreeTable を使って解放

する必要があ り ます。

In dictHandle 「PvOpenDatabase()」 によって返される、開いている

辞書のハンドル。

In tableName 取得するテーブルの名前。

Out tableProps テーブル情報を含む構造体。

Out columnList テーブルに定義された列の配列。

Out columnCount columnList 内の列数。

Out indexList テーブルに定義されたセグメン トの配列。

Out indexCount indexList 配列内のインデッ クスの数。

PCM_Success 操作は成功しました。

PCM_errFailed 一般エラーが発生しました。

PCM_errMemoryAllocation メモ リの割り当て中にエラーが発生しました。

PCM_errInvalidDictionaryHandle 指定された辞書ハンドルは存在しません。
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DTI 関数の定義
関連項目 「PvStart()」
「PvOpenDatabase()」
「PvGetTableNames()」
「PvFreeTable()」
「PvFreeTableNames()」
「PvCloseDictionary()」
「PvStop()」
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Distributed Tuning Interface のリ フ ァ レンス
PvGetTableNames() 

開いているデータ辞書にあるすべてのテーブル名を返します。

ヘッダー ファ イル ： ddf.h （「ヘッダー ファ イル」 も参照）

関数が最初に利用可能にな る ラ イ ブ ラ リ ： w3dbav75.dll （Windows） 、

libpsqldti.so （Linux） （「 リ ンク  ラ イブラ リ 」 も参照）

構文 PRESULT PvGetTableNames(
WORD dictHandle,
TABLEMAP** tableList,
WORD* tableCount);

引数

戻り値

備考 まず 「PvOpenDatabase()」 を使用して、辞書を正常に開く必要があ り ます。

tableList 配列は 「PvFreeTableNames()」 を使って解放する必要があ り ます。

特定のテーブルについての詳しい情報は、 「PvGetTable()」 を使って取得で

きます。

関連項目 「PvStart()」
「PvOpenDatabase()」
「PvGetTable()」
「PvFreeTable()」
「PvFreeTableNames()」
「PvCloseDictionary()」
「PvStop()」

In dictHandle 「PvOpenDatabase()」 によって返される、開いている辞

書のハンドル。

Out tableList テーブル名を格納する  「TABLEMAP」 構造体の配列。

Out tableCount tableList に返されるテーブル名の数。

PCM_Success 操作は成功しました。

PCM_errFailed 操作は成功しませんでした。

PCM_errMemoryAllocation メモ リの割り当て中にエラーが発生しました。

PCM_errInvalidDictionaryHandle 「PvOpenDatabase()」によって取得された特定の

辞書ハンドルが無効です。
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DTI 関数の定義
PvGetTableStat() 

指定されたテーブルの統計情報を返します。

ヘッダー ファ イル ： ddf.h （「ヘッダー ファ イル」 も参照）

関数が最初に利用可能にな る ラ イ ブ ラ リ ： w3dbav90.dll （Windows） 、

libpsqldti.so （Linux） （「 リ ンク  ラ イブラ リ 」 も参照）

構文 PRESULT DDFAPICALLTYPE PvGetTableStat(
BTI_WORD dbHandle,
const BTI_CHAR* tableName,
TABLESTAT* tableStat);

引数

戻り値

備考 まず 「PvOpenDatabase()」 を使用して、 データベース  ハンドルを取得する

必要があ り ます。

特定のテーブルについての詳しい情報は、 「PvGetTable()」 を使って取得で

きます。

関連項目 「PvCloseDatabase()」
「PvFreeTable()」
「PvFreeTableNames()」
「PvGetTable()」
「PvGetTableStat2()」
「PvOpenDatabase()」
「PvStart()」
「PvStop()」

In dbHandle 「PvOpenDatabase()」 によって返される、開いている

辞書のハンドル。

In tableName 統計情報を取得したいテーブル名。

Out tableStat テーブル統計情報を含む 「TABLESTAT」 構造体。

PCM_Success 操作は成功しました。

PCM_errFailed 操作は成功しませんでした。

PCM_errMemoryAllocation メモ リの割り当て中にエラーが発生しました。

PCM_errInvalidDictionaryHandle 「PvOpenDatabase()」 によ って取得された特定

の辞書ハンドルが無効です。

PCM_errTableNotFound 指定されたテーブルが見つかり ません。
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Distributed Tuning Interface のリ フ ァ レンス
PvGetTableStat2() 

指定されたテーブルの統計情報を返します。これにはそのデータ  ファ イル

が圧縮データ  ページを使用しているかど うかを含みます。『Pervasive PSQL
Programmer's Guide』 の 「ページ レベル圧縮を用いたファ イルの作成」 お

よび 『Advanced Operations Guide』 の 「レコードおよびページ圧縮」 を参照

してください。

ヘッダー ファ イル ： ddf.h （「ヘッダー ファ イル」 も参照）

関数が最初に利用可能にな る ラ イ ブ ラ リ ： w3dbav90.dll （Windows） 、

libpsqldti.so （Linux） （「 リ ンク  ラ イブラ リ 」 も参照）

構文 PRESULT DDFAPICALLTYPE PvGetTableStat2(
BTI_WORD dbHandle,
const BTI_CHAR* tableName,
TABLESTAT* tableStat);

引数

戻り値

備考 まず 「PvOpenDatabase()」 を使用して、 データベース  ハンドルを取得する

必要があ り ます。

特定のテーブルについての詳しい情報は、 「PvGetTable()」 を使って取得で

きます。

詳細については、 「TABLESTAT2 と  TABLESTAT の相違点」 を参照して く

ださい。

In dbHandle 「PvOpenDatabase()」 によって返される、開いている

辞書のハンドル。

In tableName 統計情報を取得したいテーブル名。

Out tableStat テーブル統計情報を含む 「TABLESTAT」 構造体。

PCM_Success 操作は成功しました。

PCM_errFailed 操作は成功しませんでした。

PCM_errMemoryAllocation メモ リの割り当て中にエラーが発生しました。

PCM_errInvalidDictionaryHandle 「PvOpenDatabase()」 によって取得された特定

の辞書ハンドルが無効です。

PCM_errTableNotFound 指定されたテーブルが見つかり ません。
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DTI 関数の定義
関連項目 「PvGetTableStat()」
「PvStart()」
「PvOpenDatabase()」
「PvOpenDatabase()」
「PvGetTable()」
「PvFreeTable()」
「PvFreeTableNames()」
「PvCloseDictionary()」
「PvCloseDatabase()」
「PvStop()」
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Distributed Tuning Interface のリ フ ァ レンス
PvGetValueLimit() 

Long 型の設定の上限および下限を取得します。

ヘッダー ファ イル ： config.h （「ヘッダー ファ イル」 も参照）

関数が最初に利用可能にな る ラ イ ブ ラ リ ： w3dbav75.dll （Windows） 、

libpsqldti.so （Linux） （「 リ ンク  ラ イブラ リ 」 も参照）

構文 BTI_SINT PvGetValueLimit(
BTI_LONG hConnection,
BTI_ULONG settingID,
BTI_LONG_PTR pMaxValue,
BTI_LONG_PTR pMinValue);

引数

戻り値

In hConnection サーバーを識別する接続ハン ド ル。 接続ハン ド ルは

「PvConnectServer()」 関数によって取得されます。

In settingID 設定の一意な識別子。設定の一覧は、「PvGetSettingList()」
から取得できます。

Out pMaxValue 上限値を受け取る  Long 型整数のアドレス。こ こにヌルが

渡された場合は、 返す値があ り ません。

負の値が返された場合は、 次のよ うに解釈します。

/* 最大有効メモリ またはディ スク  サイズ */
P_MAX_MEM_DISK_SIZE   -129

/* 使用可能なディ スク  スペースによって制限される最大

サイズ */
P_MAX_LIMITED_BY_DISK  -2

/* 使用可能なメモ リによって制限される最大サイズ */
P_MAX_LIMITED_BY_MEMORY  -1

Out pMinValue 下限値を受け取る  Long 型整数のアドレス。こ こにヌルが

渡された場合は、 返す値があ り ません。

P_OK 操作は成功しました。

P_E_INVALID_HANDLE 接続ハンドルが無効です。

P_E_INVALID_DATA_TYPE 要求された設定は Long 型の設定ではあ り ま

せん。

P_E_FAIL その他の理由によ り失敗しました。
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備考 以下の前提条件を満たす必要があ り ます。

「PvConnectServer()」 によって接続が確立している。 ただし、 ローカル

マ シ ン で 操 作 を 実 行 す る 場 合 は、 接 続 ハ ン ド ル と し て

P_LOCAL_DB_CONNECTION を使用できます。

関連項目 「PvStart()」
「PvConnectServer()」
「PvGetCategoryList()」
「PvGetSettingList()」
「PvGetLongValue()」
「PvSetLongValue()」
「PvDisconnect()」
「PvStop()」
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PvIsDatabaseSecured() 

指定されたデータベースにセキュ リティが設定されているかど うかを判断

します。

ヘッダー ファ イル ： security.h （「ヘッダー ファ イル」 も参照）

関数が最初に利用可能にな る ラ イ ブ ラ リ ： w3dbav90.dll （Windows） 、

libpsqldti.so （Linux） （「 リ ンク  ラ イブラ リ 」 も参照）

構文 BTI_API PvIsDatabaseSecured(
BTI_LONG hConnection,
BTI_CHAR_PTR dbName,
BTI_LONG_PTR secured);

引数

戻り値

備考 以下の前提条件を満たす必要があ り ます。

「PvStart()」 呼び出しによって DTI セッシ ョ ンが開始されている。

「PvConnectServer()」 によって接続が確立している。 ただし、 ローカル

マシンでオペレーシ ョ ンを実行する場合は、 接続ハン ドルと して

P_LOCAL_DB_CONNECTION を使用できます。

関連項目 「PvStart()」
「PvConnectServer()」
「PvOpenDatabase()」

In hConnection サーバーを識別する接続ハン ド ル。 接続ハン ド ルは

「PvConnectServer()」 関数によって取得されます。

In dbName 調べるデータベースの名前。

Out secured 1 ： データベースにセキュ リ ティが設定されている場合

0：データベースにセキュ リ ティが設定されていない場合

P_OK 操作は成功しました。

P_E_INVALID_HANDLE 接続ハンドルが無効です。

P_E_NULL_PTR ヌル ポインターによる呼び出しです。

P_E_ACCESS_RIGHT 操作を実行するための十分なアクセス権があ り ま

せん。

P_E_FAIL その他の理由によ りデータベースを開けませんで

した。
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「PvSecureDatabase()」
「PvUnSecureDatabase()」
「PvCloseDatabase()」
「PvDisconnect()」
「PvStop()」
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PvIsSettingAvailable() 

設定に利用できる設定項目かど うかを照会します。

ヘッダー ファ イル ： config.h （「ヘッダー ファ イル」 も参照）

関数が最初に利用可能にな る ラ イ ブ ラ リ ： w3dbav75.dll （Windows） 、

libpsqldti.so （Linux） （「 リ ンク  ラ イブラ リ 」 も参照）

構文 BTI_SINT PvIsSettingAvailable(
BTI_LONG hConnection,
BTI_ULONG settingID);

引数

戻り値

備考 以下の前提条件を満たす必要があ り ます。

「PvConnectServer()」 によって接続が確立している。 ただし、 ローカル

マ シ ン で 操 作 を 実 行 す る 場 合 は、 接 続 ハ ン ド ル と し て

P_LOCAL_DB_CONNECTION を使用できます。

設定へアクセスするのに権利が不十分であった り、 指定した設定 ID が存

在しないために、 設定を利用できない場合があ り ます。

関連項目 「PvStart()」
「PvConnectServer()」
「PvGetCategoryList()」
「PvGetSettingList()」
「PvDisconnect()」
「PvStop()」

In hConnection サーバーを識別する接続ハンドル。接続ハンドルは

「PvConnectServer()」 関数によって取得されます。

In settingID 設定の一意な識別子。

0 設定は利用できません。

0 以外 設定は利用できます。
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PvListDSNs() 

Pervasive ODBC エンジン インターフェイスのシステムのデータ  ソース名

（DSN） の一覧を取得します。

ヘッダー ファ イル ： catalog.h （「ヘッダー ファ イル」 も参照）

関数が最初に利用可能にな る ラ イ ブ ラ リ ： w3dbav75.dll （Windows） 、

libpsqldti.so （Linux） （「 リ ンク  ラ イブラ リ 」 も参照）

この関数を Pervasive PSQL v11 以降のバージ ョ ンで使用するこ とは推奨さ

れません。 ク ライアン ト  DSN を使った作業には、ODBC API を使用して く

ださい。

構文 BTI_API PvListDSNs(
BTI_LONG hConnection,
BTI_ULONG_PTR pdsnListSize,
BTI_CHAR_PTR pdsnList,
BTI_CHAR filtering);

引数

戻り値

In hConnection サーバーを識別する接続ハン ドル。 接続ハン ドルは

「PvConnectServer()」 関数によって取得されます。

In/Out pdsnListSize DSN 一覧のためのバッファー サイズを格納する、符号

なし  Long 型のアドレス。 返される  DSN 一覧の実際の

サイズを受け取り ます。

Out pdsnList 成功した場合は DSN の一覧が格納されます。

In filtering システムの Pervasive エンジン DSN だけが必要な場合

は 1 を設定します。すべての DSN が必要な場合は 0 を
設定します。

P_OK 操作は成功しました。

P_E_INVALID_HANDLE 接続ハンドルが無効です。

P_E_NULL_PTR ヌル ポインターによる呼び出しです。

P_E_BUFFER_TOO_SMALL 文字列に対しバッファーが小さすぎます。 この

場合、 必要なバッファー サイズが pdsnListSize
に返されます。

P_E_FAIL その他の理由によ り失敗しました。
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備考 以下の前提条件を満たす必要があ り ます。

「PvConnectServer()」 によって接続が確立している。 ただし、 ローカル

マ シ ン で 操 作 を 実 行 す る 場 合 は、 接 続 ハ ン ド ル と し て

P_LOCAL_DB_CONNECTION を使用できます。

ユーザーにロ グ イ ン要求を し ないで DSN の一覧を取得するには、

「PvConnectServer()」 を使ってサーバー接続を確立する と き、 userName と
password に空文字列を渡します。

メ モ  userName と  password に空文字列を渡して確立した接続は、 セ

キュ リ ティで保護されていない接続であるため、 DTI のこれ以外のほ

とんどの操作を実行するのに十分なアクセス権を持たない接続とな り

ます。

例 BTI_WORD           res = 0;
BTI_ULONG          dsncount = 0;
BTI_ULONG          dsnListSize = 0;
BTI_CHAR           * dsnList;

// MAX_DSN_NAME_LENGTH は catalog.h 内で
// 32 に定義されている
res = PvCountDSNs (hConnection,
                   &dsnCount,
                   1);
dsnlistSize = dsnCount * (MAX_DSN_NAME_LENGTH+1);
dsnList = new char[dsnListSize];
res = PvListDSNs (hConnection,
                  &dsnListSize,
                  dsnList,
                  1);

関連項目 「PvStart()」
「PvConnectServer()」
「PvCountDSNs()」
「PvGetDSN()」
「PvDisconnect()」
「PvStop()」
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PvModifyDatabase() 

新しいデータベース名、辞書パス、データ  パス、およびデータベース  フラ

グに指定された情報を使用して、 既存のデータベースを変更します。

ヘッダー ファ イル ： catalog.h （「ヘッダー ファ イル」 も参照）

関数が最初に利用可能にな る ラ イ ブ ラ リ ： w3dbav75.dll （Windows） 、

libpsqldti.so （Linux） （「 リ ンク  ラ イブラ リ 」 も参照）

構文 BTI_API PvModifyDatabase(
BTI_LONG hConnection,
BTI_CHAR_PTR dbNameExisting,
BTI_CHAR_PTR dbNameNew,
BTI_CHAR_PTR dictPath,
BTI_CHAR_PTR dataPath,
BTI_ULONG dbFlags);

引数

In hConnection サーバーを識別する接続ハンドル。接続ハンドルは

「PvConnectServer()」 関数によって取得されます。

In dbNameExisting 既存のデータベース名。

In dbNameNew 新規のデータベース名。データベース名を変更しな

い場合は、 このパラ メーターにヌルを設定します。

In dictPath 辞書パス。

In dataPath データ  パス。デフォルトのデータ  パス （つま り、辞

書パス と同じパス） を使用するには、 この値にヌル

を設定します。

複数のパスに保存された ト ランザクシ ョナル イン

ターフェイス  データ  ファ イルを含んでいるデータ

ベースを変更する場合は、 このパラ メーターにセミ

コロン （;） で区切られた一覧を指定します。たとえ

ば、 次のよ うにします。
C:\data\path1;C:\data\path2
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戻り値

備考 以下の前提条件を満たす必要があ り ます。

「PvStart()」 呼び出しによって DTI セッシ ョ ンが開始されている。

「PvConnectServer()」 によって接続が確立している。 ただし、 ローカル

マシンでオペレーシ ョ ンを実行する場合は、 接続ハン ドルと して

P_LOCAL_DB_CONNECTION を使用できます。

Btrieve セキュ リ テ ィ  ポ リ シー

次の表は、新規データベースでセキュ リティ  モデルを指定する方法、およ

び既存データベースのセキュ リ テ ィ  モデルを解釈する方法を示していま

す。 セキュ リ ティにほかのフラグの組み合わせを使用する と、 ステータス

コード  7024 が返される結果となり ます。

In dbFlags データベース  フラグ。P_DBFLAG_ 定数を組み合わ

せて指定できます。

P_DBFLAG_RI （参照整合性およびト リガーを含む、

整合性制約を設定します。）

P_DBFLAG_BOUND （データベース名を辞書にスタ

ンプし、 そのデータベースのみが DDF を使用でき

るよ うにします。）

P_DBFLAG_DBSEC_AUTHENTICATION （デ ー タ

ベース  セキュ リ テ ィ認証の混合セキュ リ テ ィ を使

用します。 「Btrieve セキュ リティ  ポ リシー」 を参照

して ください）。

P_DBFLAG_DBSEC_AUTHORIZATION （デ ー タ

ベース  セキュ リ テ ィ認証のデータベース  セキュ リ

ティ  ポ リシーを使用します。 「Btrieve セキュ リ ティ

ポ リ シー」 を参照してください）。

P_DBFLAG_LONGMETADATA （メ タデータ  バー

ジ ョ ン 2 を使用します。「メ タデータのバージ ョ ン」

を参照して ください）。

P_OK 操作は成功しました。

P_E_INVALID_HANDLE 接続ハンドルが無効です。

P_E_NULL_PTR ヌル ポインターによる呼び出しです。

P_E_ACCESS_RIGHT 操作を実行するための十分なアクセス権があ り ま

せん。

P_E_NOT_EXIST 名前付きデータベースがサーバー上にあ り ません。

P_E_FAIL その他の理由によ り失敗しました。
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関連項目 「PvStart()」
「PvConnectServer()」
「PvCreateDatabase()」
「PvGetDbNamesData()」
「PvGetDbName()」
「PvGetDbFlags()」
「PvGetDbDataPath()」
「PvGetDbDictionaryPath()」
「PvGetDbServerName()」
「PvFreeDbNamesData()」
「PvDisconnect()」
「PvStop()」

フ ラグの組み合わせ 相当するセキュ リ テ ィ  モデル

フラグなし ク ラシッ ク

P_DBFLAG_DBSEC_AUTHENTICATION 混合

P_DBFLAG_DBSEC_AUTHENTICATION +
P_DBFLAG_DBSEC_AUTHORIZATION

データベース
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PvModifyDatabase2() 

新しいデータベース名、辞書パス、データ  パス、データベース  フラグおよ

びコード  ページに指定された情報を使用して、既存のデータベースを変更

します。この関数は、データベース  コード  ページが指定されるこ とを除け

ば、 「PvModifyDatabase()」 と まった く同じです。

ヘッダー ファ イル ： catalog.h （「ヘッダー ファ イル」 も参照）

関数が最初に利用可能にな る ラ イ ブ ラ リ ： w3dbav90.dll （Windows） 、

libpsqldti.so （Linux） （「 リ ンク  ラ イブラ リ 」 も参照）

構文 BTI_API PvModifyDatabase2(
BTI_LONG hConnection,
BTI_CHAR_PTR dbNameExisting,
BTI_CHAR_PTR dbNameNew,
BTI_CHAR_PTR dictPath,
BTI_CHAR_PTR dataPath,
BTI_ULONG dbFlags,
BTI_LONG dbCodePage);

引数

In hConnection サーバーを識別する接続ハンドル。接続ハンドルは

「PvConnectServer()」 関数によって取得されます。

In dbNameExisting 既存のデータベース名。

In dbNameNew 新規のデータベース名。データベース名を変更しな

い場合は、 このパラ メーターにヌルを設定します。

In dictPath 辞書パス。

In dataPath データ  パス。デフォルトのデータ  パス （つま り、辞

書パス と同じパス） を使用するには、 この値にヌル

を設定します。

複数のパスに保存された ト ランザクシ ョナル イン

ターフェイス  データ  ファ イルを含んでいるデータ

ベースを変更する場合は、 このパラ メーターにセミ

コロン （;） で区切られた一覧を指定します。たとえ

ば、 次のよ うにします。
C:\data\path1;C:\data\path2
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In dbFlags データベース  フラグ。P_DBFLAG_ 定数を組み合わ

せて指定できます。

P_DBFLAG_RI （参照整合性およびト リガーを含む、

整合性制約を設定します。）

P_DBFLAG_BOUND （データベース名を辞書にスタ

ンプし、 そのデータベースのみが DDF を使用でき

るよ うにします。）

P_DBFLAG_DBSEC_AUTHENTICATION （デ ー タ

ベース  セキュ リ テ ィ認証の混合セキュ リ テ ィ を使

用します。 「Btrieve セキュ リティ  ポ リシー」 を参照

して ください）。

P_DBFLAG_DBSEC_AUTHORIZATION （デ ー タ

ベース  セキュ リ テ ィ認証のデータベース  セキュ リ

ティ  ポ リシーを使用します。 「Btrieve セキュ リ ティ

ポ リ シー」 を参照してください）。

P_DBFLAG_LONGMETADATA （メ タデータ  バー

ジ ョ ン 2 を使用します。「メ タデータのバージ ョ ン」

を参照して ください）。

In dbCodePage Windows プラ ッ ト フォームのデータベースの場合、

番号によってデータベース  データ と メ タデータ文

字列のコード  ページを示します。

Linux ディ ス ト リ ビューシ ョ ンのデータベースの場

合、以下の値のいずれかによってデータベース  デー

タ と メ タデータ文字列のコード  ページを示します。

P_DBCODEPAGE_UTF8
P_DBCODEPAGE_EUCJP
P_DBCODEPAGE_ISO8859_1

Windows または Linux のデータベースでは、ゼロま

たは P_DBCODEPAGE_NA の値も使用できます。

ゼロは旧来の動作を示します。つま り、コード  ペー

ジは指定されません。これはサーバー マシンのオペ

レーティ ング システム （OS） におけるエンコード

を使用する こ と を意味し ます。 『Pervasive PSQL
User's Guide』 の 「データベース  コード  ページ」 も

参照してください。

P_DBCODEPAGE_NA はコード  ページをそのまま

の状態にしておく こ とを指定します （データベース

コード  ページは変更されません）。

メ モ ：データベース  エンジンは、アプ リ ケーシ ョ ン

がデータベースに追加するデータおよびメ タデー

タのエンコードを検証しません。 エンジンは、すべ

てのデータが、 『Getting Started with Pervasive PSQL』
の 「エンコードの相互の影響」 で説明されているよ

う にサーバーまたはク ラ イアン ト のエンコード を

使用して入力されるものと想定しています。
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戻り値

備考 以下の前提条件を満たす必要があ り ます。

「PvStart()」 呼び出しによって DTI セッシ ョ ンが開始されている。

「PvConnectServer()」 によって接続が確立している。 ただし、 ローカル

マシンでオペレーシ ョ ンを実行する場合は、 接続ハン ドルと して

P_LOCAL_DB_CONNECTION を使用できます。

Btrieve セキュ リ テ ィ  ポ リ シー

「Btrieve セキュ リティ  ポ リシー」 を参照してください。

関連項目 「PvConnectServer()」
「PvCreateDatabase2()」
「PvCreateDSN2()」
「PvDisconnect()」
「PvFreeDbNamesData()」
「PvGetDbCodePage()」
「PvGetDbDataPath()」
「PvGetDbDictionaryPath()」
「PvGetDbFlags()」
「PvGetDbName()」
「PvGetDbNamesData()」
「PvGetDbServerName()」
「PvGetDSNEx2()」
「PvModifyDSN2()」
「PvStart()」
「PvStop()」

P_OK 操作は成功しました。

P_E_INVALID_HANDLE 接続ハンドルが無効です。

P_E_NULL_PTR ヌル ポインターによる呼び出しです。

P_E_ACCESS_RIGHT 操作を実行するための十分なアクセス権があ り ま

せん。

P_E_NOT_EXIST 名前付きデータベースがサーバー上にあ り ません。

P_E_FAIL その他の理由によ り失敗しました。
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PvModifyDSN() 

既存のデータ  ソース名を変更します。

ヘッダー ファ イル ： catalog.h （「ヘッダー ファ イル」 も参照）

関数が最初に利用可能にな る ラ イ ブ ラ リ ： w3dbav78.dll （Windows） 、

libpsqldti.so （Linux） （「 リ ンク  ラ イブラ リ 」 も参照）

この関数を Pervasive PSQL v11 以降のバージ ョ ンで使用するこ とは推奨さ

れません。 ク ライアン ト  DSN を使った作業には、ODBC API を使用して く

ださい。

構文 BTI_API PvModifyDSN(
BTI_LONG hConnection,
BTI_CHAR_PTR  dsnName,
BTI_CHAR_PTR  dsnDesc,
BTI_CHAR_PTR  dsnDBQ,
BTI_LONG  openMode);

引数

戻り値

In hConnection サーバーを識別する接続ハンドル。接続ハンドルは

「PvConnectServer()」 関数によって取得されます。

In dsnName 変更する  DSN の名前。

In dsnDesc DSN の新しい説明。

In dsnDBQ DSN の新しいデータベース名。

In openMode DSN の新しいオープン モード。 次のいずれか 1 つ
になり ます。

NORMAL_MODE
ACCELERATED_MODE 
READONLY_MODE 
EXCLUSIVE_MODE 

『SQL Engine Reference』 の 「DSN オープン モード」

も参照して ください。

P_OK 操作は成功しました。

P_E_INVALID_HANDLE 接続ハンドルが無効です。

P_E_NULL_PTR ヌル ポインターによる呼び出しです。

P_E_DSN_DOES_NOT_EXIST 指定された DSN 名は存在しません。
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備考 以下の前提条件を満たす必要があ り ます。

「PvStart()」 呼び出しによって DTI セッシ ョ ンが開始されている。

「PvConnectServer()」 によって接続が確立している。 ただし、 ローカル

マ シ ン で 操 作 を 実 行 す る 場 合 は、 接 続 ハ ン ド ル と し て

P_LOCAL_DB_CONNECTION を使用できます。

関連項目 「PvStart()」
「PvConnectServer()」
「PvListDSNs()」
「PvCreateDSN()」
「PvGetDSN()」
「PvGetDSNEx()」
「PvDeleteDSN()」
「PvCountDSNs()」
「PvStop()」

P_E_ACCESS_RIGHT 操作を実行するための十分なアクセス

権があ り ません。

P_E_INVALID_OPEN_MODE 指定されたオープン モードは無効です。

P_E_FAIL データ  パスの検索に失敗しました。
206



DTI 関数の定義
PvModifyDSN2() 

既存のデータ  ソース名を変更します。 この関数は、 データのエンコード  オ
プショ ンが指定されるこ と を除けば、 「PvModifyDSN()」 と まったく 同じで

す。

ヘッダー ファ イル ： catalog.h （「ヘッダー ファ イル」 も参照）

関数が最初に利用可能にな る ラ イ ブ ラ リ ： w3dbav90.dll （Windows） 、

libpsqldti.so （Linux） （「 リ ンク  ラ イブラ リ 」 も参照）

この関数を Pervasive PSQL v11 以降のバージ ョ ンで使用するこ とは推奨さ

れません。 ク ライアン ト  DSN を使った作業には、ODBC API を使用して く

ださい。

構文 BTI_API PvModifyDSN(
BTI_LONG hConnection,
BTI_CHAR_PTR dsnName,
BTI_CHAR_PTR dsnDesc,
BTI_CHAR_PTR dsnDBQ,
BTI_LONG openMode,
BTI_LONG translate);

引数

In hConnection サーバーを識別する接続ハンドル。接続ハンドルは

「PvConnectServer()」 関数によって取得されます。

In dsnName 変更する  DSN の名前。

In dsnDesc DSN の新しい説明。

In dsnDBQ DSN の新しいデータベース名。

In openMode DSN のオープン モード。 次のいずれか 1 つになり

ます。

NORMAL_MODE
ACCELERATED_MODE
READONLY_MODE
EXCLUSIVE_MODE 

『SQL Engine Reference』 の 「DSN オープン モード」

も参照して ください。
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戻り値

備考 以下の前提条件を満たす必要があ り ます。

「PvStart()」 呼び出しによって DTI セッシ ョ ンが開始されている。

「PvConnectServer()」 によって接続が確立している。 ただし、 ローカル

マ シ ン で 操 作 を 実 行 す る 場 合 は、 接 続 ハ ン ド ル と し て

P_LOCAL_DB_CONNECTION を使用できます。

関連項目 「PvConnectServer()」
「PvCountDSNs()」
「PvCreateDatabase2()」
「PvCreateDSN2()」
「PvDeleteDSN()」
「PvGetDSN()」
「PvGetDSNEx2()」
「PvListDSNs()」
「PvStart()」
「PvStop()」 

In translate データのエンコード  オプシ ョ ン。次のいずれか 1 つ
になり ます。

DSNFLAG_DEFAULT
DSNFLAG_OEMANSI
DSNFLAG_AUTO 

『SQL Engine Reference』 の 「エンコード変換」 も参

照してください。DSNFLAG_DEFAULT は ODBC ア
ド ミ ニス ト レーターでエンコード  オプシ ョ ン ［な

し］ に該当します。

P_OK 操作は成功しました。

P_E_INVALID_HANDLE 接続ハンドルが無効です。

P_E_NULL_PTR ヌル ポインターによる呼び出しです。

P_E_DSN_DOES_NOT_EXIST 指定された DSN 名は存在しません。

P_E_ACCESS_RIGHT 操作を実行するための十分なアクセス

権があ り ません。

P_E_INVALID_OPEN_MODE 指定されたオープン モードは無効です。

P_E_INVALID_TRANSLATE_OPTION 指定されたエンコード変換オプシ ョ ン

が不正です。

P_E_FAIL データ  パスの検索に失敗しました。
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PvOpenDatabase() 

名前によってデータベースを開き、データベース  カタログを操作するのに

使用できるハンドルを返します。

ヘッダー ファ イル ： catalog.h （「ヘッダー ファ イル」 も参照）

関数が最初に利用可能にな る ラ イ ブ ラ リ ： w3dbav90.dll （Windows） 、

libpsqldti.so （Linux） （「 リ ンク  ラ イブラ リ 」 も参照）

構文 BTI_API PvOpenDatabase(
BTI_LONG hConnection,
BTI_CHAR_PTR dbName,
BTI_CHAR_PTR dbUser,
BTI_CHAR_PTR dbPassword,
BTI_WORD_PTR dbHandle);

引数

戻り値

In hConnection サーバーを識別する接続ハン ドル。 接続ハンドルは

「PvConnectServer()」 関数によって取得されます。

In dbName データベース名。

In dbUser セキュ リティが設定されている場合は、データベース

のユーザー名。

In dbPassword セキュ リティが設定されている場合は、データベース

のパスワード。

Out dbHandle データベースに返されるハンドル。

P_OK 操作は成功しました。

P_E_INVALID_HANDLE 接続ハンドルが無効です。

P_E_NULL_PTR ヌル ポインターによる呼び出しです。

P_E_ACCESS_RIGHT 操作を実行するための十分なアクセス権があ

り ません。

P_E_FAIL その他の理由によ りデータベースを開けませ

んでした。

PCM_errSessionSecurityError ユーザー名またはパスワードが無効です。
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備考 以下の前提条件を満たす必要があ り ます。

「PvStart()」 呼び出しによって DTI セッシ ョ ンが開始されている。

「PvConnectServer()」 によって接続が確立している。 ただし、 ローカル

マ シ ン で 操 作 を 実 行 す る 場 合 は、 接 続 ハ ン ド ル と し て

P_LOCAL_DB_CONNECTION を使用できます。

データベースでセキュ リティが有効になっている場合は、 有効なデー

タベースのユーザー名とパスワードを入力する。 返されたデータベー

ス  ハンドルのセキュ リティは、そのデータベースに定義されているア

クセス権に基づいて施行されます。 このセキュ リ テ ィは SQL または

ODBC インターフェイスで見られる動作と一致します。

関連項目 「PvStart()」
「PvConnectServer()」
「PvGetDbFlags()」
「PvModifyDatabase()」
「PvCloseDatabase()」
「PvDropDatabase()」
「PvDisconnect()」
「PvStop()」
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PvOpenDictionary() 

既存の辞書を開きます。辞書の絶対パスまたはデータ  ソース名を指定する

と、以降の任意の関数への呼び出しで使用する辞書ハンドルが返されます。

メ モ  この関数は Pervasive PSQL 9 以降のバージ ョ ンでは使用が推奨さ

れ ま せん。 ア プ リ ケ ーシ ョ ン で こ の関数 を 置 き 換え る には、

「PvOpenDatabase()」 を参照してください。

ヘッダー ファ イル ： ddf.h （「ヘッダー ファ イル」 も参照）

関数が最初に利用可能にな る ラ イ ブ ラ リ ： w3dbav75.dll （Windows） 、

libpsqldti.so （Linux） （「 リ ンク  ラ イブラ リ 」 も参照）

構文 PRESULT PvOpenDictionary(
LPTSTR path,
WORD* dictHandle,
LPSTR user,
LPSTR password);

引数

戻り値

In path 辞書ファイルへの完全修飾パス。

Out dictHandle 以降の呼び出しで使用するハンドル。

In user 辞書を開くために必要なユーザー名。 この引数はヌル

に設定できます。

In password 辞書ファ イルを開く ためにユーザー名と共に使用し

ます。 ヌルでもかまいません。

PCM_Success 操作は成功しました。

PCM_errFailed 操作は成功しませんでした。

PCM_errMemoryAllocation メモ リの割り当て中にエラーが発生しました。

PCM_errDictionaryPathNotFound 指定された辞書のパスが無効です。

PCM_errDictionaryAlreadyOpen 指定された辞書ファ イルは現在開いています。

PCM_SessionSecurityError ユーザー名かパスワードのどちらかが無効で

す。
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備考 この関数は、DTI を使って DDF にアクセスする場合は、最初に呼び出され

る必要があ り ます。

複数の辞書を同時に開く こ とができます。

リ ソースを解放するには、 「PvCloseDictionary()」 を使用します。

関連項目 「PvStart()」
「PvCreateDictionary()」
「PvCreateDatabase()」
「PvCloseDictionary()」
「PvStop()」
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PvRemoveUserFromGroup() 

既存のグループから既存のユーザーを削除します。

ヘッダー ファ イル ： ddf.h （「ヘッダー ファ イル」 も参照）

関数が最初に利用可能にな る ラ イ ブ ラ リ ： w3dbav90.dll （Windows） 、

libpsqldti.so （Linux） （「 リ ンク  ラ イブラ リ 」 も参照）

構文 PRESULT DDFAPICALLTYPE PvRemoveUserFromGroup(
BTI_WORD dbHandle,
const BTI_CHAR* user,
const BTI_CHAR* group);

引数

戻り値

備考 以下の前提条件を満たす必要があ り ます。

まず "Master" ユーザーと して 「PvOpenDatabase()」 を使用し、 データ

ベースを正常に開いておく。

関連するデータベースはデータベース  レベルのセキュ リティが有効

である。

指定されたグループおよびユーザー名がデータベースに存在してい

る。

指定されたユーザーは、 指定されたグループのメンバーである。

In dbHandle 「PvOpenDatabase()」 によって返される、開いている

辞書のハンドル。

In user データベース  ユーザー名。

In group データベース  グループ名。

PCM_Success 操作は成功しました。

PCM_errFailed 操作は成功しませんでした。

PCM_errInvalidAccountName 指定されたアカウン ト またはユーザー名は存

在しません。

PCM_errUserNotPartOfGroup 指定されたユーザーは、グループのメンバーで

はあ り ません。

PCM_errDatabaseHasNoSecurity データベースにはセキュ リ テ ィが設定されて

いません。

PCM_errSessionSecurityError 不十分な権限でデータベースが開かれました。
213



Distributed Tuning Interface のリ フ ァ レンス
次の事後条件を満たす必要があ り ます。

「PvCloseDatabase()」 を使用して リ ソースを解放する。

関連項目 「PvCreateGroup()」
「PvCreateUser()」
「PvAlterUserName()」
「PvAddUserToGroup()」
「PvDropGroup()」
「PvDropUser()」
「PvOpenDatabase()」
「PvCloseDatabase()」
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PvSecureDatabase() 

既存のデータベースのセキュ リティを有効にします。

ヘッダー ファ イル ： security.h （「ヘッダー ファ イル」 も参照）

関数が最初に利用可能にな る ラ イ ブ ラ リ ： w3dbav90.dll （Windows） 、

libpsqldti.so （Linux） （「 リ ンク  ラ イブラ リ 」 も参照）

構文 BTI_API PvSecureDatabase(
BTI_LONG hConnection,
BTI_CHAR_PTR dbName,
BTI_CHAR_PTR dbUser,
BTI_CHAR_PTR dbPassword);

引数

戻り値

備考 以下の前提条件を満たす必要があ り ます。

「PvStart()」 呼び出しによって DTI セッシ ョ ンが開始されている。

「PvConnectServer()」 によって接続が確立している。 ただし、 ローカル

マ シ ン で 操 作 を 実 行 す る 場 合 は、 接 続 ハ ン ド ル と し て

P_LOCAL_DB_CONNECTION を使用できます。

In hConnection サーバーを識別する接続ハン ドル。 接続ハン ドルは

「PvConnectServer()」 関数によって取得されます。

In dbName データベース名。

In dbUser データベースのユーザー名－セキュ リ テ ィ を設定す

るには Master である必要があ り ます。

In dbPassword Master ユーザーが使用するデータベース  パスワード。

P_OK 操作は成功しました。

P_E_INVALID_HANDLE 接続ハンドルが無効です。

P_E_NULL_PTR ヌル ポインターによる呼び出しです。

P_E_ACCESS_RIGHT 操作を実行するための十分なアクセス権が

あ り ません。

P_E_FAIL その他の理由によ りデータベースを開けま

せんでした。

PCM_errSessionSecurityError ユーザー名またはパスワードが無効です。
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データベースのセキュ リティを有効にする際、データベース  ユーザー

名と して Master を指定し、パスワードを選択する。データベースのセ

キュ リティは、 そのデータベースに定義されているアクセス権に基づ

いて施行されます。 このセキュ リテ ィは SQL または ODBC インター

フェイスで見られる動作と一致します。

関連項目 「PvStart()」
「PvConnectServer()」
「PvOpenDatabase()」
「PvUnSecureDatabase()」
「PvIsDatabaseSecured()」
「PvCloseDatabase()」
「PvDisconnect()」
「PvStop()」
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PvSetBooleanValue() 

whichData によって指定されるデータ  ターゲッ トに、 ブール型の新しい設

定値を保存します。

ヘッダー ファ イル ： config.h （「ヘッダー ファ イル」 も参照）

関数が最初に利用可能にな る ラ イ ブ ラ リ ： w3dbav75.dll （Windows） 、

libpsqldti.so （Linux） （「 リ ンク  ラ イブラ リ 」 も参照）

構文 BTI_SINT PvSetBooleanValue(
BTI_LONG hConnection,
BTI_ULONG settingID,
BTI_SINT newValue,
BTI_SINT whichData);

引数

戻り値

備考 以下の前提条件を満たす必要があ り ます。

「PvConnectServer()」 によって接続が確立している。 ただし、 ローカル

マ シ ン で 操 作 を 実 行 す る 場 合 は、 接 続 ハ ン ド ル と し て

P_LOCAL_DB_CONNECTION を使用できます。

In hConnection サーバーを識別する接続ハンドル。接続ハンドルは

「PvConnectServer()」 関数によって取得されます。

In settingID 設 定 の 一 意 な 識 別 子。 設 定 の 一 覧 は、

「PvGetSettingList()」 から取得できます。

In newValue 設定される整数値。

In whichData どちらの値が設定されるかを示すフラグ。

PVDATA_CURRENT は、 設定の変更内容が現在の

セッシ ョ ンに適用され、 レジス ト リ、 ini、 または

ncf ファ イルへ保存される こ とを示します。 Btrieve
6.15 NT リ リースでは、 ト レース  オペレーシ ョ ンに

対してのみ有効です。

PVDATA_PERSISTENT では、 設定の変更内容は現

在のセッシ ョ ンに適用されません。設定はレジス ト

リ 、 ini、 または ncf ファイルにのみ保存されます。

P_OK 操作は成功しました。

P_E_INVALID_HANDLE 接続ハンドルが無効です。

P_E_INVALID_DATA_TYPE 設定はブール型の設定ではあ り ません。

P_E_FAIL その他の理由によ り失敗しました。
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PvConnectServer() を使って管理者レベルの権限でログオンしている。

メ モ  この関数は、 「制限ユーザー」 を使ってログインしているユー

ザーからは呼び出せません。

関連項目 「PvStart()」
「PvConnectServer()」
「PvGetCategoryList()」
「PvGetSettingList()」
「PvGetBooleanValue()」
「PvGetBooleanStrings()」
「PvIsSettingAvailable()」
「PvDisconnect()」
「PvStop()」
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PvSetLongValue() 

whichData によって指定されるデータ  ターゲッ トに、Long 型整数の新しい

設定値を保存します。

ヘッダー ファ イル ： config.h （「ヘッダー ファ イル」 も参照）

関数が最初に利用可能にな る ラ イ ブ ラ リ ： w3dbav75.dll （Windows） 、

libpsqldti.so （Linux） （「 リ ンク  ラ イブラ リ 」 も参照）

構文 BTI_SINT PvSetLongValue(
BTI_LONG hConnection,
BTI_ULONG settingID,
BTI_LONG newValue,
BTI_SINT whichData);

引数

戻り値

備考 以下の前提条件を満たす必要があ り ます。

「PvConnectServer()」 によって接続が確立している。 ただし、 ローカル

マ シ ン で 操 作 を 実 行 す る 場 合 は、 接 続 ハ ン ド ル と し て

P_LOCAL_DB_CONNECTION を使用できます。

In hConnection サーバーを識別する接続ハンドル。接続ハンドルは

「PvConnectServer()」 関数によって取得されます。

In settingID 設 定 の 一 意 な 識 別 子。 設 定 の 一 覧 は、

「PvGetSettingList()」 から取得できます。

In newValue 設定される整数値。

この関数を呼び出す前に、「PvGetValueLimit()」 関数

を使って、 この値が特定の設定に対して有効範囲内

にあるかど うかを確認してください。

In whichData どちらの値が設定されるかを示すフラグ。

PVDATA_CURRENT は現在値を設定します。

PVDATA_PERSISTENT は不変値を設定します。

P_OK 操作は成功しました。

P_E_INVALID_HANDLE 接続ハンドルが無効です。

P_E_INVALID_DATA_TYPE 設定は Long 型の設定ではあ り ません。

P_E_OUT_OF_RANGE 指定された設定値は、 範囲外です。

P_E_FAIL その他の理由によ り失敗しました。
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PvConnectServer() を使って管理者レベルの権限でログオンしている。

メ モ  この関数は、 「制限ユーザー」 を使ってログインしているユー

ザーからは呼び出せません。

関連項目 「PvStart()」
「PvConnectServer()」
「PvGetCategoryList()」
「PvGetSettingList()」
「PvGetLongValue()」
「PvGetValueLimit()」
「PvIsSettingAvailable()」
「PvDisconnect()」
「PvStop()」
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PvSetSelectionValue() 

whichData によって指定されるデータ  ターゲッ トに、 選択タイプの新しい

設定値を保存します。

ヘッダー ファ イル ： config.h （「ヘッダー ファ イル」 も参照）

関数が最初に利用可能にな る ラ イ ブ ラ リ ： w3dbav75.dll （Windows） 、

libpsqldti.so （Linux） （「 リ ンク  ラ イブラ リ 」 も参照）

構文 BTI_SINT PvSetSelectionValue(
BTI_LONG hConnection,
BTI_ULONG settingID,
BTI_ULONG numItems,
BTI_LONG_PTR pNewValue,
BTI_SINT whichData);

引数

戻り値

In hConnection サーバーを識別する接続ハンドル。接続ハンドルは

「PvConnectServer()」 関数によって取得されます。

In settingID 設 定 の 一 意 な 識 別 子。 設 定 の 一 覧 は、

「PvGetSettingList()」 から取得できます。

In numItems 設定される個々の選択項目の数。

In pNewValue 設定される個々の選択項目の配列。

In whichData どちらの値が設定されるかを示すフラグ。

PVDATA_CURRENT は現在値を設定します。

PVDATA_PERSISTENT は不変値を設定します。

P_OK 操作は成功しました。

P_E_INVALID_HANDLE 接続ハンドルが無効です。

P_E_NULL_PTR ヌル ポインターによる呼び出しです。

P_E_INVALID_DATA_TYPE 設定は選択タイプの設定ではあ り ません。

P_E_INVALID_SELECTION 少なく と も選択項目の 1 つが無効です。

P_E_FAIL その他の理由によ り失敗しました。
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備考 この関数は単一選択と複数選択の両方のデータ  タ イプを使った作業に使

用します。 単一選択の項目に対して複数の項目を設定した場合は、 最初の

値が使用されます。

以下の前提条件を満たす必要があ り ます。

「PvConnectServer()」 によって接続が確立している。 ただし、 ローカル

マ シ ン で 操 作 を 実 行 す る 場 合 は、 接 続 ハ ン ド ル と し て

P_LOCAL_DB_CONNECTION を使用できます。

PvConnectServer() を使って管理者レベルの権限でログオンしている。

メ モ  この関数は、 「制限ユーザー」 を使ってログインしているユー

ザーからは呼び出せません。

関連項目 「PvStart()」
「PvConnectServer()」
「PvGetCategoryList()」
「PvGetSettingList()」
「PvGetSelectionValue()」
「PvGetSelectionString()」
「PvGetAllPossibleSelections()」
「PvCountSelectionItems()」
「PvIsSettingAvailable()」
「PvDisconnect()」
「PvStop()」
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PvSetStringValue() 

whichData によって指定されるデータ  ターゲッ トに、 文字列型の新しい設

定値を保存します。

ヘッダー ファ イル ： config.h （「ヘッダー ファ イル」 も参照）

関数が最初に利用可能にな る ラ イ ブ ラ リ ： w3dbav75.dll （Windows） 、

libpsqldti.so （Linux） （「 リ ンク  ラ イブラ リ 」 も参照）

構文 BTI_SINT PvSetStringValue(
BTI_LONG hConnection,
BTI_ULONG settingID,
BTI_CHAR_PTR newValue,
BTI_SINT whichData);

引数

戻り値

備考 設定によっては、 セ ミ コロン （;） で区切られた複数の文字列を取るこ とが

あ り ます。

以下の前提条件を満たす必要があ り ます。

「PvConnectServer()」 によって接続が確立している。 ただし、 ローカル

マ シ ン で 操 作 を 実 行 す る 場 合 は、 接 続 ハ ン ド ル と し て

P_LOCAL_DB_CONNECTION を使用できます。

In hConnection サーバーを識別する接続ハンドル。接続ハンドルは

「PvConnectServer()」 関数によって取得されます。

In settingID 設 定 の 一 意 な 識 別 子。 設 定 の 一 覧 は、

「PvGetSettingList()」 から取得できます。

In newValue 設定される文字列値。

In whichData どちらの値が設定されるかを示すフラグ。

PVDATA_CURRENT は現在値を設定します。

PVDATA_PERSISTENT は不変値を設定します。

P_OK 操作は成功しました。

P_E_INVALID_HANDLE 接続ハンドルが無効です。

P_E_NULL_PTR ヌル ポインターによる呼び出しです。

P_E_INVALID_DATA_TYPE 設定は文字列型の設定ではあ り ません。

P_E_FAIL その他の理由によ り失敗しました。
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「PvConnectServer()」 を使って管理者レベルの権限でログオンしてい

る。

メ モ  この関数は、 「制限ユーザー」 を使ってログインしているユー

ザーからは呼び出せません。

関連項目 「PvStart()」
「PvConnectServer()」
「PvGetCategoryList()」
「PvGetSettingList()」
「PvGetStringType()」
「PvGetStringValue()」
「PvIsSettingAvailable()」
「PvDisconnect()」
「PvStop()」
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PvStart() 

Pervasive Distributed Tuning Interface （DTI） セッシ ョ ンを開始します。 この

関数は、 どの DTI 呼び出しが実行されるよ り も先に呼び出す必要があ り ま

す。

ヘッダー ファ イル ： connect.h （「ヘッダー ファ イル」 も参照）

関数が最初に利用可能にな る ラ イ ブ ラ リ ： w3dbav75.dll （Windows） 、

libpsqldti.so （Linux） （「 リ ンク  ラ イブラ リ 」 も参照）

構文 BTI_SINT PvStart(BTI_LONG reserved);

引数

戻り値

備考 この関数は、 DTI のリ ソースのバインド と初期化を実行します。

例 BTI_SINT status = 0;

status = PvStart(0);
// 複数の DTI 呼び出しを実行する
status = PvStop (0);

関連項目 「PvStop()」

In reserved 今後の使用に備えて予約されています。

P_OK 操作は成功しました。

P_E_FAIL 一般エラーが発生しました。
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PvStop() 

Pervasive DTI セッシ ョ ンを終了し、 関連する リ ソースを解放します。

ヘッダー ファ イル ： connect.h （「ヘッダー ファ イル」 も参照）

関数が最初に利用可能にな る ラ イ ブ ラ リ ： w3dbav75.dll （Windows） 、

libpsqldti.so （Linux） （「 リ ンク  ラ イブラ リ 」 も参照）

構文 BTI_SINT PvStop(BTI_LONG_PTR preserved);

引数

戻り値

備考 この関数は、 DTI のリ ソースを解放し、 DTI セッシ ョ ンを閉じます。 この

関数は、 アプリ ケーシ ョ ンを終了する前に呼び出す必要があ り ます。

例 BTI_LONG status = 0;

status = PvStop (0);

関連項目 「PvStart()」

In preserved 今後の使用に備えて予約されています。

P_OK 操作は成功しました。

P_E_FAIL 一般エラーが発生しました。
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PvUnSecureDatabase() 

データベース上でデータベース  セキュ リティを無効にします。

ヘッダー ファ イル ： security.h （「ヘッダー ファ イル」 も参照）

関数が最初に利用可能にな る ラ イ ブ ラ リ ： w3dbav90.dll （Windows） 、

libpsqldti.so （Linux） （「 リ ンク  ラ イブラ リ 」 も参照）

構文 BTI_API PvUnSecureDatabase(
BTI_LONG hConnection,
BTI_CHAR_PTR dbName,
BTI_CHAR_PTR dbUser,
BTI_CHAR_PTR dbPassword);

引数

戻り値

備考 以下の前提条件を満たす必要があ り ます。

「PvStart()」 呼び出しによって DTI セッシ ョ ンが開始されている。

「PvConnectServer()」 によって接続が確立している。 ただし、 ローカル

マ シ ン で 操 作 を 実 行 す る 場 合 は、 接 続 ハ ン ド ル と し て

P_LOCAL_DB_CONNECTION を使用できます。

データベースにセキュ リティが設定されている。

In hConnection サーバーを識別する接続ハンドル。 接続ハンドルは

「PvConnectServer()」 関数によって取得されます。

In dbName データベース名。

In dbUser データベースのユーザー名－セキュ リ テ ィ を有効ま

たは無効にするには、 Master である必要があ り ます。

In dbPassword Master ユーザーのデータベース  パスワード。

P_OK 操作は成功しました。

P_E_INVALID_HANDLE 接続ハンドルが無効です。

P_E_NULL_PTR ヌル ポインターによる呼び出しです。

P_E_ACCESS_RIGHT 操作を実行するための十分なアクセス権が

あ り ません。

P_E_FAIL その他の理由によ りデータベースを開けま

せんでした。

PCM_errSessionSecurityError ユーザー名またはパスワードが無効です。
227



Distributed Tuning Interface のリ フ ァ レンス
関連項目 「PvStart()」
「PvConnectServer()」
「PvOpenDatabase()」
「PvSecureDatabase()」
「PvIsDatabaseSecured()」
「PvCloseDatabase()」
「PvDisconnect()」
「PvStop()」
228



DTI 関数の定義
PvValidateLicenses()

接続によって示されるコンピューターのすべてのキーに関する有効性の

チェッ クを開始します。

ヘッダー ファ イル ： dtilicense.h （ヘッダー ファ イルも参照）

関数が最初に利用可能にな る ラ イ ブ ラ リ ： w3dbav90.dll （Windows） 、

libpsqldti.so （Linux） （「 リ ンク  ラ イブラ リ 」 も参照）

構文 BTI_API PvValidateLicenses(BTI_LONG hConnection);

引数

戻り値

備考 PvValidateLicenses は、 検証チェッ ク要求から生じた結果のみを返します。

キーの状態に関する情報は何も返しません。 キーの状態に関する情報も含

め、 製品情報の XML 文字列を取得するには、 別に 「PvGetProductsInfo()」
を呼び出す必要があ り ます。

以下の前提条件を満たす必要があ り ます。

「PvStart()」 呼び出しによって DTI セッシ ョ ンが開始されている。

「PvConnectServer()」 によって接続が確立している。 ただし、 ローカル

マ シ ン で 操 作 を 実 行 す る 場 合 は、 接 続 ハ ン ド ル と し て

P_LOCAL_DB_CONNECTION を使用できます。

例 status = PvValidateLicenses(P_LOCAL_DB_CONNECTION);

関連項目 「PvGetProductsInfo()」
「PvStart()」
「PvStop()」

In hConnection サーバーを識別する接続ハンドル。接続ハンドルは

「PvConnectServer()」 関数によって取得されます。

P_OK 検証操作は正常に終了しました。

P_E_FAIL 検証操作は正常に終了しませんでした。

ライセンス管理または認証に

関するステータス コード

「License Administrator のステータス  コード」および

「認証ステータ ス  コー ド」 は、 『Status Codes and
Messages』 を参照してください。
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